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利用上の注意
1　この索引の目的

　この索引は’明治以降の日本経済の実証分析を目的とした文献，溢よび分析のための理論的方法と

基礎資料にかんする文献を選択し，内外の日本経済研究者の利用κ供することを目的としている。

∬　収録の範囲

　1　日本経済の実証分析を目的とした文献については，日本および外国の図書・論文・モノグラフ

　　・国際会議の記録・書評論文など，できるだけ広く収録するようにつとめた。

　2　日本経済分析のための理論的方法にかんする文献は，日本で発表されたものκ限った。

　　　外国語で発表されたこの種の文献を・研究者が探すための索引は，すでに外国によいものが相

　　当存在しているからである。　　（例えば　The　Journal　of日conomic　Abstracts，胱onomic

　　　Library　Selections，　Intemational　Bibliography　of　Economics，　Index　of日conomic

　　　Journals，　Bibliographie　der　Sozialwissenschaften，　etc．）

3　日本経済分析のための基礎的資料については，現在の段階では統計年報その他の統計資料の収

録は非常に困難なので断念した。しかしながら統計資料を利用するために役立つツールは収録す

るようにつとめた。（例えば産業分類表・統計調査の改訂の説明など）白書は収録した。

4　日本経済分析に役に立つと思われる特殊文献目録，年表，辞典などの参考図書は収録した。

5　地方出版物については・主要な地方大学および地方官庁の研究所によって出版された図書．モ

　ノグラフ・雑誌論文に限定した。

6　外国語で発表された日本経済分析および分析のための理論的方法にかんする図書・論文の邦訳

ぱ収録した。

7　図書は市販の図書のほか・できるだけ官庁刊行物卦よび会社，民間団体などの出版物も収録す

　るようにつとめた。

8　雑誌論文は・主として学術雑誌，重要な商業雑誌，官庁溢よび会社の調査月報・季報の論文に

限定した。この索引に収録されなかった雑誌の論文論よび，この索引の関連主題を扱った論文に

ついては・次の索引，書誌を参照されたい。

一　　般

　　　雑誌記事索引一一人文・社会編（月刊）　国立国会図許館編

経済学一般
　　　経済学文献季報（季刊）　経済資料協議会編

　　　経済学文献月報（月刊）　大阪市立大学経済研究所編　（「経済評論」掲載）

経済史
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　　　経済史文献解題（年刊）　日本経済史研究所編

労　　働

　　　労働関係資料文献目録（月刊）　法政大学大原社会問題研究所編　（「月刊労働問題」掲載）

　　　新着雑誌記事索引（和雑誌）（月刊）　日本労働協会図書館編　（「労働資料」掲載）

社会保障
　　　社会保障関係文献・資料月報（月刊）　健康保険組合連合会社会保障研究室編

都市問題・地域経済

　　　都市問題関係雑誌記事索引（月刊）　東京市政調査会編　（「都市問題」掲載）

　　　地域開発関係文献（季刊）　日本地域開発センター編　（「地域開発」掲載）

産業一般
　　　産業経済雑誌主要記事索引（半月刊澄よび年刊）　日本開発銀行ヰ央資料室編

鉄鋼産業
　　　鉄鋼資料月報（月刊）　日本鉄鋼連盟・資料室編

農　　業

　　　国内雑誌記事索引（月刊）　農林省図書館編　（「農林図書資料月報」掲載）

交　　通

　　　交通関係主要記事索引（半月刊・年刊）　日本国有鉄道総裁室文書課編

経営学

　　　経営学文献目録（季刊）　一橋大学産業経営研究所編　（「ビジネス・レヴユー」掲載）

　　　生産性資料速報（半月刊）　日本生産性本部図書室編

中小企業
　　　中小企業および地域経済に関する鉛もな文献（隔月刊）　大阪府立商工経済研究所編　（大阪

　　　経済の動き」掲載）

国際経済
　　　国際経済文献資料目録（月刊）　東京経済大学経済経営研究所編

　皿記載の形式

　　1　文献の記載形式は経済資料協議会発行の「経済学文献季報」の形式に大体準じた。

　　2　論文は著者名，論文名，雑誌名，巻，号，頁～頁，発行の日・月・年の順に記載した。

　　　　　i　雑誌の巻・号のあらわし方は次のようにした。

　　　　　　たとえば20巻1号は20（1）とした。

　　　　　　　2◎巻3号と4号の合併号のばあいは2◎（3／4）とした。

　　　　　ii発行日付のあらわし方は次のようにした。

　　　　　　たとえば1968年5月発行の日本の雑誌は（5，1968）とし，外国i雑誌のばあい

　　　　　　は（May　1968）とした。

　　　　　磁週刊または半月刊のばあいは，発行日を発行月の前に入れ，1968年5月1日発行の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一iii～



　　　　　　ものは（1，5，1968）とした。

　　　　iv巻・号のないばあいは，発行年月をもってこれに代えた。たとえば1968年5月発行

　　　　　　のものは1968（5）とした。

　　　　v　続き論文のばあいは，たとえば（1）が5巻1号（1，1968），（2）が5巻3号

　　　　　　（3，1968）の雑誌に掲載されているときは，次のようにした。

　　　　　　5（1），18～38　（1，1968）：

　　　　　　5（2），1～25（3，1968）
　3　図書・パンフレツト・モノグラフは著者または編者，書名，発行地，発行所，刊行の月・年，

　　頁数，シリーズ名，定価（市販のばあい），の順に記載した。

　4　図書のなかの論文は著者，論文名，掲載図書名（「　　」に入れて示す），論文掲載の頁～

　頁，の順に記載した。

　5　座談会の出席者は座談会名の後に記載した。

　6　星印（＊）は図書・パンフレットまたはモノグラフの記号であり，短剣印（十）は論文集の左

　　かの論文の記号である。

　7　重要と思われる図書は，内容目次を章の単位迄記載した。

IV分　　　類

　1　この索引の分類表は「日本経済統計文献センター分類表，昭42年」の大綱目に従って次のよ

　　うに定めた。各大綱目にどのような主題が含まれるかを明らかにするために，参考として同分類

　表の主綱表を掲げた。

　2　論文集など著者が2人以上の図書のばあい，図書として分類するほか，もしその図書のなかの

　論文が異なる主題を扱っているときは，分類表の各々の分類項目へも分出した。論文集であって

　　も各々の論文が同一主題を扱っているばあいは，その図書の内容目次を掲載するに止めた。

　3　2つ以上の主題を含む図書，論文は，それぞれの分類項目に重出した。

V　文献の配列

　　各分類項目のなかの文献の配列は，著者のアルフアベツト順（ヘボン式）によった。著者のない

　ばあいは，書名をもってとれに代えた。

この索引の誤りや改善の方法につきまして

多くの利用者の御意見を寄せられますようお

願いいたします。通信は

細谷新治，一橋大学経済研究所日本経済統

計文献センター　（東京都国立市国立）

TeL　O425－72－1101　（内線388）宛お

一 寄せ下さい。
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NO七工ce　for　users

工　PurpOse　of　our　index

σur　p㎜pose　is　七〇provide　Japanese　＆　foreign　schO：Lars　and

researchers　wi七h　a　se：Lec七ed　index　of工i七era七ure　whose　aim

加an品yse七he　Japanese　eOOnOmy，　li七era七汲e油ose　sUbjee七
analy七ical　me七hOds　of　econOmics，　and　lasぱy　f㎜damen七al
Works　whユch　are　useful　for　七he　ana工ys⊥s　Of　七he　Japε姐ese

ecOno打収・

S
S

・

ユ
・
工

1工　ScOpe　O£　七he　li七era七ure　inoluded　in　七his　工ndex

工　工n　七he　case　of　工i七era七ure　which　aiγns　七〇　ana工yze　七he

　　Japanese　ecOnOmy㌧　聡e　endeavOu．red　七〇　recOrd　as　「癬ide］．y　as

　　posSible3　boOks戊　ar七ic工es，　monOgraphsク　proceedings　of
　　in七erna七ional　conferences，　revユew　ar七ユc工es戊　已七c．，　bo七h

　　home　and　abroad　2　have　beeR　己nGluded．

2　工n　七he　case　of　工正七era七ure　珊hOse　subjec七　is　analy七ical

　　me七h◇ds　Of　eGOnOmic　sク　we　have　eOnf三Lned　o・urse：L▽es　七〇　wOrks

　　puib工ished　in　Japan．　　This　is　because　enough　exce：L：Len七

　　indices　a：Lready　exis七　〇u七side　Japan　t）o　enable　scho：Lars　七〇

　　fユnd　七hi　s　kind　of　li七era七・腰e　pub工ished　in　language　s　o七he澄

　　七han　Japanese，　（e．g．　The　Journa：L　of　EconOmユc　Abs七rac七s♪

　　Econαn⊥c　Library　Selec七ユOns＞　工n七erna七ユonal　Bib：Llog℃aphy　of

　　EcOnomユcs，　：［ndex　Of　EconOmic　JOrロnals3　Bib工iographie　de蛤
　　Sozialwissenschaf七en，　e七c．）．

3　工n　もhe　case　O王　fundamen七al　works　which　are　usefu1　王or　七he

　　analysis　of　七he　Japanese　econOny，　a七　pre　sent　we　found　i七
　　七〇〇　diffic類ユ七　七〇　recOrd　s七a七工s七ical　yea∫bOOks　Or　o七heで

　　s七a七is七ica：L　maしerials．　　Howe▽er，　we　endeavoured　七〇　record

　　七〇〇工swhich　are　he］．pfu：L　for　using　七he　avai］．able　s七a七is七コm

　　oal　ma七eria工s3　（e●g．　七he　c王assifica七io孔　of　indロs七ries3

　　exp：Lana七ions　re：La七ing　七〇　七he　revisiOn　of　s七a七is七ica：L

　　surveys，　e七c．）．　　We　d止d　record　whi七e　papers．

L　We　recOrded　reference　bOoks　which　seem　七〇　be　useful　for
　　ana工yzing　七he　Japanese　econo㎎，　（e．9●　8pecial　bibXio－
　　graphie　sン　his七〇rical　七able　s♪　dic七iOna主ie　s，　eもc．）．

5　工n七he　case　Of工oca：L　pぱ）：Lica七10ns戊　we　ha▽e　conf工ned　Our－

　　selve　s　七〇　bOOks戊　mOnog鉛aphξ3　and　ar七ic工es　in　periOdicals

　　pub：Lished　by　七h已　main　non－na七iona：L　uaiversi七ies，　and

　　research　irls七i七u七es　of：Local　gO▽ernmen七　au七hori七ies．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝－v←



6　We　recorded　七he　Japanese　七rans工a七ions

　　and　ar七icles　on　七he　Jap皿ese　ecぱ〕○巧ア＞

　　analy七iGa：L　me七hOds　Of　eeonOmies　whieh
　　foreign　ユ．anguages・

of　impor七an七　books
arld　a：しSO　七hOse　orl

have　appeared　in

7We　endeavo㏄ed七〇redord　co㎜ercial　publica七iOns皿d，　as
　　far　as　possibXe，　七hose　of　governmen七戊　co呼）anies　and　non－

　　goveユmmen七　〇rganizaもi◎r1Sフ　e七〇●

8　工n　七he　case　of　ar七ic：Les，　we　have　maln工y　confined　our－

　　seコ燈ves　七〇　七hOse　appearing　血　academユc　j　Ourぬalsβ

　　irrX）or七an七　commercia：L　periodica：L8，　mon七h：Ly　or　quar七er］．y

　　surveys　published　by　governmen七　〇rganiza七ions　and
　　Pτiva七e　co町）εmies・　　FOr　主ndices　Of　a㌘ちie：Les　ε婆）peari孔g　i刀

　　pe蛤iodicals　no七　inc工uded　in　our　index，　and　ar七ic：Les

　　which　shOuld　be　consu工七ed　in　respec七　〇f　subjec七s　nO七

　　c（）▽e主ed　sys七ema七ica工ly　by　七he　p㌘esenも　index，　please

　　con　su］．七　七he　fo工10wing　］．is七　〇f　main　Japane　se　ind工ces　and

　　bib：LiOgraphie　s6

General

Zasshi　Kiji　Sa㎞i簸　一・－　Jinb皿○『うhakaihe口

　　ed。　by　Kokuri七Gu　Kokkai　Toshokan

（mOn七h工y）

Economics　in　genera工

Keiヵ口igal（・u　Bllnken　Kih～5　（quar七erly）　ed・

　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　り

　　Shiでyδ　Kyogユka入

　　　　　ゐ　　　　　　　じ

by　Keユzaユ

Keizaigaku　B跳en　GePPδ（mon輻hly）ed・by　Osaka
　　工chユri七su　Daigaku　Keizai　Kenky豆jo　（工n　「Keizai

　　町δピ。如）

Ec　on　oni　c　Hi　s七〇rv

Keizaishi　Bunken　Kaidai
　　Keizaishi　Kenky顧j　o

（ye　ar工y）　ed．　by　Nihon
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Labo駕㏄

R◎dδKankei　Shiry6　Bmken　Mokuroku（mon七hly）ed．　by
　　H8sei　I）aigaku　8har　a　Shakaユ　Mondai　Kenky豆j　o　（工n

　　計Gekkan　Rδdδ　廼Ondai」）

Shinchaku　Zasshi　Kiji　Sakuin　（wazasshi）（mon廿1：Ly）
　　ed．　by　N　ihon　R～ldさKyδkai　Toshokan　（In「R6dl5　Shiryδλ）

Socia：L　securi七y

Shakaiho　shδ　Kankei　Bunken－8hiry～5　GepPδ　（mon七h：Ly）

　　ed●by　Kenk；hOken　K㎜iai《えengδkai　ShakaihOsh～5
　　Kenky5sh戊七su

Ci七y　prob］．ems　r　Regionaユ　economy

田oshi頚ondai　Ka簸kei　Zasshi　K工ji　Saku＆n　（灘On七h＆y）　ed●

　　by　TδkyδShisei　Chδsakai　（工h「ToshimondaiJ）

Chiiki　Kaiha七su　Kεmkei　Bunken　（qua℃七erly＞　ed．　by
　　麗iho簸　Chiiki　Kaiha七su　Sen七三　（工n　ゼChiiki　Kaiha七su」）

工ndus七ry

Sangy5　Kcizai　Zasshi　Sh・Ψ6　Kiji　Sakui簸　（semi否mOn主h：Ly＆

　　ye　arly）　ed．　by　Nihon　Kaiha七su　Gink6　Ch冠δShiryO　Shi七su

工ron　indus七ry

℃ekkδ　Shi鐙y8　GePPδ　（mon七h：Lγ）　ed．　by　N　ihon　Tekkδ

　　Renmei＿　Shiryδshi七su

Agriぴじ［L養ンure

1（okun　ai　Zasshi　Kiji　Sakuin　（mon七hly）　ed．　by
　　N；rin　shδ　Toshokan　（工n↑　Nδrin　T　o　sho　Shiryδ　GepPδ一」）

Tran　q）or七a七ion

K～5七s『ユK孤kei　Shuyδ　Kiji　Sakuin　（s已mi－mon七h：Ly＆

　　ye　ar：Ly）　ed禽by　N　ihon　Kokuyて元Te七sudt5　S8saishi七su

　　B皿shoka
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M巫ageme品science

Keieigaku　B磁e翻・k氾・ku（q2ar七e均）・d㌔by
　　Hi七〇七subashi　Da工gaku　SangyO　Keiei　王（enkyuj　o
　　（工n　r－Bijine　su　Rebiyモ［」）

Seisansei　Shiry6　Sokuh8　（semi一エnon七h工y）　ed．　by　Nihon

　　Seisansei　Honbu　ToshOshi七su

Smau　indus七でy

Ch6shδ　Kigyδ　（）yobi　Chiiki　Keizai　n．i　Kan　suru　CぬOna
　　Bunken　（bi－mon七h工y）　ed．　by　て）sεしka　Furi七su　Shδkδ　Keizai

　　Kenky冠j　o　（工n　rて）6aka　Keizaino　Ugoki」）

エn七ema七ional　Economy

Kokrusai　Keizai　B㎜ken　Shiでyδ］獲OI（㌔江℃k・U　（mon七hly）　ed●　by
　　　ヱ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　TOkyo　Keizai　Daigaku　Keizai　Keiei　Kenkyuj　o

工工I　Me七hod　of　ca七a：Loguing

：L　The　me七hod　of　ca七a工oguing　七he　li七era七・ure　is　based　on　七he

　　s七yle　of　官1　The　∩uar七er：Ly　BibliOgraphy　of　EcOnOmics18

　　pUblished　by　The　Associa七ion　fOr　Documerじしa七ion　in

　　EcommiCS3　TOkyo・

2　We　have　lis七ed　ar七ic：Les　i孔　七he　fOl工Owξng　order：　au七h◎数，

　　七iも1e　of　arもic］．e3　rlame　Of　periOdicξαづ　vOl㎜e，　n㎜ber，

　　page～page，　day2mon七h・year　of　publica七ionφ

iWe　h脚e　wri七七en七he　vol㎜e　and　number　of　each　periodical
　　as　fo1：Lows3　for　example戊　VO1㎜e　20，　N　o・：L　wOuld　be

　　designa七ed　20（1）．　王n七he　case　of　oor汀bined　vo：Lume

　　nr蹴bers，　fOr　exaぱρ工e戊　VO1㎜e　20戊NO．3　and　No．L5　we　have
　　desiξ興aもed　i登七he　fOllo刊i丑g搬ε駐登e∫：　20（3／包）。

ii　W壱　ha▽e　designa七ed　七he　da七es　Of　pぱ）工ica七ion　s　as　fo：口．ows：

　　　for　exampleフ　Japanese　periodica］．s　pub：Lished　in　May，　：L968，

　　　wi：L：L　be　shOwn　as　（5，　lg68），　and　foreign　periodica：Ls　as
　　　（］y｛ay　lg68）●

iii立七he　case　of祀e鳳y　and　semi醐on七hエy　issues，七he　daγof
　　　　pub工ica七iOロ　斑ilエbe　pu七　befoコ㌘e　七he　mon七h　of　pUblicaもion　3

　　　　fO㌘　exampヱe3　田ay：L，　工968ηilユbe　shO孤　as　（13　53　工968）。

一 V111一



iv　工f　a　periodical　has　no　▽o：L．，　no．，　we　ha▽e　wri七七en　七he

　　　yrear　and　mon七h　of　publica七ion　in　p：Lace　of　vo：L．ク　no．，　；

　　　for　exarrple，　periodicaコ．s　published　in　Mayフ　lg68　wi：Ll
　　　be　sho孤　as　l968（5）．

v　工n　七he　case　of　a　serie　s　of　ar七ic：Les　which　deal　wi七h

　　七he　same　七heme　bu七　appear　in　differen七nurr止）ers　o　f　a

　　journal　we　have　designa七ed　as　follows3　for　exa町）ユ．e，　if
　　No．l　apPears　in　Vol．5，　No．：L（1，1968）　and　No．2　apPears

　　in　Vo1．53No．3（3，lg68），　・we　designa七ed　5（1），　18－38

　　（1，1968）3　5（2），　1・－25（3，1968）●

3　「We　have　：Lis七ed　books，　parnphle七s　and　monographs　in　七he

　　following　order：　au七hor　or　edi七〇r，　七i七：Le，　place　of

　　pub］．ica七ion，　pub：Lisヒer，　mon七h　and　year　of　pub：Lica七ユon，

　　七he　n㎜ber　of　pages，　name　of　series　and　price（in七he
　　case　of　co㎜ercial　plわ1ica七ions）．

とWe　have　lis七ed　ar七icles　in　七he　bOoks　of　co］．1ec七ed

　　ar七ic：Les　in　七he　following　order：　au七hor，　七i七le　of

　　ar七icle，　七i七le　of　七he　book　in　which七he　ar七ic：Le　appears
　　（shown　七hus　「　　　　」）g　and　］．as七ly　page～page．

5　工h　七he　case　of　recorded　discussions，　we　have　lis七ed　七he

　　names　of　par七icipan七s　af七er　七he　七i七：Le　of　七he　discussion．

6　An　as七erisk　（x）　designa七es　a　book，　pan耳）hle七　〇r　mono－

　　graph．　A　dagger（十）designa七es　an　ar七icle　apPearing　in

　　abook　of　co］．lec七ed　ar七icles．

7　Where　we　have　considered　a　book　七〇　be　impor七an七　above

　　七he　ordinary　we　have　also　recorded　七he　subjec七　〇f　each

　　individual　chap七er●

工▽　Classifica七ion

l　The　c：Lassifica七ion　scheme’of　our　index　is　based　on　1，The
　　c］．assifica七ion　scheme　of　The　Documen七a’しion　Cen七er　for
　　Japanese　Economic　S七a七is七ics，　］．967w．

　　For　purpose　of　reference　on］．y　we　included　七he　main　head－
　　ings　of　七he　classifica七ion　scheme　of　七he　Cen七er．

2　When　books　have　七wo　or　more　au七hors3　as　in　〔じhe　case　of

　　books　of　collec七ed　ar七icles，　besides　recording　七heIn　as
　　books，　we　ha▽e　also　recorded　each　ar七icle　under　七he

　　appropria七e　heading　in　七he　c：Lassifica七ion　by　subjec七．
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This　has　been　considered　especia：Lly　necessary　where　七he
con七en七s　of　books　of　collec七ed　ar七icles　deal　wi七h　a

varie七y　of　differen七　sUbjec七s．　工七　has　no七been

considered　necessary　where　books　of　collec七ed　ar七icles
deal　wi七h　only　one　七heme・　工h　七his　case　we　have　confined
our　selve　s　merely　七〇　de　scribing　七he　con七en七s　of　七he　book

as　a　w・hole．

3　工n　七he　case　of　books　and　ar七icles　which　in　c］．ude　more

七han　七wo　subjec七s，

ar七icle㎜der　each
ca七ion　by　subjec七・

we　have　en七ered七he　same　book　or
appropria七ed　heading　in　七he　classifi一

V　Ordering　of　li七era七ure

Wi七hin　each　sec七ion　we　have　adop七ed　an　alphabe七ica：L　ordering
using　七he　Hepburn　sys七em　of　romaniza七ion．　耽en　七he
au七hor　l　s　name　is　no七　given　七he　work　is　included　in　七he

alphabe七ical　au七hor　l　s］．is七，　bu七　according七〇　七i七le．

We　hope　七ha七　user　s　wi：L］．　be　kind　en　ough

七〇poin七　〇u七　any　mis七akes，　and　七〇　〇ffer

七heir　sugg　es七ions　for　iヰ）roving　七he

usefulne　s　s　and　conveniences　of　our
index．

AIl　informa七ion　and　corre　sponden　ce
should　be　addre　ssed　七〇3

Shinji　Hosoya，　The　Doc㎜en七a七ion
Cen七er　for　Japane　se　Econ　omic

S七a七is七ics，　The　工ns七i七u七e　of　Economic

Re　search，　Hi七〇七subashi　Universi七y．

Kuni七achi，　Tokyo，　Japan・
Tel．　Kuni七achi　（OL25）－72－llσL
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　　　　分　　類

Classificati◎n

表

Scheme

A

B
C
D
班
助
F

総　　記

科学総論

経済理論

統計学　統計資料

日本経済史

日本経済論　臼本経済分析一般

経済の主体と環境

G　社会経済体制

H　国民経済循環の構造

」　生産の資源

K　生産と生産活動

　K1　生産と生産性

　K2　産業構造　産業組識

K3　個々の産業

　　　K3A

　　　Iく3B

　　　K3C

　　　K3D

　　　K3E

　　　K3F

　　　I（3G

　　　K3H

　　　K3J

　　　K3K

　　　K3L

企業　経営

農　業

林　業

漁　業

鉱　業

建設業

工業　製造業

商　業

エネルギー産業

運輸　交通

通信業

サービス業

M　国民所得の分配と支出

P
Q
R
S

財　政

貨幣　金融

価値　価格

経済変動

国際経済

険

価

保

物

　
　
　
　
1
2

A

B
C
D
E
E
F

G
H
J
K

L
M

P
Q
R
S

General

Science　in　general

Economic　theory

S撤撤ics　Statistieal貢耐erlalS

Japanese　econ・mic　hist◎ry

Analysis　of　theぬpanese　econorny

Main　human　agents　of　economic　acti－

　　vity　and　the　ec卯omic　environment

S。cial　and　ec◇簸omic　systems

Strueture《〕f　circulation　fl◎wof　na－

　　tiona三　eCOnomy

Resources　of　production

Production　and　productive　activity

KI　　　Production　and　productivity

K2　　　1ndustτial　structu「e　　In《lustτial

　　　　　　system

K3　　Specific　in（lustries

　　　　K3A　Agriculture

　　　　K3B　　Fores　t　ry

　　　　K3C　　 Fisher豆es

　　　　K3D　Min輌ng量ndustr輌es

　　　　K3封　　　Constructi◎n　 industries

　　　　I（3F　　Manufacturing　industries

　　　　K3G　　Domes　t　ic　t　rade

　　　　K3H　Energy　indlls垣es

　　　　K3J　Trasρor槍t　i◎n

　　　　I＜3K　　Cornnlun　ication

　　　　K3L　　Service　industries

Enterprise　Management

D輌st曲ution　and　cons娼pti◎n　of頒一

　　t輌ona　l　輌ncome

Publ　ic　f　inance

Mbney　　Fi　nance　　Insurance

Value　Prices　Specific　prices

EcOnomic　fluctuatiOnS

The　Inteごna之i◎na　l　ec◇n◎my
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　　　　　　　　　　日本経済統計文献センター分類主綱表

　　　　　　　　　　Main　headi㎎s　of　the　classificati◎n　sehe雄of

　　　　　　　　　　The　D◎甜menta，ti◎n　for　Japanese　Ec◎ゑomie　Statisties

A総記　　　　　　　AGemral
　A1　図書館　　　　　　　　　　　　　　　　AI　Libra・ry

　A2　図書学　書誌学　　　　　　　　　　　A2　The　book．

　A3　情報科学　情報管理　　　　　　　　　　A3　1nformat沁n§dence　Information　mana－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gement

　A4　参考図書　　　　　　　　　　　　　　　　A4　Reference　books

　A5　論集　評論　随筆　雑記　　　　　　　　A5　Essays　CoHected　articles　Miscella－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n輌a

　A6　学会　団体　会議　研究機関　　　　　　A6　Academlc　societies　Conferences　Reseオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rch　institut　ions

　A7　研究法　指導法　研究案内　　　　　　　A7　Method　of　study　Method　of　teadling
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Study　guide

A8　双書　講座　全集　　　　　　　　　　　A8　Series　Collected　wりrks

　A9　稀書　　　　　　　　　　　　　　　　　A9　Rare　books

B　科学総論　　　　　　　　　　　　　　　B　Science　in　genera】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　B1　自然科学　　　　　　　　　　　　　　　BI　Na缶，al　sclences

　B2　人文科学　　　　　　　　　　　　　　　B2　Humanities

　B3　社会科学　　　　　　　　　　　　　　　B3　Social　sciences

　B4　行動科学　社会工学　　　　　　　　　　B4　Behavioral　science　Social　engineering

　B5　歴史学　　　　　　　　　　　　　　　B5　Historical　science

C経済学　　　　　　　　　　CEcon・mics
　C1　経済学史　　　　　　　　　　　　　　　CI　H輌story　of　economics

　C2　経済学方法論　経済哲学　　　　　　　　C2　Methodology　of　economics　Philosophy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎f　ec◎110mics

　C3経済分析の方法　　　　　　　　C3漉thods°ξec°n°mic　aMlysis

D　統計学　統計資料　　　　　　　　　　　D　Statistics　8tatistical　materials

　D1　統計理論と方法　　　　　　　　　　　DI　Statistical　theory

　D2　応用統計学　　　　　　　　　　　　　　D2　Applied　statistics

　D3　統計制度　　　　　　　　　　　　　　D3　Statistieal　systems

　D4　統計資料論統計資料　　　　　　　　D4　Explanation　on　stat▲stical　materials
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　StatiStiCal　materialS

E経済史経済事情　　　　　　　鴉8c・n。mlc　hist・ry　8c。n。mc　c・ndit沁ns

　91経済史　　　　　　　　　　　班Ec⑭mic　his拍どy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－◆x‘8一



逸2　経済事情 E2　　　］【ヨc◎n◎lnic　condit輌ons

F　経済の主体と環境

F1

F2
F3
F4
叉5

F6
F7
F8
F9

経済の主体

自然条件

地　　理

入種　民族

民俗　宗教　文化一般

　

　

交

育
会
外
律

　
　
治

教

社

政

法

F娩in　h砺an　age麟s　of　econ◎mic定輌v輌ty

　　　　　and仇e　economic　envir◎nme品

　　　FI　M川n　human　agents　of　economic　acti－

　　　　　　　　　vity

　　　F2　N川ural　conditiOns

　　　F3　　Geography

　　　F4　Race　Nation

　　　F5　　Fblkl◎re　Relig輌on　・（）ult縫re　三n　ge一

　　　　　　　　　醗ずal

　　　F6　　荘ducation

　　　F7　　Society

　　　F8　　Politics　　R）reign　policy

　　　Fg　Law

G　社会経済体制

　　G1　社会経済体制一般

G2

（｝8

G4タ

比較経済体制

資本主義経済体制　経済政策

社会主義経済体制　計画経済

戦争経済

G　　S◎cial　an（i　ec◎nomic　systems

　　　Gユ　Social　and　econ◎mic　syst㈱s　in

　　　　　　　　　　卿eral　C。mρarative　ec。n。mlc

　　　　　　　　　　systems

　　　G2　Capitalist　economic　sy＄tems

　　　　　　　　　Economic　policy

　　　G3　Socialist　economic　sy＄tems　Pla－

　　　　　　　　　　med　economy

　　　G4｛　war　ec◎nomy

H　国民経済循環の構造

H1

2
8
4
≡
“
り

H
H

H
H

国民経済循環　国民経済計算

国富　国民貸借対照表

産業連関表分析

資金循環表分析

国民経済バランス論

H　　Structure　of　circulation　flow　of　natio－

　　　　　nal　economy

　　　H1　　8tructure　of　circulation　fk解of

　　　　　　　　　　Mtional　economy　Nation副eco－

　　　　　　　　　　nomlc　account　lng

　　　II2　　　Nat　i◎nal　r喘a茎th

　　　H3　X如碇r蛎p磯ana］ys　i　s

　　　磁　　Mbney　fl◎w　analys三S

　　　H5　Theory　of　national　economic　balance

J 生産の資源

J1　生産資源一般

」2　自然資源

」8　人　口

」4　労　働

J5　科学技術

資源論

J Resources　of　production

JI　　Resources　of　production　in　general

J「2　　　Natural　res◎urces

J8　P◇ρulat沁n

J4　匂b◎寅

J5　　Science　and　technolo留

　　タ　　リ　　ロ
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K　生産と生産活動

1
2
8

K
K
K

生産と生産性

生産構造　産業組織

個々の産業

K3A　農　業
K3B　林　業
K3C　漁　業
K3D　鉱　業
K3E　建設業
K3F　工業　製造業

K3G　商　業
K3H　エネルギー産業
K3J　運輸　交通
K3K　通信業
K3L　サービス業

KProduction　and　productive　activity

㎏

砲

認

Produc　t輌on　and　productivity

Industrial　structure　Industrial　system

Specific　industries

A

B
C
D
E
F
G
H
J
K
L

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

Agriculture

Forestry

Fisheries

Mining　industries

Construction　industries

Manufacturing　industries

Domestic　trade

Energy　industries

TranSDOrtatiOn

Communication

Service　industries

L　企業　経営　会計

　L1　経営学　企業経済学

2
4
一
5

L
L
L

経営史　経営事情

企業経済

経営管理

M　国民所得の分配と支出

M1　国民所得の分配

M2　国民所得の支出

N　財

　Nl

　N2

　N3

　N4
　N5

　N6

　N7

　N8

　　　　政

財政理論

財政史　財政事情

財政政策　財政行政

財政制度

国庫経費と財政収入

公　　債

官業　国有財産　専売

地方財政

L　Enterprise　Management　Account　ing

　　　n　　Management　science　Industrial　econo－

　　　　　　　　mics

　　　L2　　Business　history　Business　conditions

　　　L4　Economics　of　enterprise

　　　L5　Bus　iness　management

MDistribution　and　consumption　of　national

　　　　　lncome

　　　MI　Distribution　of　national　income

　　　M〕　Consumption　of　national　income

N　Public

M
M
㎎

M
陥

M
M
酩

　　finance

Theory　of　publ　ic　finance

History　of　public　finance

Fiscal　policy　Fiscal　administration

Fiscal　system

I七blic　expenditu層re　and　fiscal　revenue

PUbl　ic　debts

Public　enterprise　National　property

1ρcal　finance

P　貨幣　金融　保険

　Pl　貨幣理論　金融理論

　P2　通貨金融史　通貨金融事情

P　Money　Finance　Insurance

　　　　Pl

　　　　P2

－ XlV一

Theory　of　money　Theory　of　finance

History　of　money　and　finance



P3

4
5
（
0
7
8

P
P
P
P
P

通貨金融政策　銀行政策

金融制度　貨幣制度

金融市場　資本市場

銀行　金融機関

産業別金融

保　　険

P8

4
W
5
力
0
備
Y
8

P
P
P
P
P

Monetary　policy　Finance　policy

　　Banking　poUcy

Financ拍l　market　Monetary　systems

Financial　maτket　Caρ輌tal　market

Banks　Financial　institutions

Finance　by　industrie＄

Insurance

Q　価値価格と物価

　　Q1　価値理論　価格理論　交換論

0ρ

Q
りQ
Q

物　　価

個別価格

QValue　Price　Specific　prices

　　　QI　Theory　of　value　Theory　of　price

　　　　　　　　　　宜e◎ry　of　exchange

　　　Q2　Price至eve三s

　　　Q3　specific　prices

孔　経済変動

Rl
R2
R3

経済変動の理論

経済成長　経済進歩

構造変動　国民経済構造論

R4　長期変動

R5　景気変動

a6

景気循環　恐慌

景気予側　景気変動の計量分析

R 翫On◎m輌C　fluc組ati餓s

斑　Theory　of　economic　fluctuat　ions

R2　Economic　growth　Bconomic　progress

R3　　Theory　of　the　stmcture　of　national

　　　　　　econ（）mles

巫　　LOng　sw三ngs

R5　　Bus　ines＄　fluctuat　ions　Bus　iness

　　　　　　cyc　l　es

狼6Business　f啓ecasting　Ec・貫◎孤掘c

　　　　　　　analysis　of　business　fluctuat　ion

s　国際経済

　S1　国際経済

s2
s3
S4禦

世界経済

国際収支

外国貿易

国際通貨　国際金融

S The

S1

2
＄
4

S
S
S

International　economy

The　lnte短ational　ec◇non1ぎ在

　Wbrld　economy

Balance　of　payments

F◎reign　trade

I爪ematiOna］curreロcy　I鯖emat沁一
　　na　l　finance
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愛知学院大学論叢　商学研究

　　　　愛知学院大学商学会

アジア経済　　（月刊）

　　　　アジア経済研究所

アジア研究　　ζ季刊）

　　　　アジア政経学会“

青山経営論集　　（季刊）

　　　　青山学院大学経営学会

青山経済論集　　　（季干り）

　　　　青山学院大学経済学会

別冊中央公論　経営問題　　（季刊）

　　　　中央公論社

ビジネス・レビユー　　（季刊）

　　　　一一橋大学産業経営研究所

　　　　ダイヤモンド社

防衛論集　　（季刊）

　　　　防衛庁防衛研修所

文経論叢　経済学篇　　（不定期）

　　　　弘前大学人文学部

千葉商大論叢　　（半年刊）

　　　　千葉商科大学

地域分析　　（半年刊）

　　　　愛知学院大学経営研究所

地域開発　　（月刊）

　　　　日本地域開発センター

（半年FID 　　　　　　　る15（5）（4，　68）

名古屋市千種区桶元町1　　名古墜（75了）256］

　　　　　る
（1～7，　68）

東京都新宿区市ケ谷本村町42　　（35ろ）4251

14（4）～15（］、（1～4，　568）

東京都国立市国立］85　・一橋大学アジア研究室内

　　　　　　国立0425（ア2）1101内線ろ02

2（4）～ろ（1）　（5～6，　668）

東京都渋谷区渋谷4－4－25　　ζ409）8］川

19（4）～20／1）　（3～6，‘68）

東京都渋谷区渋谷4－4－25　　（409）81U

7（1～Z）　（5～6，　’68）

東京都由央区高橋2－1　　　　　（561）5921

］6ξ］）　ζ6，　‘68）

東京都国立市騨立］85　一橋大学内

　　　　　　　　　　　国立0425（72）11e1

東京都千代田区霞が関］－4－2　（503）12川

6（5）ぽ，‘68）

東京都目黒区由目黒2－2－1　　（7］3）6伯］

5（5）　（ろ，　‘68）

弘前市文京町1　　　　　　　　弘前（2）524］

（9）（6，垂68）

千葉県rl洲市国府台1－5－1　市川（2ろ）112］

6（2）　（5，d68）

名古屋市千種区楠元町1　　名古屋（75イ）256］

（40～∠16） （］～7，668）

東京都千代田区内幸町2－1－1飯野ピル

　　　　　　　　　　　　　　　　（501）　1647

　－］一一



地域産業　　（年刊）　　　　　　　　　　（6）〈3，鵬68）

　　　　福島県立会津短期大学産業調　　会津若松市一箕町大字八幡58

　　　　査室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会津若松（2）613｛

長期金融　（隔月干｛1）　　　　　　 4（5／4）～5（1）（1～7，668）

　　　　農林漁業金融公庫　　　　　　　東京都千代田区大手町1－5　　　〈270）226］

　　　　農林統計協会　　　　　　　　　東京都目黒区目黒2－11－14　大鳥ピル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈492）　2987

調査月報（拓銀）　　（月刊）　　　　　　　（191～197）（1～7，‘68）

　　　　北海道拓殖銀行調査部　　　　　札幌市大通函3一ア　　　　　　札幌ζ25）5川］

調査月報（神戸銀）　　（月刊）　　　　　　（505～511）（1～7，‘68）

　　　　神戸銀行調査部　　　　　　　　神戸市生田区浪花町56　　　　神戸（ろ5）8］D1

調査月報（国民金融公庫）　（月刊）　　（82～87）〈1～6倒‘68）

　　　　国民金融公庫調査部　　　　　　東京都千代田区大手町1－5　公庫ビル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈27（］）　］36↑

調査月報（長銀）　　（月刊）　　　　　　　（105～106）（1～2／3，‘68）

　　　　日本長期信用銀行調査部　　　　東京都千代田区大手町1－］　　　（21パ5パ］

調査月報（日銀）　　（月刊）　　　　　　19（1～6）（1～6，‘68）

　　　　日本銀行調査局　　　　　　　　東京都中央区日本橋本石町2－2一重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（279）　1111

　　　　発売所　日本信用調査株式会　　東京都千代田区内神田］－2－8　（294）了2自］

　　　　　　　　社出版部

調査月報ζ開銀）　　（月刊）　　　　　　16（↑0）～1ア（2）（1～5，‘68）

　　　　日本開発銀行調査部　　　　　　東京都千代田区大手町1－5－5　輸開銀ビル5階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（270）　521書

調査月報く大蔵省）　〈月刊）　　　　　57〈↑～5）〈f～5，‘68）

　　　　大蔵省大臣官房調査企画課　　　東京都千代田区霞が関5－1－1　（581）4111

調査時報（中小企業金融公庫）（不姥期）9（2）～］Of1）《5～7，‘68）

　　　　中小企業金融公庫調査部　　　　東京都千代田区大手町1－5－6　（公庫ビル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27◎）126で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2－一



調査資料月報　　く月刊）

　　　　日本エカフエ協会

中央公論　　（月刊）

　　　　中央公論社

同志社大学大学院商学論集　（不定期）

　　　　同志社大学大学院商学論集編

　　　　集委員会

　　　　同志社大学大学院商学研究科

　　　　院生会

同志社商学　　（隔月刊）

　　　　同志社商学編集委員

　　　　同志社大学商学会

エコノミア　　（不定期）

　　　　横浜国立大学経済学会

エコノミスト　（週刊）

　　　　毎日新聞社

フエビアン研究　　（月刊）

　　　　日本フエビアン研究所

富大経済論集　　（季刊）

　　　　富山大学経済学部経済学会，

　　　　北陸経済研究所

不動産研究　　（季刊）

　　　　日本不動産研究所

富士論叢　（半年刊）

　　　　窟士短期大学学術研究会

1　イ1～7）　（］～7，668）

東京都千代田区西神田2－4－1　（262）5819

8三～〈］～8）（1～8，‘68）

東京都巾央区京橋2－1　　　　　（561）5921

（2）（3，‘68）

京都市ヒ京区今出川通烏丸東入玄武町601

　　　　　　　　　　　　　　　京都（21）　251］

京都市上京区今出川通烏丸東入玄武町601

　　　　　　　　　　　　　　　京都（2］）2ろ1］

19（4）～20　（1／2）　（1～7，　‘68）

京都市上京区烏丸今出川　同志社大学内

　　　　　　　　　　　　　　　京都（？↑）2511

京都市．ヒ京区烏丸今出川　同志社大学内

　　　　　　　　　　　　　　　京都（21）2511

（55）　（5，668）

描浜市南区清水ケ丘4り　横浜国立大学経済学部内

　　　　　　　　　　　横浜045（231）5255

46〈］～ろろ）　（2エ戊／9，　］～］5，8，668）

東京都千代田区竹平町1　　　　　（212）0ろ21

で9（了～7）　（］～7，　‘68）

東京都品川区東五反田5－2－6　（442）6888

13（4）　（1　，　‘68）

富山市五福5190　　　　　　富山（41）　1271

10臼～の（i～4，‘68）

東京都港区芝琴平町り勧銀不二屋ビル

　　　　　　　　　　　　　　　　　（505）5ろ51

15（1）　（5，　‘68）

東京都新宿区戸塚町ろ一212　　（ろ68）2154

　－・ろ一



福岡大学文理論叢　　（季刊）

　　　　福岡大学研究所

福岡大学商学論叢　（季刊）

　　　　福岡大学研究所

福祉研究　　（不定期）

　　　　日本福祉大学社会福祉研究所

　　　　内「福祉研究」編集委員会

学園諭集　　で年刊）

　　　　北海学園大学

学習院×学経済論集　　く半年刊）

　　　　学習院大学経済学会

月刊経済企画　　（月刊）

　　　　経済企画協会

月刊労働問題　　（戸刊）

　　　　日本評論社

月刊総評　（月刊）

　　　　e本労働組合総評議会

現代の理論　　（月刊）

　　　　現代の理論社

彦根論叢　　（隔月刊）

　　　　滋賀大学経済学会

広島商大論集　商経編　　（半年刊）

　　　　広島商科大学商経学会

一一橋論叢　　（月刊）

　　　　一橋大学一橋学会一橋論叢編

　　　　集所

　　　　日本評論社

12（5）（1，σ68）

福岡市七隈11　　　　　　　　福岡ζ82）66ろ］

12（5）　（2，　668）

福岡市七隈パ　　　　　　　　　福岡（82）665了

　（19）　（2，　σ68）

名古屋市昭和区滝川町5↑　名古屋f852）］］96

　（’2）　（5，　’68）

札幌市旭町8丁目60　　　　　札幌（81）1望21

5（1）　（6，　668）

東京都豊島区目白↑　　　　　　　（986）0221

（31）（5，σ68）

東京都千代田区内幸町了一］－4　第2大蔵ビル

　　　　　　　　　　　　　　　　　（591）　1457

（］1ア～］25）　（↑～9，　‘68）

東京都新宿区須賀灯イ4　　　　　（541）6161

〈129，151，1ろ5）（5，5，6，468）

東京認港区芝公園8－2　　　　　（4ろう）22U

（48～55）　（1＾8，‘68）

東京都千代田区神田小川町ろ一24　川田ビノレ2階

　　　　　　　　　　　　　　　　（294）5458

臼28～129／150）臼～5，‘68）

滋賀県彦根市中島町　　　　　　　彦根（2）5600

8（2）　（5，　‘68）

広島市南観音町　広島商科大学内

　　　　　　　　　　　　　　　広島（52）1215

59〈］～6）～60（］～2）　（］～8，　‘68）

東京都国立市題立185

　　　　　　　　　　　国立0425〈72）川0奪

東京都新宿区須賀町14　　　　　（541）6161

　－4－一



法経学会雑誌　　（季刊）　　　　　　　　17（4）（5，‘68）

　　　　岡山大学法経学会　　　　　　　岡山市津島　　　　　　　　　　岡山（52り　1」111

法経研究　　（季刊）　　　　　　　　　　16（5／4）～17（1）（2～6，668）

　　　　静岡大学人文学部　　　　　　　静岡市大岩町2　　　　　　　　静岡（52）714i

法経論集　経済篇（愛知大）（季刊）　　　（56）（1，‘68）

　　　　愛知大学法経学会　　　　　　　豊橋市町畑町　　　　　　　　　　豊橋（2）0441

法経論集（静岡短大）　　（半年刊）　　　　（24）（2，‘68）

　　　　静岡大学法経短期大学部　　　　静岡市大岩町2　　　　　　　　静岡ζ52）49ろ7

保険学雑誌　　（季刊）　　　　　　　　　（441）（6，6みP：

　　　　日本保険学会　　　　　　　　　　東京都千代田区神田淡路町2－9　損害保険事業研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　内（255）1211
法律時報　　（月刊）　　　　　　　　　　40（i～8）（1～7，668）

　　　　日本評論社　　　　　　　　　　東京都新宿区須賀町14　　　　　（541）6］61

法iE支史学　　　（年干｜D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2　0）　（ろ，　‘68）

　　　　法政大学史学会　　　　　　　　東京都千代田区富上見2－］7…・1　法政大学史学び究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　室内　　　　　　　　　　　　　（262）2’ろ51

日向学院論集　　（年刊）　　　　　　　　（10／1川　（5，‘68）

　　　　El向学院短撒学学会　訓献和田∫11°　　剛（2）8296

茨城大学人文学部紀要（社会科学）　　　（1）（1，668、

　　　　茨城大学人文学部　　　　　　水戸市渡里町2127　　　　水戸（21）417り

茨城大学政経学会雑誌一政経学会雑誌

自治研究　（月刊）　　　　　　　　　44（1～6）（1～6，‘68）

　　　　良書普及会　　　　　　　　　　東京都文京区春日1－8　　　　　（811）1035

人文学　　（不定期）　　　　　　　　　　（105）（4，‘68）

　　　　同志社大学人文学会　　　　　　京都市上京区今出川烏丸東　　　京都（21）2511

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



人文学報（京都大）　　（半年刊）

　　　　京都大学人文科学研究所

人文学報（東京都立大）　　（不定期）

　　　　東京都立大学人文学部

人文論究　　（年刊）

　　　　函館人文学会

人文自然科学論集　　（年5回）

　　　　東京経済大学人文自然科学論

　　　　集編集萎員会

人口問題研究　（季刊）

　　　　厚生省人口問題研究所

上智経済論集　　（半年干の

　　　　上智大学経済学会

ジユリスト　〈半月刊）

　　　　有斐閣ジユジスト編集室

化学経済　　（月刊）

　　　　化学経済研究所

香川大学経済論叢　　（隔月刊）

　　　　香川大学経済研究所

鹿児島経大論集　　（季刊）

　　　　鹿児島経済大学学会

閣発金融　　（撃刊）

　　　　北海道東北開発公庫調査部

　（25）　（1，　668）

京都市左京区北白川東小倉町47

　　　　　　　　　　　　　　　京都（78）ろ405

　（64～66）　（ろ，　‘68）

東京都目黒区八雲1－1－・1　　　（717）0111

　（28）　（ろ，　‘68）

北海道函館市八幡町155　北海道教薄大学函館分校内

　　　　　　　　　　　　　　　函館（52）1121

　（19、　（5，　668）

東京都国分寺市南町1－7　東京経済大学内

　　　　　　　　　　国分寺0425（29　194］

（105）　（1　，　‘68）

東京都千代田区霞が関1－2－2　（591）4816

ほζ3）侶，568）

東京都千代田区紀尾井町7　　　　（265）9211

（388～4◎3）　f1，窪～1，8，‘68）

東京都文京区湯島］－5－・ろ4　ζ大和ピル5階）

　　　　　　　　　　　　　　　　（811）8759

］5ξ1～g）〈了～8，‘68）

東京都千代田区神田1－1ろ一7　（294）1551

40（6）～41（1）　（2～4，‘68）

香刑具高松市宮脇町了62

　　　　　　　　　　高松（61）4141内線257

9（1）（6，‘68）

鹿児島市下福元町8850　　　鹿児島く6）52］］

（9）　（2，　‘68）

東京都千代田区大手町］－5　公嬢ビノレ

　　　　　　　　　　　　　　　　（270）　］65］

　－6一



関西大学経済論集　　（隔月刊）　　　　　　き7（6）～18（］）f2～4，568）

　　　　関西大学経済学会　　　　　　　大阪府吹田市山手町3－s－35　関西大学経済学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（588）1121内線466

関西大学社会学論集　　（不定期）　　　　1（4）（1，‘68）

　　　　関西大学社会学会　　　　　　　大仮府吹田市山手町5－5－－55　関西大学社会学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪（ろ88）1121

関西大学商学論集　　（隔月刊）　　　　　12（4／5／6）～1ろ（n（2～4，‘68）

　　　　関西大学商学会　　　　　　　　大阪府吹田市山手町3－5－35　関西大学商学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪（588）1121

経営学・会計学・商学研究年報（年刊）　　（14）　（6，‘68）

　　　　神戸大学経営学部　　　　　　　神戸市灘区六甲台町2　　　　　神戸（87）5131

経営経済　　（年刊）　　　　　　　　　　f5）ζ3，‘68）

　　　　大阪経済大学［b小企業経営研　　大阪市東淀川区大隅通2丁目

　　　　究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪ぽ28）24ろ1

経営研究　　（隔月干‖）　　　　　　　　　　　ζ95～95）　〈1～5，‘68）

　　　　大阪市立大学商学部経営研究　　大阪市住吉区杉本町459　　大阪（692）1251

　　　　会

　　　　発売所　有斐閣　　　　　　　　東京都千代田区神田神保町2の筆7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ろ31）0323

経営論集　　（季刊）　　　　　　　　　　15（2～ろ／4）（2～5，‘68）

　　　　明治大学経営学研究所　　　　　東京都千代田区神田駿河台1－］　（295）5811

経営志林　　（季刊）　　　　　　　　　　4（4）～5（1）（］～4，‘68）

　　　　法政大学経営学会　　　　　　　東京都千代田区富士見2－17－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（262）2551

経営と経済　　く季刊）　　　　　　　　　47（4）～48（］）（］～4，‘68＼

　　　　長崎大学経済学部研究会　　　　長崎市片淵町3丁目　　　　　長崎（26）8251

計測セ〃－Tec血・・ぬ1垣P・・（不定期）（8）（5・‘68）

　　　　日本証券経済研究所　　　　　　東京都中央区日本橋茅場町1－14　東京証券会館5階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（669ノ　◎73◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－7－一



経済（月刊）

　　　　新日本出版社編集部

　　　　新日本出版社

経済分析　　（季刊）

　　　　経済企画庁経済研究所

経済分析付録　　（季刊）

　　　　経済企画庁経済研究声

経済学研究（一橋大）　　（年刊）

　　　　・一橋大学…橋学会

経済学研究（北海道大）　　（不定期、

　　　　北海道大学経済学剖、

経済学研究（東京大）　　了半年刊）

　　　　東京大学経済学研究会

　　　　発売所　東京大学出版会

経済学季報　　（季刊）

　　　　立正大学経済学会

　　　　発売所　御茶の水書房

経済学年報　　（年刊）

　　　　大阪市立大学経済学会

経済学論究　　（季刊）

　　　　関西学院大学経済学研究会

　（45～52）　（1～8，668）

東京都千代田区飯田橋4－8－6　日産ビル内

　　　　　　　　　　　　（26］）4232内線S2

東京都千代田区富士見2－13－－14

　　　　　　　　　　　　　　　　（262）　4752

　（25）　（6，‘68）

東京都千代田区霞が関5の1の1

　　　　　（58↑）0261内線1017，0967
（ij　（6，ヴ68）

東京都千代田区霞が関3の］の］

　　　　　（581、0261内線1017．0967

〈・2）（5，‘68）

東京都国立市鰯立185

　　　　　　　　　　　国立0425（72、110］

18（1）　（三ζ．　も～～8）

‡しll三見『了」ヒ9条西7丁「ヨ　　　　　　ネt幌（フ1）　ク11 1

｛10～11）　（’、6，‘68）

東京都文京区本郷7－－5－一］　東京大学経済学研究室大

学院室内　　　　　　　　　　　　（812）2111

東京剤文京区本郷7－5－］　　　（8川）88］4

］7（5／4）（5，‘68）

東京都品川区大晦ん一2－16　　（492）6611
東京都子拷田区神田錦町↑一一ぽ　（2“9↑）go67

（27）　（2，　‘68）

大阪市住吉区杉本町　大阪苗立大学経済学部内

　　　　　　　　　　　　　大阪（692）1251

21（4）　（1　，　‘68）

兵庫県西宮市上ケ原一番町2　関西学院大学経済学部内

　　　　　　　　　　　　　　　西宮（51）0912
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経済学論集（札幌大）

　　　　「札幌大学経済学会」論集編

　　　　集委員会

　　　　札幌大学経済学会

経済学論集ζ東京大）　　（季刊）

　　　　東京大学経済学会

　　　　発売所　東京大学出版会

経済学論叢　（隔月刊）

　　　　同志社大学経済学会

経済学雑誌　（月刊）

　　　　大阪市立大学経済研究所

　　　　大阪市立大学経済研究会

　　　　発売所　日本評論社

経済月報　　（月刊）

　　　　経済企画庁調査局

経済評論　（月刊）

　　　　日本評論社

経済科学　　（季刊）

　　　　名古屋大学経済学部

経済系　　（季刊）

　　　　関東学院大学経済学会

経済経営研究年報　　（年刊）

　　　　神戸大学経済経営研究所

経済経営論集　（季刊）

　　　　東洋大学経済経営研究所

雪　（］、　（ろ，昏68）

北海通札鰻市藤岡2五5　札幌大学経済学部内

　　　　　　　　　　　　　　オしじ鴻（87）　1　18］

北海道札幌市1畑岡ク43　木［申晃大牛経済学部内

　　　　　　　　　　　　　　木し巾晃　　（　8　　ア　）　　1　　1　8　　1

5ろ　（41）～…54　（2）　（］～7，　‘68）

東京都文京区本郷7－5－1　　　（812）2雪11

東京都文京区本郷7－3－1　　　（811）8814

1　7　（ろ～己／5／6）　〈］～ろ，　‘　68）

京都市上京区今出川通烏丸東入玄武町60］

　　　　　　　　　　　　　　京都（2ハ25川

58（1／2～6）～59（D（2～7，‘68）

大阪市住☆区杉本町459　　大阪く692）125］

大阪市住吉区杉本町459　　大阪（692）］2ろ1

東京都新宿区須賀町14　　　　　〈3λハ6］6］

（1～7，‘68）

東京都千代田区霞が関5－1－1　（581）026，

1ア（1～9）（］～8，　568）

東京都新宿区須賀町14　　　　　（341）6161

15　（1～4）　（］～5，　‘68）

名古屋市千種区不老町　　　名古屋（78］）511］

　（76～77）　（3’r》7，‘68）

横浜市金沢区六浦町4854

　　　　　　　　　　　横浜045（701）8281

18（∬）（5，ψ68）

神戸市灘区六甲台町　　　　　　神戸（87）5151

　〈48～49）　（2～6，　‘68）

東京都文京区白山5－28－－20　（946）ξ251

一一 9一



経済研究（一橋大）　　〈季刊）

　　　　一橋大学経済研究所

　　　　発売所　岩波書店

経済研究ζ大阪府立大）　　（隔月刊）

　　　　大阪府立大学経済学部

経済往来　　（月刊）

　　　　経済往来社　　　　　　　　　　東京都新宿区四谷4－1f

経済理論　　（隔月刊）　　　　　　　　（101～105）（1～5，

　　　　和歌山大学経済学部　　　　　　和歌山市関戸278

　　　　和歌山大学経済学会　　　　　　和歌山市関戸278

経済論集（北海学園大）　　（不定期）　　（19）（2，’68）

　　　　北海学園大学経済学会　　　　　北海道札幌市旭町8－60

経済論集（関西大）一関西大学経済論集

経済論集（明治学院大）　　（不定期）

　　　　明治学院大学産業経済研究所

　　　　明治学院大学経済学会

経済論叢　　（月刊）

　　　　京都大学経済学会

　　　　発売所　有斐閣

経済セミナー　（月刊）

　　　　日本評論社

経済志林　　（季刊）

　　　　法政大学経済学会

19　（1～ろ）　ζ1～7，‘68）

東京都国立市国立185

　　　　　　　　　　　国立0425（72）

東京都千代田区神田一ツ橋2－3　（265）

］ろζ1～2）　〈2～4，‘68）

大阪府堺市百舌鳥梅町4－804

　　　　　　　　　　　堺市0722〈52）

20　ζ1～7）　（1～7，　468）

　　（557）

‘68）

和歌山（22）

和歌山（22）

1101
4111

1161

08川

6126
6126

札幌（81）1121

（10）（3，‘68）

東京都港区芝白金今里町42

　　　　　　　　　　　（443）8231内線277
東京都港区芝白金今里町42

　　　　　　　　　　　（443）8251内線542

101　（1～5）　（1～5，　‘68）

京都市左京区吉田本町　　　　　京都（77）8111

東京都千代田区神田神保町2－・17

　　　　　　　　　　　　　　　　（265）6811

（142～150）（1～8，‘68）

東京都新宿区須賀町14　　　　　（341）6161

56（1）　〈1，‘68）

東京都千代田区富士見2一窪7・－1

　　　　　　　　　　　　　　　　〈262）2ろ51
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経済集志　　（隔月刊）

　　　　日本大学経済学研究会

経済と貿易　　（不定期）

　　　　横浜市立大学経済研究所

経i済と経済学　　（不定期）

　　　　東京都立大学経済学会

研究紀要但本福祉大）　　（年刊）

　　　　日本福祉大学「研究紀要」編

　　　　集委員会

　　　　日本福祉大学

研究年報f香川大）　（年刊）

　　　　香川大学経済研究所

　　　　香川大学経済学部

研究年報　経済学　　（年刊）

　　　　東北大学経済学部

研究論集（駒沢大）　　〈不定期）

　　　　駒沢大学商経学会

研究所報（大分大）　　（年刊）

　　　　大分大学経済研究所

　　　　大分大学経済学会

研究と資料　　（不定期）

　　　　大阪市立大学経済研究所

機械経済研究

　　　　機械振興協会経済研究所

季刊国民経済計算　　（季刊）

　　　　経済企画庁経済研究所

37　（5／6）　（2，　‘68）

東京都千代田区三崎町1－5－2　日本大学経済学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　（293）5081

（95～96）　（2～3，‘68）

神奈川県横浜市金沢区六浦町4646

　　　　　　　　　　　　　横浜（ア81）1511

（22）（5，°68）

東京都目黒区八雲1－1－1　　　（717）0111

（1ろ、ζ5，奪68）

名古屋市昭和区滝川町51　名古屋（852）1↑96

名古屋市昭和区滝川町51　名古屋（8ろ2）1196

ζ7）《5，668）

高松市宮脇町162　　　　　　高松（61）4141

高松市宮脇町162　　　　　　高松（61）414］

29（1／2）（5，668）

仙台市片平丁75　　　　　　　仙台（23）5111

〈1三6）　ζ6，668）

東京都世田谷区深沢町］－5408

　　　　　　　　　　　　　　　　f422）61う］

（2）　（5，‘68）

大分市上野丘東雀一］］　大分大学経済学部

　　　　　　　　　　　　　　　　大分（2）7181

大分市上野丘東了一11　大分大学経済学部

（26）　（ろ，　’68）

大阪市住吉区杉本町459　　大阪（692）］23］

　（1）　（5，ぐ68）

東京郡港区芝公園21号地↑－5　（4ろ4）8211

　（］8～］9）　（2～5，468）

東京都千代田区霞が関3－1－1　（56「．）〔〕967

　－一伯一



季刊理論経済学　　（年5回）

　　　　理論経済学会・計量経済学会

　　　　発売所　東洋経済新報社

季刊労働と経済　　（季刊）

　　　　京都府民生労働部

養刊社会保障研究　　（季刊）

　　　　社会保障研究所

　　　　発売所　東京大学出版△

金融ジヤー一ナル　　（月刊）

　　　　食幣経済研究所

　　　　金融ジヤーナル社

令融界　（月刊）

　　　　金融界社

金融経済　　（隔月刊）

　　　　金融経済研究所

　　　　発売所　有斐閣

北九州大学商経論集　　（季刊）

　　　　北九州大学商経学会

公益事業研究　（季刊）

　　　　公益事業学会

興銀調査月報　　（月刊）

　　　　日本興業銀行調査部

19　（1～2）　（3～6，　‘68）

東京都港区新橋4－1－10　日本生命ビル　財団法人

統計研究会内　　　　　　　　　　　　（451）5964

東京都由央区日本橋本石町1－4　（270）4111

　（16）　（5，‘68）

京都市上京区下立売新町　　　京都（441）8448

3（魂），別冊（14）臼，5，‘68）

唄京都千代田区霞が関ろ一5－4　社会事業会館内

　　　　　　　　　　　　　　　　　（580）　251　1

東京郁文京区本郷ソー5－1　東大構内

　　　　　　　　　　　　　　　　　（811）8814

シ　（’～7）　（1～7，　‘68）

吏京都千代田区神田淡路町1－21

　　　　　　　　　　　　　　　　（∠55） 15978

凍阜都千代田区神田淡路町1－21

　　　　　　　　　　　　　　　　（255）　～～978

20（5）（5，‘6ε）

東京都千代田区丸の内2－6　丸の内八重洲ビノソ

　　　　　　　　　　　　　　　　（212）2571

　　　　　　　　　　　　　　る（108～110）　（2～6，　68）

東京都中央区日本橋本町5－5　三井銀行本町支店内

　　　　　　　　　　　　　　　　（270）　4451

東京都干代田区神保町2－－17　　（265）、φ811

ス　（2パー3／4）　（1＾一ろ，　σ68）

北九州市小倉区北方　　　　　北九州（52）44ろ6

19（5）（5，‘ζ8）

東京都千代田区有楽町1－5　日本電気協会内

　　　　　　　　　　　　　　　　（201）0082

（156～141）（1～6，‘68）

東京都中央区八重洲5－1－1　　（216）0251

－ 12一



工業立地　　（月刊）

　　　　日本工業立地センター

国学院経済学　　　（季干u）

　　　　国学院大学経済学会

国民経済　　（季刊）

　　　　国民経済研究協会

国民経済雑誌　（月刊）

　　　　神戸大学経済経営学会

国民生活研究、（月刊）

　　　　国民生活研究所

　　　　発売所　至誠堂

甲南経済学論集　（隔月刊）

　　　　甲南大学経済学会

公正取引　　（月刊）

　　　　公正取引協会

熊本商大論集　（半年刊）

　　　　熊本商科大学

熊本短大論集　（半年刊）

　　　　熊本短期大学

協同組合経営研究月報　　（月刊）

　　　　協同組合経営研究所

九州エ業大学研究報告ζ人文・社会科

　　　　　　　　　　学）　ζ年刊）

　　　　九州工業大学

7（1～5，7）　（1～5，7，．68）

東京都港区芝琴平町2－1　虎ノ門東洋ビル8階

　　　　　　　　　　　　　　　　（502）　0ア91

16　（2）　（1，　φ68）

東京都渋谷区東4－10－－28　国学院大学経済学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　（409）0111

（1｛1～｛］2）　〔5～6，‘68）

東京都由央区銀座5－5　銀座中央ビル

　　　　　　　　　　　　　　　　（572）4658

1　］ヲ　　（］～6）　｛一　］　奪　8　　（　］’）　ぐ1～ア，　‘　6　8）

神戸市灘区六甲台町　神戸大鱗内

　　　　　　　　　　　　　　　神戸（87）515］

7（1～6）　（1～7，‘68）

東京者B新停f区四谷1－7　　　　　（弓59）62〔〕1

東京都千代田区神田鍛治町1－9　（25の8121

8　（6）～9　（2）　（2～6，　6ぐ～8）

神戸市東灘区本山町岡本　　　　神戸645）4ろδ1

ζ2〔〕フ～214）　（］～8，‘68）

東京都モ代田区内幸町］の1の4　第二大蔵ビル公正取

引委員会事務局内　　　　　　　　（59ハ456］

（26）　（5， ’68）

熊本市大江2－5－］　　　　　熊本く5滋）5T61

イ56）　（6，‘68）

熊本市大江2－5－1　　　　　熊本（64）5161

　（↑ア2～］78）　（］～7，‘68）

東京都世田谷区船橋町842　　　（50ろ）4451

（了6）（5，㌔8）

北九州市戸畑区仙水町］　　　北九1卜1］（87）］9ろ］

－ 15一



マーケティングと広告　　（月刊）

　　　　電通PR局出版部図書編集室

松山商大論集　　く隔月刊）

　　　　松山商科大学商経研究会

明大商学論叢　　（年8回）

　　　　明治大学商学研究所

　　　　発売所　白桃書房

明治学院論叢　研究年報（経済学特揖）

　　　　　　　　　　　　　　（年刊）

　　　　明治学院大学文経学会

名城商学　　（季刊）

　　　　名城大学商学会

三井文庫論叢　　（年刊）

　　　　三井文庫

三田学会雑誌　　（月刊）

　　　　慶応義塾経済学会

　　　　発売所　慶応通信

三田商学研究　　（隔月刊）

　　　　慶応義塾大学商学会

　　　　発売所　慶応通信

桃山学院大学経済学論集　　（季刊）

　　　　桃山学院大学経済学会

武蔵大学論集　　（隔月刊）

　　　　武蔵大学学会

長崎県立国際経済大学論集　　（季刊）

　　　　長崎県立国際経済大学学術研

　　　　究会

　15　（5）　（5，　’68）

東京都中央区築地1－11　　　　（545）8111

18　ζ6）～19　（1）　（2～4，　‘68）

松山市文京町4－2　　　　　　松山（21）6181

5　1　（5／6～7／8）　（2～5，　668）

東京都千代田区神田駿河台1－1　（293）5811

東原郁千代田区神田神保町1－・42

　　　　　　　　　　　　　　　　　f299　5658

G）（3，468）

東京都港区芝白金今里町42　　　（五55）8251

↑7（4）〈子，‘6只）

名古屋市昭和区天自町八事裏山

　　　　　　　　　　　　　名古屋（852）1151

（2）6，668）

東京都ψ野区上高田5－16－1　（587）9451

61（1～7）（1～7，‘68）

東京都港区三田2～↑5－45　　（45き）V2111

東京都港区三田2－］9－－50　　　ζ45］）0951

伯臼～2）（4～6，峯68）

東京都港区三三田2－15－45　　　但55）2川季

東京都港区三田2－－19－30　　（451）095↑

9〈2，別12，ろ／4）ζろ～6，668）

大阪市阿倍野区昭和町5－1－64

　　　　　　　　　　　　　　大阪（621）1181

15（5～6）（1～5，668）

東京都練馬区豊玉上1－26　　　　（99⑪　1191

1　（2）　（2，　‘68）

佐世保市川下町125　相浦0956（52）2191

－ 14－一



名古屋学院大学論集　　（季刊）

　　　　名古屋学院大学産業科学研究

　　　　所

奈良教育大学紀要（人文・社会科学）

　　　　　　　　　　　　　（年刊）

　　　　奈良教禽大学

年金時報　　（不定期）

　　　　厚生省年金局

　　　　厚生出版社

新潟大牽経済論集　　（年5回）

　　　　新潟大学経済学会

日本紡績月報　　↓月刊）

　　　　日本紡績協会

日本経済研究センター会報

　　　　　　　　　　　　（半月刊）

　　　　日本経済研究センター

εヨ本労働協会雑誌　　　（月干ID

　　　　日本労働協会

農業計算学研究　　（年刊）

　　　　京都大学農学部農業簿記研究

　　　　施設

農業経済研究　　（季刊）

　　　　日本農業経済学会

　　　　発売所　岩波書店

農業経済研究報告　　（不定期）

　　　　東北大学農学部農業経営学研

　　　　究室

（15～］4）　〈5～6，668）

愛知県瀬戸市上品野町1550

　　　　　　　　　　　瀬戸0561（41）　1281

］6臼）ζ2，468）

奈良市高畑町　　　　　　　　　奈良（24）1101

f14）　（5，‘68）

東京都千代田区霞が関1－2－2　（505）1711

東京都新宿区三栄町］6　　　　　ζ551）5859

（1）（1，‘68）

新潟市西大畑町5214　新潟大学人文学部内

　　　　　　　　　　　　　　　菊禰f25）6］61

（255～259）（1～7，‘68）

大阪市東区備後町き一8　綿業会館

　　　　　　　　　　　　　　大販ぐ2ろわ　只4ろ］

（71～85）　（1，↑～1，8，668）

東京都千代田区大手町］－5　日経ビル9鯖

　　　　　　　　　　　（270）0251内線811

（106～川5）（1～8，G68）

東京都港区芝公園9号地8答　　　　ζ456）015］

　（2）　（2，668）

京都市左京区北白川追分町

　　　　　　　　　　京都（フ7）8111内線749

59（4）～4〔｝　（1）　（5～6，668）

東京都文京区弥生1－］－1　東京大学農学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　（812）　2111

東京都干代田区神田一ツ橋2－5　（265）4111

　（8～9）（2～5，毒68）

仙台市北6番町210　　　　　仙台（ξψ）7171

　－15一



農業構造改善　　（月刊）

　　　　全国農業構造改善協会

農業総合研究　　（季刊）

　　　　農業総合研究所

農経論叢　　（年刊）

　　　　北海道大学農学部農業経済学

　　　　教室

　　　　北海道大学農学部

農林業問題研究　　（季刊）

　　　　関西農業経済学会

　　　　富民協会

農林金融　　（月刊）

　　　　砦林中央金庫調査部

農林統計調査　　（月刊）

　　　　農林統計協会

農林統計研究　　（年5回）

　　　　農林統計研究会

オイコノミカ　（季刊）

　　　　名古屋市立大学経済学会

大分大学経済論集　　（季刊）

　　　　大分大学経済研究所

　　　　大分大学経済学会

6（1～7）（1～7，・68）

東京都千代田区永田町1－2－55　全国町村会館内

　　　　　　　　　　　　　　　　　（581）　0768

22（1～2）　（］～λ，‘68）

東京都北区西ケ原2一2－1　　　（910）5946

　（24）　（2，｛68）

札幌市北9条西9丁目　　　　　札幌〔71）0879

札幌市北9条西9丁目　　　　　札幌（71）0879

∠1　ζ1～2）　（5～6，　‘68）

京都市左京区北白川追分町　京都大学農学部農林経済学

教室京都（771／8111内線4600，4610
大阪i∬西区江戸堀2－24

　　　　　　　　　　　　大阪06（443）0656

21↓1～7）（1～7，668）

東京都千代田区有楽町1－9－2　（281）5201

1R（1～7）∩～7，‘め8）

東京都目黒区目黒2－11－1，4　但92）2987

4（1）（6，668）

東京都千代田区霞が関2－1　農林省統計調査部内

　　　　　　　　　　　　　　　　　（502）　8111

4　（λ）　（5，　6う8、

名古屋市端穂区瑞穂町字山の畑1

　　　　　　　　　　名言「屋052（87り）　］554

19　（4）～20　（1）　（5～6，　‘68）

大分市上野丘東1－11　大分大学経済学部

　　　　　　　　　　　　　　　　大分（2）7181

大分市上野丘東1－11　大分大学経済学部

　　　　　　　　　　　　　　　　大分（2）7181

－ 16一



追手門経済論集　　（半年刊）　　　　　　2（2）（5，668）

　　　　追手門学院大学経済学会　　　　大阪府茨木市安威250　　　　茨木（4ろ）5421

大阪大学経済学　　（季刊）　　　　　　　17（2／5～4）（5，668）

　　　　大阪大学経済学部　　　　　　　大阪麿豊巾市待兼山町←一弓　　　池田ζ6）］］25

大阪経大論集　　（隔月刊）　　　　　　　（61～65）（1～5，668）

　　　　大阪経大学会　　　　　　　　　大阪市東淀川区大隅通2　大阪経済大学内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪（528）2431

大阪産業大学紀要　（不定期）　　　　　臼9～20）（5，‘68）

　　　　大阪産業大学学会　　　　　　　大阪府大東市中垣内3－↑－1　大東（72）0547

レフアレンス　ζ月刊）　　　　　　　　ぐ204～？08）臼～5，468）

　　　　国立国会図書館調査立法考査　　東京都千代田区永圧町1－10－1

　　　　局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（581）　2三5ζ］

歴史学研究　　（月刊）　　　　　　　　　（532～Z58）（1～R，‘68）

　　　　歴史学研究会　　　　　　　　　東京都千代田区神田神保町1－20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29］） 5188
　　　　青木書店　　　　　　　　　　　東京都千代田区神田神保町1－60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（r292）0481

歴史評論　（月刊）　　　　　　　　　（？09～216）（1～8，‘68）

　　　　歴史科学協議会　　　　　　　　東京都豊島区巣鵜7－1854　　（94］）95ろ5

　　　　発売所　校倉書房　　　　　　　東京都新宿区戸塚町↑－194　　（20ろ）485］

立教経済学研究　　（季刊）　　　　　　　21（4）～22（1）（1～5，668）

　　　　立教大学経済学研究会　　　　　東京都豊島区西池袋5　立教大学経済学部研究室内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（985）011］

林業経済　　（月刊）　　　　　　　　　　ζ251～257）〈1～7，‘68）

　　　　林業経済研究所　　　　　　　　東京都千代田区麹町三…7　　　　（262）0570

立命館大学人文科学研究所紀要（不定期）　ζ18）（5，㎏68、

　　　　立命館大学入文科学研究所　　　京都市上京区河原町広小路

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都（23）2181

一 17一



立命館経営学　　（隔月刊）

　　　　立命館大学経営学会

立命館経済学　　（隔月刊）

　　　　立命館大学経済学会

労働調査時報　　く月刊）

　　　　労働調査研究所

労働科学　　（月刊）

　　　　労働科蛍研究所

労働統計調査月報　　（月刊）

　　　　労働大臣官房労働統計調査部

　　　　労務行政研究所

六甲台論集　　f季刊）

　　　　神戸大学大学院研究会

論集く生命保険文化研）　　ζ季刊）

　　　　牛命保険文化研究所

竜谷大単経済学論集　　（季刊）

　　　　龍谷大学経済学会

流通経済論集　　（李刊）

　　　　流通経済大学栄衛研究会

産業経済研究　　（季刊）

　　　　久米留大学産業経済研究会

産業経済論叢　　（季刊）

　　　　京都産業大学経済学会

6　ζ5／6）　f2，　668）

京都市北区等持院北町　　　　　京都ζ46）、U5蒙

　16　（5／6）　（2，　‘68）

京都市北区等持院北町　立命館大学内

　　　　　　　　　　　　　　　京都（46）1151

　（570～575）　（奪～7，　‘68）

大阪市北区高垣町86　　　　大阪（56］）9907

44（竃～7）（］～7．　68）

東京都世田谷区祖師谷2一で226

　　　　　　　　　　　　　　　　　（482）　5141

20　（1～6）　（1～6，　σ68）

東京都千代田区大手町1－7

　　　　　　　　　　　12川）745情線2］5

東京都港区東麻布ぴ一4　　　　　（584）1251

15　（1～2）　（4～7，　668）

神戸市灘区六甲台町　神戸大学内

　　　　　　　　　　　　　　　神戸f87）5151

　　　　　　ぺるζ9）名，　68）

大阪市北区常安町29　日本生命中之島ビル

　　　　　　　　　　　　　　大阪く445）5131

7　（4）　（5，‘68）

京都市伏見区深草塚本町　　　　京都（64）7261

5　ζ］）　〈5，‘68）

茨城県龍ケ崎市宇平畑120

　　　　　　　　　　龍ケ崎02976（2）5251

8　〈4）　r2，668）

福岡県久留米市御井町1655　久留米（2）2189

2（4）（5，668）

京都市北区上賀茂本山　　　　　京都く79）2パ］

－ 18一



産業研究　　（年刊）

　　　　慶応義塾大学産業研究所

　　　　慶応通信

産業労働研究所報　　（不定期）

　　　　九州大学産業労働研究所

札幌短期大学論集　　ぐ年刊）

　　　　札幌短期大学学会

政治経済論叢　　（季刊）

　　　　成践大学政治経済学会

成城大学経済研究　　（半年刊）

　　　　成城大学経済学会

政経学会雑誌　　（半年刊）

　　　　茨城大学政経受会

政経論叢（広島大）　　（隔月刊）

　　　　広島大学政経学会

政経論叢（明治大）　　（隔月刊）

　　　　明治大学政治経済研究所

生命保険協会々報　　（半年刊）

　　　　生命保険協会

西南学院大学経済学論集　（不定期）

　　　　西南学院大学学術研究所

西南学院大学商学論集　　く季刊）

　　　　姐南学院大学学術研究所

世界　（月刊）

　　　　岩波書店

世界経済　　く月刊）

　　　　世界経済調査会

r5）　（5，　668）

東京都港区三田2－15－45　　〔455）2パ1
東京者餐港区三i三田2－－19－－50　　 （451）5584

ζ44ん45）（5，　‘68）

福岡市大字箱崎5576　　　　福岡く64）UO1

ζ14）〈5多‘68）

木L幌市南8条2董16丁目　　　　　木し幌（56）　9151

17（5／4）（5，‘68）

東京都武蔵野市吉祥寺北町5－5－1

　　　　　　　　　　武蔵野0422（51）5181

（26）　〈3，468）

東京都世田谷区成城町708　　　（482）1181

（22’）（5，‘68）

水戸市渡里町ク1ク7　　　　　水戸f21）4171

17（5／6）（5，ぢ68）

広島市東千田町1－89　　　　広島く41）1221

56（2～5／4）（1～2，‘68）

東京都千代田区神田駿河台1－1　↓295）5811

48（2）～49（1）（5～7，‘68）

東京都千代田区丸之内5－4　新国際ビル5階

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2でろ）◎661

2　（2）　ζ5，ε68）

福岡市西新町798　　　　　　福岡（82）0051

14（4）（ろ，663）

福岡マ盲西薪町798　　　　　　　福§問（82）　00ろ1

　（266～275）　（1～8，668）

東京都千代田区神田一ツ橋2－5　　（265）4111

　〈157～145）（1～7，‘68）

東京都千代田区永田町1－一？一一2　（581．0528

　－19－一



世界経済評論　 （月干月）　　　　　　　　｛2（1～7）（1～8，668）

　　　　世界経済研究協会　　　　　　　東京都港区芝西久保桜川町1　第4森ビル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50］）4855

モ里山商学　　　　　　　　　　　　　　1（1）（5，‘68）

　　　　関西大学大学院商学研究科学　　大阪府吹田市山手町5－3－35　関西大学大学院内

　　　　生研究会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪f588）112］

｝奪修大学社会科学研究所月報　　（月刊）　　ζ52～56）（1～5，668）

　　　　専修大学社会科学研究所　　　　東京都千代田区神田神保町5の8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2び65）62臼内線53

厚修経営学論集　（半年FD　　　　　　ζ5；（2，‘68♪

　　　　専修大学学会　　　　　　　　　良京x｛15千代田区神田神保町5の8　（265）6211

社会福祉　　（年刊）　　　　　　　　　　　臼　　）（2，668）

　　　　£本女子亥学社会福祉学研究　　東京都文京区目白台2－8－］　　（945）き］5］

　　　　会

社会学研究　　く年刊）　　　　　　　　　　（9）（5，‘68）

　　　　～矯大学一橋学会　　　　　　　東京都国立市国立185

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立P425f72）1101

社会学論集ζ関西大）一一今関西大学社会迂論集

社会学論叢　　（不定期）　　　　　　　　（41）（4，668）

　　　　日本大学文理学部社会学研究　　東京都世田谷区桜上水5－25－40

　　　　室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GO2）8151

：社会科学　　（季刊）　　　　　　　　　　　2f2）～ろく筆）ζ5，‘68）

　　　　同志社大学人文科学研究所　　　東京都上京区今出川通鳥丸東入玄武町60］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都く2窪）25川

社会科学ジヤーナル　　（不定期）　　　　　（7）（4，‘68）

　　　　国際基督教大学社会科学研究　　東京都三鷹市大沢9－10－2

　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三鷹0422〈45）5151

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－20一



社会科学研究　（隔月刊）　　　　　　　19（5～6、（1～5・‘68）

　　　　東京大学社会科学研究所　　　　東京都文京区本郷7－5－］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8］2）2111内ろ46り

社会科学紀要　　ぐ年刊）　　　　　　　　　刊7）ζ5，668）

　　　　東京大学教養学部社会科学科　　東京都目黒区駒場出865　　　　〈46、7）］171

　　　　東京大学出版会　　　　　　　　東京都文京区本郷7－5－1　　　（811）8R14

社会科学論集（市卑学園短期大）（不建期）（4）　（5，668）

　　　　市邨学園短期大学社会科学研　　愛知県犬山市内久保　　犬山0568（6ヌ）06］6

　　　　究会

社会科学論集（九州大）　　（年刊）　　　　（8）（5，‘68、

　　　　九州大学教養部社会科学科　　　福岡市六本松カー2－｛　　　福岡（77）4］61

社会科学論集（東京教育大）　　（年刊）　　〈15）（5，‘68）

　　　　東京教育大蛍文堂部　　　　　　東京都文京区大塚5－29－1　　イ・946）2151

社会科蛍討究　　ぐ年ろ回）　　　　　　　］5（2～5）〔2～5，‘68）

　　　　早稲田大学社会科学研究所　　　東京都新宿区戸塚町1…647　　（2つ5）力4〃

社会経済史学　　f隔月刊）　　　　　　　55ζ6）～54ζ2）ζ2～5，多6只）

　　　　社会経済史学会　　　　　　　　東京都新宿区早稲田大堂社会科学系大堂院4］9警

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く20・5）4］4］

　　　　発売所　有斐閣　　　　　　　　東京都千代田区神田神保町2一了7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ26ξ～）　68］］

社会問題研究　　（季刊）　　　　　　　　18‘1）（1，‘68）

　　　　大阪社会事業短期大学　　　　　大阪市天王寺区夕陽ケ丘町25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪（771）0〔1］0

社会労働研究　　（季刊）　　　　　　　　　14（5～4）（1～5，‘68）

　　　　法政大学社会学部学会　　　　　東京都千代田区富士見2－17－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（262）　2551

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ社会思想研究　　（月邪］）　　　　　　　　20（1～7）　（1～7，‘68）

　　　　社会思想研究会　　　　　　　　東京都千代田区神田駿河台5－－5　三五ピル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー・21～



史学雑誌　ζ月刊）　　　　　　　　77拍～6）パ～6，‘68）

　　　　史学会　　　　　　　　　　　　東京都文京区本郷7－5－f　東京大学文学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（812）2111内線2563

　　　　山川出版社　　　　　　　　　　東京都千代田区神田1－15－15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（295）　81ろ1

下関商経論集　　（年5回）　　　　　　　　11（2／3）（5，φ68）

　　　　下関学会　　　　　　　　　　　下関市大字幡生字大世町　下関市立大学内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下関（52）0288

信州大学経済学論集　　（不定期）　　　　　（2）（5，‘68）

　　　　信州大学人文学部　　　　　　　松本市県5－1－1　　　　　　　松本（2）2750

信託　　（季刊）　　　　　　　　　　　　（75）　（1，668）

　　　　信託協会　　　　　　　　　　　東京都千代田区大手町2－8　日本ピル6階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ241）71155

史林　 （隔月干‖）　　　　　　　　　 51ζ2）ζ三～，‘68）

　　　　史弦研究会　　　　　　　　　　　京都市左京区吉田本町　京都大学文学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都（77）8111

資料　平和経済　　（月刊）　　　　　　　　（80～84）（1～6，‘68）

　　　　平和経済計画会議　　　　　　　東京都千代田区神田駿河台5－6　〈255）5772

思想　　ζ月干の　　　　　　　　　　　　　　　　ζ525～550）　ぐ］～8，　568）

　　　　岩波書店　　　　　　　　　　　　東京都千代田区神田一ツ橋2－5　ζ265）4り11

商大論集　　ζ隔月刊）　　　　　　　　　　19（4／5）（1，668）

　　　　神戸商科大学学術研究会　　　　神戸市垂水区星陵台4－5－5　神戸f77）6161

商学研究く愛知逆院大）→愛知学院大学論叢　商学研究

商栄論究　　（季刊）　　　　　　　　　　15（4）（5，‘68）

　　　　関西学院大学商学研究会　　　　兵庫県西宮市上ケ原　関西学院大学商学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西宮（51）0912

　　　　発売所　中央経済社（業務部）　東京都千代田区神田神保町1－55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ294）2801
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商学論集　　（季刊）　　　　　　　　　　56（4）～57（1）（3～6，668）

　　　　福島大学経済学会　　　　　　　福島市森合西養山10・－7　　　　福島（2）2141

商学集志　　ζ季刊）　　　　　　　　　　57（4）（き，668）

　　　　日本大学商学研究会　　　　　　東京都世田谷区砧町165　日本大学商堂部内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（415）　2121

商騨叢（年5回）　　　　ζ5δ／56）f4，‘68）

　　　　近畿大牽商経学部商経学会　　　東大阪市小若江521　　　東大阪ζ722）］141

商経研究　　（不定期、　　　　　　　　　　（20、　〔6，‘68）

　　　　東海大学商経学会　　　　　　　静岡市宮前町101　　　　　静岡（54）6521

商経論集　　（年干‖）　　　　　　　　　　　　　 ζ6）　（2，　‘68）

　　　　法政大攣短期大坐部商経学会　　神奈川県川崎市木月164　　　由原（75）511↑

商経論集（北九州大）一北九州大学商経論集

商経論叢　　（季刊）　　　　　　　　　　5f2～4）（1～5，‘68）

　　　　神奈川大蛍経済学会　　　　　　横浜市神奈川区六角橋町5－27－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜045（ぷ81）5661

証券経済　　（季刊）　　　　　　　　　　　（101～105）f1～5，‘68）

　　　　大阪証券経済研究所　　　　　　大阪市東区北浜2　大阪証券取引所内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪（25n2659

証券経済時報特別号　　（不定期）　　　　　（9～12）〈1～7，‘68）

　　　　日本証券経済研究所　　　　　　東京都中央区日本橋茅場町1－14　東京証券会館ろ階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（669）　0757

証券研究　　ζ不定期）　　　　　　　　　25～24∫5～6，‘68、

　　　　日本証券経済研究所　　　　　　東京都中央区日本橋茅場町］－14　東京証券会館内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で659）07157

商工金融　　（月刊）　　　　　　　　　　18（1～6）（1～6，◎68）

　　　　商工組合中央金庫調査部　　　　東京都中央区八重洲6－5　　　　（272）6111
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食糧管理月報　　ζ月刊）

　　　　食糧庁内食管月報編集委員会

　　　　瑞穂協会

週刊東洋経済　　（週刊）

　　　　東洋経済新報社

総評調査月報　　（月刊）

　　　　日本労働組合総評議会調査部

損害保険研究　　「季刊）

　　　　損害保険事業研究所

租税研究　　ζ月刊）

　　　　日本租税研究会

水利科堂　　（隔月刊）

　　　　水利科学研究所

拓殖大営論集　　（年7回）

　　　　拓殖大堂研究所

帝京経済攣研究　　ζ半年刊）

　　　　帝京大学経済学会

展望　（月刊）

　　　　筑摩書房

天理大学学報ζ人文学会誌）（年3回）

　　　　夫理大学入文学会

土地住宅総合研究　　（季刊）

　　　　土地住宅総合調査会

　　　　発売所　帝蟹地方行政学会

20　〈］～8）　（］～8，668）

東京都千代田区霞が関1－2－1　農林省内

　　　　　　　　　　　　　　　　　（502）8］11

東京都品川区西大井6－1－－51　（782）0011

　（5585～5425）　（6，1～17，8，　‘68）

東京都中央区日本橋本石町1－4　（270）4111

　ζ了6～2ろ）　（1～8，　‘68）

東京都港区芝公園8号地　　　　　（455）22f］

50　ζ1～2）　（2～5，　‘68）

東京都千代田区神田淡路町2－9　（255）12寸1

　（215～221）　ぐ1～6，　‘68）

東京二3乎代田区丸の内1の2　日太工業倶楽部ピル丙

　　　　　　　　　　　　　　　　　（281）27］9

］1「6）～］2（2）　（2’・’4，668）

東京都文京区後楽1－7－22　　（812）2304

　「59）特集（2）　（2，5，　‘68）

東京都文京区小日白5一λ一パ4　（941）6］41

2　（］＼　ζ5，　’ζ～8）

東京都八王子市大塚559　帝京大学経済堂部研究室内

　　　　　　　　　　ノ人王子0426て76）8211

（108、～117）　r1～9，‘68）

東京都千代田区神田小川町2－8　（291）7651

う9ζ5～4）　パ～㌣，‘68）

奈良県天理市杣之内町］050“天理大学内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）1511

（15）　（5，668）

東京都千代田区大手町2－8　日本ビルディング555

の2号　　　　　　　　　　　く27◎）1906

東京都新宿区西5軒町52　　　　（268）2］41

一㌔
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土地制度史学　　（季刊）　　　　　　　　10（2～ろ）　（1～4，‘68）

　　　　土地制度史学会　　　　　　東京都文京区本郷7－－5－1東京大学社会科学研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔812）2111

　　　　農林統計協会　　　　　　　　　東京都目黒区目黒2－－11－－1］　（492）2987

東北開発研究　　（季刊）　　　　　　　　7（2～5）　（1～4，‘68）

　　　　東北経済開発センター　　　　　仙台市東2番丁7e　　　　　仙台（22）ろ膓94

東」ヒ経済　 （半年刊）　　　　　　　　　　　　（748～孟9）　（1～2，6ζ～8）

　　　　福島大学東北経済研究所　　　　福島市森合西養山10－7　福島大堂経済学部内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネξ｛島（2’）　21』1

統計局研究彙報　（不定期）　　　　　　　力7）　（5，‘68）

　　　　総理府統計局　　　　　　　　　東京都新宿区若K町95　　　　　（202）11］1

東京銀行月報　　（月刊）　　　　　　　　20（］～6）　（1～6，‘68）

　　　　東京銀行調査部　　　　　　東京祁山央区日本橋本石町1－6…ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イク70）　8111

東京女子大受論集　　（半年刊）　　　　　18ζ2〕　〔5，‘68）

　　　　東京女子大学学会　　　　　東京都杉並区滅詩2丁目　り涼女子大学内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く599）　］↑51

鯨駄学鑑悸刊）　　　（・7～58）（5～6・‘68）
　　　　東京経大学会誌編集委員会　　　東京都韻分寺南町1－7－64　東京経洛大学内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0425（21）　1921

東京経済大学人文自然科学論集一人文自然科学論集

東京農林統計　　（季刊）　　　　　　　　　（16）　（1，‘68）

　　　　東京農林統計協会　　　　　　　東京都港区南青山5一フー10　東京統計調査事務所内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（400）5894

東京都立商科短期大学論集　（半年刊）　14（2）（3，‘68）

　　　　東京都立商科短期大学　　　　　東京都江東区～剰i憾d・島3－9　　（641）0798

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る東南アジア研究一一を季刊）　　　　　　　5（4）（3，　68）

　　　　東南アジア研究センター　　　　京都市左京区吉出下阿達町141京都（77）6111

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－25一



都市問題研究　　（月刊）

　　　　都市問題研究会

東洋文化　（不定期）

　　　　東京大学東洋文化研究所

東洋文化研究所紀要　　（不定期）

　　　　東京大学東洋文化研究所

東洋経済統計月報　　ζ月刊）

　　　　東洋経済新報社

通商調査月報　　（月刊）

　　　　通商産業省通商局

通商産業研究　（年10回）

　　　　通商産業大臣官房調査課

　　　　通商産業研究社

運輸調査月報　　（月刊）

　　　　運輸省大臣官房統計調査部調

　　　　査解析課

運輸と経済　　（月刊）

　　　　運輸調査局

甲稲田政治経済学雑誌　　（半月刊）

　　　　早稲田大学政治経済学会

早稲田社会科学研究　（不定期）

　　　　早稲田大攣社会科学部学会

早稲田商学　　（年7回）

　　　　早稲田商学同攻会

20（2～6）　（2～6，668）

大阪市北区中ノ島1－4　大阪市役所総合計画局内

　　　　　　　　　　　　　　大阪（205）215］

　（44～46）　（2～5，‘68）

東京都文京区本郷7－5・－1　　　（812）2111

（45～46）ζ5，‘68）

東京都文京区本郷7－5－1　　　（812）2111

28（1～7）　ζ1～7，668）

東京都中央区日本橋本石町1－4　〈270）4川1

　（145～145）　（1～5，‘68）

東京都千代田区霞が関1－・ろ一1　（501）151］

16（1～2）　（2～4，668）

東京都千代田区霞が関1－－5－1　（501）1511

東京都中央区築地2－15－］5　（54パ7761

9　（1　0）　～1　0　　（↑／2）　（1～4，　‘　68）

東京都千代田区霞が関2－1

　　　　　　　　　　（580）3］窪1内線2262

28（1～8）（1～8，‘68）

東京都国分寺市泉町2－5－6

　　　　　国分寺0425（2］）6816（企画室）

（208／209）（2，’68）

東京都薪宿区戸塚町1－64ア　早稲田大学政治経済学

部内　　　　　　　　　　　　　（205）4141

（2／5）　（5　，　　‘　68）

東京都薪宿区戸塚町了一647　　（205）414］

（200～？05）　（1～7，　‘68）

東京都新宿区戸塚町望一647　草稲日大学商受部事務

所内　　　　　　　　　　　　　　　　（2e5）4］4］
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山形大学紀要（社会科学）

　　　　山形大学

輸送展望　　く月刊）

　　　　1ヨ通総合研究所

税務大学校論叢

　　　　税務大学校

（不定期）　 5（1）　（1，‘68）

　　　　　山形市小白1｛町㌔一4－］2　　山形（5）

　　　　　　（68～プ4）　（1～7，468）

　　　　　東京都千代田区外神田5－］2－9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25ろ）

　　　　　　（1）（4，‘68）

　　　　　東京都新宿区若松町22　　　　　　（54n

プ42］

1111

8171
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Ameri¢an　Ecorlomic　Rev　iew　　（yearly　5　もimes）　　　　58（ユ63）（Ha‡・cb

　　　　The　Ameri己an　五co擁omic　Assooia七ior㌧　Menasha　　　　　　　　　　Juきユe

The　Annals　of　Thel　Schooユ　of　Busin．ess　Ad］〔泣ni＿－

stra七ion，　Kobe　Univer3i七y，　Kobe　　（annuaユ1y）

AsiaぬSurvey　　（mon七hユy）

　　　　1nstitu七e　of　m七ema七iOna1　S七udies，
　　　　Univeエ’si七y　of　Caユ、i£ornia，　Berke工ey

B＆灘ke　rs妻　］～｛agazine　　（mon七hユy）

　　　　’V己terユσ》ぜ　and　穗Oれs　Lもd－，　LO益don

ぱ2）

一

↑，69）

（，68）

8（ユ～友）ぐ」嵐臓％袖pri1168）

（201205）（Jan．轟y妻68）

13u工LeLin　Of　the　Schc・oユ　（．　f　Orier｝七aユ　and　£、frican

S丙しud　i己s　　（y』early　3　七ime　s）

　　　　The　Schoo工　of　Oriental　～しnd　African　S七udie　s，

　　　　Univer白i七y　of∫・ond。P，　LOnd）n

BuUe七in　Of㌔he伽えveどsi乙y。f　Osaka　P℃efec七ure，

Ser．　D。　Sci斑ces　Of』遼○肥G。㎜eroe　and迦
（工rregular）

　　　　T↓〕eUniversi汐of　Osaka　prefectu3竺e，　Osaka

Canadian　Journal　of　Econo皿ics　　（qμar七鯉⊥y）

　　　　丑1e　Canadiah」ンconomユc　s　Associa㌧iOn戊　To竺（♪↓ゴし○

CO－ex30もence　　（semま＿am孤aユユV　　　　　　　　　　　　も）

　　　　Pe　rgamOn　Pre　s　s　Lもdり　Cxford

ECOnOmia　工n七ernaZiOna↓e
　　　　工s七i七uもodi　Economユa

（quarじer］．y）

工n七erna乙iona工e
　　　　　　　　　　　　　　，

Economic　Developmenじ　and　Cultural
Change（q遭ar七erly）
　　　　ResearOh　Cer・輻e℃£or　EcOnomic　Deveユop－
　　　　menも　a］rld　Culturaユ　Charlge　aも　もhe

　　　　Universi句7　0f　ChicagOき　ChicagO

Economic　Ge　ography　　（（1｛良aT七erl5r）

　　　　Cユark　Un封ersi七y，　Worcester，　Mass．

Genova

3工（1）（f68）

（12）（March　↑68）

1（」）（Feb含　，68）

5（ユ）（JarΣ．　｝68）

2ユ（工）（Fしb．　τ68）

］6（2～3）（Jan．坪April　168）

Econαnic　His七〇ry　Review　　（qUar七erly）

　　　　The　EcOnolnic　｝lic｝ぶしory　Socie九y戊　Camb　ridge

Ec◎漁◇miC　Journal　　（qなarLe　rly）

　　　　The　Royal　EcOn◇mic　SOcieもy，　LQn（戊○η

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿28＿

44（2）（April　168）

2：L（λ）（Apri　1　168）

（309三310）（藪aroh－Ju．ηe　　妻68）



EC　onomic　Re　c　ord

　　　　The　Econoロ1ic

　　　　New　Zaξ11＆1鰻タ

（噛arterly）

Socie七y　of　Austraユia　and
蛎．晶ρぴぎne

EConomica　　（q、膓ar七e℃rly）

　　　　The　London　Sehooユ　of　Ec　onomic　s　and
　　　　Poユitic　al　Sc　ience，　Lozld◎n

Harva℃d　Bus勤3　ss　Rev　iew　　（bi一滋○ロもhユy）

　　　　The　Gradua七e　S¢hoo：L　of　Business

　　　　A（㎞inis七raもi弍m，　Harva㌘d　Universiもy，

（IO5）（March　t　68）

（：L37・｝：L38）（Feb．一］さ｛ay　き68）

ち6（ユ∪2）

B，◎s七◎n

Hi七◎七sr磁）ash　i　Jαユmal　of　C◎㎜e㍗ce　＆　斑a孔age］頂e漁も

　　　　The　Hi匂ot白ubashi　UhiVersity，

　　　　K］頗i輻aohi，　Toky◎

Hi七〇七8Ubashi　J◎urτ1al　of　Ec◇nomics

　　　　The　Hit。七Subashi　Un加ersity，

　　　　Kuni七achi，　Toky◎

（Jan．／Fe輪。却

　　March／Apri1　†68）

（i汀egu玉ar）

　　　5（：L）　（Apri］．、168）

（s頑一a磁鋤y））
9（工）・（June　　，68）

Hito七subashi　Joumal　of　So◎ial　Sf｝ud　ie　s　（irreguユar）　4（1）　（Jan．　，68）

　　　　Th色｝蚤iも〇七SUbaShi　Uniぴe℃si七5r，

　　　CKuni七achi，　TQkyo

工ndu　6七ria〕、　Japan　　（qiまarもe　rly）

　　　　De漁もs冠Adver七ising　むもd．，　T◎ky◎

工吾もema七i・nal　Affairs負ua輪山）
　　　　R◎ya1工ns捷加七e　ofエn七ema七ional
　　　　Affairs，　L◎nd◎n

（」2）　（Ju　ly　　168）

なム（ユ～2）　（Jaτ〕．～Apri工　168）

エn輻em醐・na1　E鋤・mic盈臼view　eea酎3鋤es）
　　　　The　Kansai　Economic　Federa七i・n，　Osaka

エnter疏i・nal　Lab・ur　Review（⑳。n伽y）
　　　　工ぬもernaもi◎nal　1βb　ou．r　Off　ice，　Geneva

JahrbUche　r　fUr　Naもionaユ6konomie　und
sもa輻is七ik：（b＆司m◎n七hly）

　　　　（為ユs七av　Fi5cher▽er正ag，　Sしu七もgaτ尤

Japan　Quar七erriy　’（・quarte　rユy）

　　　　Asahi　Sh　iロ止）un　PUb．　Co．

　　　　Ltdり　T　okyo

9（2）　（Jurle　！68）

97（1w6）　（Jan．wJune　†68）

181（一蝸5）（March～Apriユ　，68）

ユ5（ユ・・2）（」an．畑arch乙Apri1／June　168）
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J・迦砿・fAgricul七uraユ易c・n・mics（ye岨y　3も麺68）
　　　　The　Aξ戸’icul七ural　五cOn◇mics　Socie輻y，

　　　　Manche　s七er

払くエー2）

（Jaa云づMay　？68）

Journal　of　ムsian　S　tudies　　（γe　arly　5　七ime　s）　　　27（2～3）　（Feb・ジMay

　　　　The　Assoc　i争七ion　fcr　Asian　S七udies，　Incっ

　　　　Am　ArborOMichigan

Journa工　of　DevelOP餓enも　Sもud叉e　s　　（quarもerユy）　　　　　　　　L（2）　（Ja刀、6

　　　　Fでank　CaSs　＆　己q．一・輻もd．プL◎nd◎n

JOurnal　of　EconOmic　IIisもo巧グ、（quarte　rly）　　28（1～2）　（Ma1℃h～June

　　　　The　Economic　Hist。rプAssocia七ion，
　　　　New　York

JOurnal　of　Finance　　（γθarly　5　七ime　s）

　　　　The　∠㎞erican　Finance　ASSoc　ia七ion
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　括wYork

968）

↑68）

・68）

23（1－3）．〈MarchプJune　768）

・」6tlz〔naユ　of　EconOmic　S七ud　ie＄　　（se阻毒一annuaユユy＞　　　　　3（1w2）　（5蛋a㌘oh～　　　　）

　　　　Pe　rgamon　Pre　s　s　L七dり　Oxford　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　July　†68）

JOurnal　o£　Financ　e＾　（yearエy　5　七ime　s）　　　　　　23（1～3），（MarchwJUne　，68）

　　　　The蜘rican　Finance　Ass。cia七i。n，　New　Y◎rk

Journaユ　o£　poliもical　Ec◎nomy　　（1）i一滋onもhly・）　　　　　　　　76（ユ〉　（窮◎bL。　璽68）

　　　　ス瓢e　U捻iversiてy　of　Chicag◇　Pressゴ

　　　　Ghicago

Jou瓜of　Regional！Science（卿i一鋤nuaUy）　’8（1）（S’r　l　68）
　　　　The　R㊧gional　Science　Research　工nstitu七e，

　　　　Philadeユphia

Kγklos　　C（祖ar七erly）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21（エ舟2）（968）

　　　　Kykユos・・Verlag，　Ba　seユ

エand　五con◎mic　s　　（quarもerユyト）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち1＋（1）　（P｛sb．　き68）

　　　　Universi七y　of　Wisconsin，瓦adison，　Wisconsin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ廻On七hly　Labor　Review　　（泌伽もhly）　　　　　　　　　　　gl（1三3）　（Jan．竺MarCh．、」68）

　　　　Bure　au　of　Labor　Sta七is七ics，　U．　S．

　　　　Depも．　of　Labor，　washi㎎七〇n

一
3b＿



巫◎れ㎜ξ）n七a　Nipponic　a

S七udie　s　in　Japane　se　Cuユもure

　　　　S◎ph　ia　University，　Tokyo

（qu．ar七erly）

23（ユ／2）　（Jarl．／Feb．　t68）

Osaka　Ecorlomic　Pape　rs　　（s卿㌔amuallア）

　　　　Facu工七y　of　Economics，　Osaka　University，

　　　　Toyonaka，　Osaka

16（2）　（March　f68）

OLemon　Economic　S七udie　s
　　　　The　Economic　Socie七y　of　O七emonga㎞in　Unive　rsi七y，

　　　　Ibaraki，　Osaka

（1）（f68）

Pacゴfic　Affairs　　（qtiar七erly）

　　　　The　Ur≧iVers　i七y’◎f　Bri輻ish　Col砿）ia，

　　　　Vanc◎uve　r

4ユ（1）　（Spring　168）

Ox£ord　Econ◎mic　Papers　　（i7ea鶉1y　3　七ime　s）

　　　　皿£ord　Universiもy　Press，　L◎nd◎n

20（ユ）　（］March　868）

Review　of　Econo皿ic　S七udies　　（夕ea飢y　3七imeぴ）．

　　　　The　Economic　Study　Socie輻y，
　　　　Ca血b℃idge

35（1w2）　（Ja】n．ぷ

　　　　　　　Apriユ　奮68）

Review　of　Econornics　and　SLaもisLics
　　　　The　De　parも1neτ）も　◎f　葛co漁omics，

　　　　Harvard　Unive　rsity，　B◎s七〇n

（quar七erユy） ’㌦ 5°（1’2）躍b｛詞

Rev　ieW　of　I〕nc◎鵬　　arld　］承g　alth　　（q｛Iar七e　rly）

　　　　The　工n七erna七io］aal　ASS◎c　ia七i◎］n　for

　　　　Research　inエncome　and脆alth，
　　　　New　Haven，　Com．

14（工r2） （麓arch～Jurle　　審68）

　　　　　　　Juζ1＼　　’tぐ　）

S七aff　Pape　rs　　（ye　arユy　3　time　s）

　　　　工n七erna七iona工Mone　Lary　Fund， Washing七〇n

15（1）　（Harch　！68）

Sta七istica］．　No七e　s　of　Japan　　（5emi－annually）

　　　　ムdminis七ra七ive　Managemenも　Agency，
　　　　S輻a七is・しieal　S’もanda℃ds　Bureau，　田okyo

（27）（Jεm．　e68）

Weユ七wir七schaf七ユiches　Ax℃hiv　　（semi＿annua1：Ly）

　　　　工ns七i七uts　fUr　Weユ七wir七schafも　an　der

　　　　Universi“し琶もKieコっ　Kie1

Yaエe　Ec・n・mi・E・says（的轟一amuaUy）
　　　　Yale　Univ　e℃s　it酩夢　Ne万　Haver㌧　eon漁．

100《1－2）　（968）

8（1）　（Spring．　旨68）
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日本経済分析文献索引

第　1　部 日本文献

C経済理論

安藤金男：資本循環論について4）づ考察一「循環過程の三つの図形」を中心として一；

　　　　　経済科学　15（3），91～135（3，1968）
花輪百枝：配分された時差関数一概観一；経済学研究（東京犬学）（1り），］5～

　　　　　22（6，1968）
姫野教善：複雑労働の簡単労働への還元問題について（完）；龍谷大学経済学論集

　　　　　7（4），44～58（ろ，1968）

菱山　泉：ケインズの貨幣と不確定性の論理；思想（526），41～58（43

　　　　　1968）

児玉元平：ウイクセル資本理論における資本渥淀の問題；経営と経済　47（4），

　　　　　1～51（1，1968）

工藤良平：ケインズ経済学と古典派第1公準；文経論叢　経済学篇　5（5）g77

　　　　　～90（ろ，　1968）

熊谷尚夫：規模の経済性；大阪大学経済学　17（2／ぎ），68～75（ろ，

　　　　　1968）

松田和久：内部利子率と資本の自己増殖；’国民経済雑誌　1T7（4），34～49

　　　　　（4， 1968）
松石勝彦：利潤・平均利潤範隅と諸資本の競争；経済論叢　101（4），58～

　　　　　ウ7（4，1968）

三神俊信：均衡理論と認定問題；政経論叢（明大）　56（3／4），ig6～

　　　　　230　 （2，1968）
見田石介：宇野弘蔵氏のいわゆる「商品形態」につ㌧て；経済学雑誌　59（1）も

　　　　　］ん21（79　1968）

宮尾尊弘：マルクス的諸法則と新古典派理論｝三田学会雑誌　6「1（7），99～

　　　　　11ろ（791968）
宮沢光一：決定問溺における知識7判断，’情報の価値について一飯売推進費決走問題

　　　　　を例として一・・；経済学論集｛東犬）　ろ4（2）g窪～1ξチ（7含1968）

・－1一



　森川太郎：技術進歩と資本の生産性；関西大学経済論集　18．（1），1～25（4，

　　　　　　1968）

　森田寿一：巨視的有効競争論の試論的検討；名城商学　］7（4）予27～4◎〈5＄

　　　　　　1968）

　元木久：畜積と分配一序；六甲台論集　15（2），12～24（7，り968）

　永谷　清：資本の物化と原理論の展開一『資本論』第三巻の方法に関して㌣；二経済学

　　　　　　季報　17（i5／4），了～55（591968）

　永友育雄：巨視的分析と多産業分析一統一的理解をめざして一；桃山学院大学経済学

　　　　　　論集　9（2），1～28（5，1968）

　新田政則：・→設的不均衡と貨幣的不均衡；産業経済論叢　2（4）⑱24～78（ろ，

　　　　　　1968）

　ロマンチツク時代一あるいは遊学六〇年一（座談）：岡崎三郎（語る人）；近江谷左

　　　　　　馬之介（聞く人）；北九州大学商経論集　5（5／4），］41～］79

　　　　　　（5， 1968）
　斉藤　正：外部経済論（一）；成城大学経済研究（26），95～116（3，1968）

　島津亮二：マクロ経済学の論理と政策的指向性；経済論叢　1◎1（］）g：55～

　　　　　　52（1⑱1968）

　新庄浩二：R．Stonoにょる英国漁斉の計画モデル；国民経済雑誌　117（2）●

　　　　　　72～95（2笥］968）

＊数量綴斉共同研究会議事録　第5回，東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジ

　　　　　　ェクト　6，1968．52P．（数鰻経済研究シリーズ　石40）

　高橋泰蔵：経済現象における「技豹の位置一文化現象としての織斉現象の構造につ

　　　　　　いての一試論一；一橋論叢　59（1）¶1～15（㌔　4968）

田村貞雄：定常経済と成長経済についての一考察；早稲田社会科学研究（2／5），

　　　　　　191～201（59　1968）

　田中　宏：有効需要9過剰設備および物価永準；三田学会雑誌　61｛2），82～

　　　　　　107（2，　1968）

＊内田忠夫；辻村江太郎；宮沢健一；宮下藤太郎繍：近代経済学講座　計量分析篇1

　　　　　　計量分析入門，東京　有斐閣　7，1968．×⑱254P．　ゼ620

　　　　　　目　次

　　　　　　第1章計量経済学の展開耳1～22　　　　辻村江太郎
　　　　　　第2章　 経済学と統計《挙　 P令2S～44　　　　　　　　　　竹　 内　　　　啓

　　　　　　第5章　単純回帰　耳45～77　　　　　　　　　　　衰　谷　千風彦

　　　　　　第4章　 重回帰　 耳79～105　　　　　　　　　　　　　　岩　 日］　醗　
一

　　　　　　第5章　 同時方程式　 る」了◎7～1i5◎　　　　　　　　　　 〆］、　鴉ミ　　　　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一



第6章

第7章

第8章

第9章

生産分析　］誇51～］56

需要分析　Pコ57～180

経済データと予測　P．181～209

計量分析と冠子計算機　P．211～24ろ

山田鋭夫：『経済学批判要綱』における流動資本と固定資本（上）；経済科学

　　　　　C5），59～90（5‘1968）

山本英太郎：デビドソンおよびスモレンスキ～の「ケインズモデル」について；商経

　　　　論叢（神奈川大）　5（3），81～103（2，1968）

吉沢英成：「生産過程」と価値法則㌣宇野教授の所説によせて一；綴斉学研究（東京

　　　　　大学）（11）g・1～12（691968）
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D統計学　統計資料

　畑中広一：畜産統計の方向；衰林統計研究　4（1），1～7（6⑱1968）

　林　棋八：畜産物の市町村別統計の利用と整備について；農林統計研究　4（1），

　　　　　　17～22（6，　1968）

＊日野源四郎：職業と産業一統計分類の方法と実際一東京一粒社　8．1968．

　　　　　　5・2ろ7Σ　（統計新書　7）　ぎ6◎0

　堀内徳高：地域統計の分析を主体とした統計分析手法についてく2）；農林統計研究

　　　　　　4（1）・68～74｛6勺1968）

　岩田政二郎二意識の周辺；農林統計研究　4（3）942～47（6，1968）

　加藤寛孝：統計の改善と開発戦略　日本における経済統討業務の欠陥と展望；経済往

　　　　　　来　 20（6）零95～1◎9（691968）
＊北川敏男：統計学の認識一基盤と方法一第2炉g東京　白揚社　6，1968．

　　　　　　496　P．　　　冨1，8　00

＊国民生活研究所：国民生活の実態把握と新「社会統計」の提唱，東京　同所5

　　　　　　1968．72P．（昭和42年度一般研究　V－2　社会統計の整備に

　　　　　　関する研究）

＊森田優三：統計数理入門憤．東京　日本評論社　7，1968．445P．　ゼエ800

＊村山孝喜：これだけは知うておきたい　統計データの見方．東京　臼刊工業新聞社

　　　　　　6⑨　1968．　29　49　2，　226，　4P．　　冨600

　中山慶一郎：クロスセクションデータと時系列デー西タの結合について；追手門経済論

　　　　　　集　 2（2），2S～44（5，1968）
　野村良樹：社会的生産物の概念と指標；経済研究（一橋大）　19（5）925’～～

　　　　　　26◎（7令1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



＊農林省統計調査部：統言俵の表わし方（統一基準），東京　同部　1，1968．

　　　　　　1］P．

　坂本正三ご水稲作況予測の一方法；農林統計研究　4（1），55～6↑⑨（6，

　　　　　　］968戊

　食品工業の構造変化と農林統計　行政と統計の新しい対応を探る（座談会）：出席者

　　　　　　大竹秀夫；小山智士；角　桂策；提　恒雄；穂積良雄　司会　編集部；農

　　　　　　林統計調査　18（7）g55～65（7，1968）’

＊総理府統計局：昭和40年国勢調査　調査区関係資料の解説，東京　日本統計協会

　　　　　　3，1968．　155P．　
『

￥i　700

　田村正紀：消費者銘柄遷移行動のマルコフ過程モデルにおける諸簡題；経営学・会計

　　　　　　学・商学研究年報（14），89～142（6，1968）

　戸田博愛：畜産行政と統計；農林統計研究　4（了）勺8～12（6，竃968）

＊統計数理研究所：社会現象の統計的モデル化の研究　1967年全国パネル調査（モ

　　　　　　デル166）　東京　同所　1968．2］O只　（数研研究ジポート

　　　　　　19）

＊統計数理研究所：東京定期調査の結果一1966年⑱］967年を主として一東京

　　　　　　同所　2，1968．146，50巳　（数研研究リポート18）

E1　日本経済史

　安良城盛昭：初期帝国議会下の地祖軽減・地価修正運動とその基盤；社会科学研究

　　　　　　19（6），　154～171（5，　1968）

　江頭恒治：甲井家と三井家の関係について一特に経営資本に関連して一；同志社商学

　　　　　　20（1／2）⑱112～124（7，　1968）

　後藤鯖：日本近代史分析の一視角（上）；歴史評論（2ず2），了～］6（へ

　　　　　　1968）

斧服部一馬：高島炭坑とジヤーデイン＝マジスン商会一明治初期における外国資本の企

　　　　　　業者活動～；「増田富寿；中川敬一郎編：近代化と工業化一小松芳喬教授還

　　　　　　暦記念論文集警東京　一條書店　5，了968」　　只85～村O

　伊牟田敏充：明治前期の会社機構に関する一一考察一硫酸製造会社の事例一；経済学雑

　　　　　　誌　 59｛了）撃　22～72（7．　了968）
　入交好脩：所謂「東北型郷村」の起源および性格一『日本資本主義発達史講座』によ

　　　　　　る研究史的回顧一；早稲田商学（20◎）＄12ろ～↑48（㌔1968）
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　岩崎宏之：国立銀行制度の成立と府県為替方；三井文庫論叢C2），167～231

　　　　　　（3，1968）

　加藤幸三郎：九州炭鉱部成立の諸前提一三井財閥形成過程によせて・一；三井文庫論叢

　　　　　　（2），253ん288（’る，1968）

　加藤幸三郎：戦後における「維新史研究」の動向一日本地主制史研究よりみたる一

　　　　　　〔研究ノート〕；専修大学社会科学研究所月報（52），15～2奄（］，

　　　　　　1968）

＊経済企画庁調査局：図説＝経済白書　国際化のなかの琴本経済昭和45年度，東京

　　　　　　至誠堂　7・1968．207P．　冨200

　木村武夫：明治前期における鳥取寮の士族授産；同志社商学　20（］／2），

　　　　　　199～219（7，　1968）

＊小林　茂：長州藩明治維新史研究，東京　未来社　7手1968．425＄viip．

　　　　　　￥1，800

　小林良正：大塚久雄教授の方法について；経済（5了）＄155～159〈7，

　　　　　　1968）

　米騒動五十年〔特集〕；歴史，評論（216）g］～58（891968）
　　　　　　米騒動をめぐって一「明治百年」か「米騒動五十年」か一（対談）

　　　　　　　　Pコ～20　　　　　　増島宏；金原左門く司会〉梅田欽治

　　　　　　一九一八年米騒動の歴史的意義　一米騒動五十周年にょせて一

　　　　　　　　互21～54　　　　　　　　　梅田欽治
　　　　　　植民地朝鮮における一九一八年　一米騒動と朝鮮

　　　　　　　　只55～44　　　　　　　　　　　　　吉田．吉典

　　　　　　米騒動研究の現段階　Pメ5～58　　　　　　　　　　平　田　哲　男

　黒羽兵治郎：明治元年の東幸と東海道草津宿；同志社商学　20（1／2），220～

　　　　　　237（7勺1968）
　松本四郎：幕末・維新期における三井i家大元方の存在形態；三井文庫論業（2）g

　　　　　　］3～90（3・］968）

　三橋時雄：京都府における士族授産と童仙房の開拓一「幾地開拓と士族授産1に関す

　　　　　　る一一事fダリ白勺穆｝究一；同志社商学　 20（1／2）g了7．8～］98｛7⑱

　　　　　　1968）

　三島　一：ある歴史家の回想；専修大学社会科学研究所月報く55）㌣1～26〈2も

　　　　　　1968）

　三井礼子：幕末の三井「家政」改革についての覚書〔史料紹介〕；三井文摩論叢（2），

　　　　　　289～～～52（3，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



　宮本又次：明治期における鴻池家の機梢改革と鴻池家憲法；同志社商学　20（1／2）含

　　　　　　　125⌒》］56（7警　1968）

　望月清司：西ヨーロッパ型「近代化」理解の一視角一ブルジョア民主主義の歴史的性

　　　　　　格にっいて一（研究ノート〕；専修大学社会科学研究所月報（52），

　　　　　　1～15（1＄　1968）

　中井信彦：三井事業史の課題；三井文庫論叢（2），1～12（5，1968）

　中村　哲：服部之総「明治維新の革命及び反革命」　「維新史方法上の諸問題」（歴史

　　　　　　の名著），歴史評論（214）⑨55～59（6，1968）
㌣越智武臣：”近代化”問題の省察一戦後史学史への一視角一；「増田富寿；中川敬一

　　　　　　郎編：近代化と工業化一一小松芳脅教授還暦記念論文集，東京　一條書店

　　　　　　5，　1968．　」　　P．1～20

　大内　力：岡崎さんの日本資本主義発達史；北九州大学商経論集　3（5／4），

　　　　　　1，19～125（5，1968）

　里井彦七郎：羽仁五郎『東洋における資本主義の形成」（歴史の名著〉；歴史評論

　　　　　　（2了5），65～69（7g了968）

　関口街志：ドイツ革命とプアシズムー戦後日本資本主義の問題的状況を展望して一；

　　　　　　経済学論集（東京大）　34｛2），了9～55（7g］968）

　下山三郎：近代天皇制研究序説一その一一；東京経大学会誌（57），3ろ～57

　　　　　－（5勺］968）

㌣正田健一郎：明治初期の地方産業における流通と信用；「増田富寿；中川敬一郎編：

　　　　　　近代化とエ業化一小松芳喬教授還暦記念論文集，東京　一條書店　59

　　　　　　1968． 」　 P．111～141
　安岡重明：三井家同族会の成立前史；同志社商学　20（1／2），157～177

　　　　　　（79　1968）

E2　臼本経済論　日本経済分析一般

麻田四郎：日本の自由化政策；経済セミナー（150），12～16（8，1968）

ドル防衛・ベトナム・春闘一激動する内外情勢と日本く財界入座談会》：岩佐凱実；

　　　　　藤井丙午：篠島秀雄；小坂徳三郎；エコノミスト　46（8戊、50～

　　　　　58（27，2瞥　1968）

福地崇生：日本経済の実物金融両面統合計量模型一国際基督教大学第阻モデルー；

　　　　　経済研究（一僑大）　19（5），202～215、79了968）

・－ 6一



激動する内外経済（特集）；エコノミスト　46（2），14～40，52～59

　　　　　（16，1，1968）

　　　　　公定歩合再引上げと日本経済　］∴14～18　　　　　水　谷　司鶴夫

　　　　　ドル防衛の強化と世界経済一一時的なドル不安の沈静　まぬかれぬデフレ

　　　　　　　傾向一（座談会）

　　　　　　　耳20～35　　　　　　出艦者　館　関一郎；竹内一郎；冨塚文太郎

　　　　　ドル防衛のなかの日本一迫られる二つの選択一

　　　　　　　P．34～40　　　　　　　　山本　進
　　　　　苦しい新年度「政府経済見通し」一国際収支の赤字を打出すまで一

　　　　　　　P．52～59　　　　　　　　　森田　 淳

原田幸裕；斉藤暢宏；日本経済の中期展望；調査月報（長銀）（106）¶5～9

　　　　　（2／5， 1968）
発展期を迎えた中部圏経済一その夢と現実一（地域経済特集）；週刊東洋経済

　　　　　（3419）・97～112（20，7¶1968＞
　　　　　恥らく21世紀の昧と中音噺麟会）　林雄二郎濃醐三；

　　　　　　　P．98～105　　　　　　　　　　酒井正三i三郎；白石国彦C司会）

　　　　　重工業化進む中部圏の輸出構造　活発化する市場開拓努力

　　　　　　　：P．106～112

早川泰正：昭和四三年の日本経済；金融ジヤーナル　9（1），6～11（1，

　　　　　1968）

平和経済計画会議経済分析委員会：内外経済動向　1967年内外経済¢）回顧と展望；

　　　　　資料平和経済（80），1～35担，1968）

引き締め強化後の日本経済（特集）；週刊東洋経済（5587），24～45（209

　　　　　1，1968）

平竹伝三：日本経済とその生産配置；早稲田商学（202），1～56（6，1968）

北海道主要産業の現状と見通し；調査月報（拓銀）（197），23～50，表16

　　　　　枚（7， 1968）
景気調整・国際化の中の日本経済（特別討論会一昭和45年度経済白書をめぐって）；

　　　　　週刊東洋経済（3422）⑨26～5．2（5．8，1968）

　　　　　国際化の進展に備えて一景気政策・構造政策を考える一

　　　　　　　耳27～29　　　　宮崎勇
　　　　　先進国化過程の政策課題を究明する一迫力を欠く記述・豊富な分析資料一

　　　　　　　巳30～43　　　　　　　　　　　　飯田経夫；力石定一；金森久雄；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎　ず；竹中一雄（う会）

　　　　　望まれる政策論の整合的展開　壬．44～λ8　　　　　　塩野ビ　砿　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一



　　　　　経済白書作成の舞台裏　P．49～52

経済動向一当面の経済情勢と今後の見通し；興銀調査月報（14了）g2～57（6，

　　　　　1968）

示績済白割寺集：エコノ　ミス　ト　　4　6　（5　2　），　1　4～39，　4　8～52，　1　01～

　　　　　211（6，8‘1968）

　　　　　進展する国際化時代と日本経済〈シンポジウム＞

　　　　　　　P、］4～3g　　　　　　　出席者　内田忠夫；篠原三代平；市村真一；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大内　力；宮崎　勇；司会　向坂正男

　　　　　　生活不在“の二つの白書一なぜ暮らしの実感をとらえない一

　　　　　　　P◆48～5　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ll」　　本　 正　 雄

　　　　　白書作成の舞台裏をみる一自説織りこみにおどる諸官庁一

　　　　　　　耳210～211　　　　　　　　安原和雄
　　　　　昭和四三年度年次経済報告（全文）　巳10↑～208　経済企画庁

経済白書特集号；経済セミナー　臨時増刊（了49）＄了～224（7，奄968）

　　　　　国際化のなかの日本経済　具了～5　　　　　　　　　　宮　崎　　　勇

　　　　　解説　経済白書　P．4～51

　　　　　理論的検討と批判

　　　　　日本の国際収支構造　P，52～56　　　　　　　　　　　中　西　市　郎

　　　　　国際化と国際分業　P．57～60　　　　　　　　　　矢内原　　　勝

　　　　国際化をどう把えたか　号6了～64　　　　　　　　　神　野　正　雄

　　　　　日本のポリシー・ミツクスP．65～68　　　大熊一一朗

　　　　産業構造近代化の問題点一「重化学工業化」の時代はおわった一

　　P．69～72
国際競争力強化と寡占化　P．73～76

競争と価格形成　巳77～80

寡占化と独占禁止政策　P．8］～84

寡占体制と福祉国家　P．85～88

日本の物価政策批判　只89～92

経済白書うらばなし　P．93～96

昭和45年度年次経済報告　耳97～225
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　経済情勢研究会：春闘をめぐる経済情勢〔特集〕；経済（46），21～1ろ0（2，

　　　　　　1968）

＊経済企画庁：経済白書昭和45年版一国際下の中の日本を済一総論編；付・

　　　　　　参考資料魯東京　大蔵省印刷局　8，1968．2，2・289；292¶

　　　　　　3　1　5P．　　　2冊　　ゼ1　90　；￥45　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8・一



　企業倒産；金融ジヤーナル　9（7）g10～50（7．1968）

　　　　　　企業倒産の背景と問題点巳10～了5　　　　中山金治
　　　　　　企業倒産の現状　版15～21　　　　　　　　　　　　小　林　武　彦

　　　　　　昭和三十年代後半にみられた主要倒産企業の財務構造の特徴について

　　　　　　　　P．21～30　　　　　　　　 小川文夫
＊小島恒久；田中慎一郎；原田　淳；中山俸雄；小林　晃：日本経済論，京都　法律文

　　　　　　化社　6，1968．2，5，260P．　冨850

　　　　　　目次

　　　　　序章　戦前における資本主義の発展　Pコ～25

　　　　　　第一章戦後経済の史的展開　P．26～65

　　　　　　第二章　世界経済と日本経済　耳66～82

　　　　　　第三章　独占資本　亘8ろ～125

　　　　　　第四章中小企業　亙126～152

　　　　　　第五章　商業　P．153～174

　　　　　　第六章　農業　P．175～193

　　　　　　第七章　労働　P．194～219

　　　　　　第八章

　　　　　　　　　　P。220～25　2

　牧瀬恒二：沖縄「基地経済」からの脱却；経済評論

　　　　　　（7¶1968）

＊正村公宏：現代日本経済論，東京　日本評論社　7噺

　　　　　　冨800

　正村公宏：日本経済分析入門　10

　　　　　　経済政策；完

　　　　　　（了零1968＞；（145）鴨

　　　　　　58～68（3，1968）
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国家独占資本主義の構造一財政・金融を中心に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　林　　　晃

　　　　　　　　　　　　　　　17（8）・了26～了58

1968．　x亨1ま⑱ 327P．

　　　　物価上昇のメカニズム；1り　戦後民主主義と

世界のなかの日本；経済セミナー（142），50～59

　　　　　　　　ろ5～46（2零　1968）；（144＞噺

ミクロ的にみた1◎年後の日本経済一40年代の主要業界の成長カーブを探る一（未

　　　　　来展望講座）：堀　武男；山田亮三；向坂正男（司会）；渡辺徳二；武田

　　　　　行松；日本経済研究センター会報（81）⑱52～58（］妻6⑨1968）

南　亮進：日本経済の転換点；経済研究（一橋大）　19（3），220～229

　　　　　（7， 1968）
室伏哲郎：汚職の〃経済政治学（上）一権力犯罪の本質について一；ぐド）一会社
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　世界の腐敗について一；エコノミスト　46（29）り50～57（16⑨

　　　　　7，1968）；46（ろ0），5〔〕～57（23⑨7， ］968、
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　中村孝士：四三年度日本経済を展望する；経済セミナー（142），2～11（1，

　　　　　　1968）

＊日本経営者団体連盟：産業労働現勢報告（27）＝昭和42年度年報・㍉東京　日本

　　　　　　経営者団体連盟弘報部　4⑨1968．2，4，228P．　￥500

　日本経済の量と質（座談会）：出席者　天利長三；樋口午郎；沖中恒幸；嘉治元郎；

　　　　　　加藤　譲；金融ジヤーナル　9（1），12～51（1，1968）

　日本経済成長の条件；週刊東洋経済（5585）⑨22～52（6．191968、）

　日本経済45年の風雪一「エコノミスト」の歩んだ時代一（対談）　脇村義太郎；

　　　　　　正木千冬；エコノミスト　46（15），116～124（2，4，

　　　　　　1968）

　『臼本大国論』を再検討する（特集）；週刊凍洋経済　臨時増刊（5411）　経済

　　　　　　統計年鑑　昭和45年版　8～56（12¶6，1968）

　　　　　　高度成長の再評価と今後の制約要因　P．β～14　　　　宍　戸　寿　雄

　　　　　　日本的コスト・インフレ論の再吟味　P．15～21　　塩野谷　妬一

　　　　　　国際水準でみた日本経済の横断的評価　耳22～36　　永　川　秀　男

＊西日本経済総覧　昭和43年版，東京　東洋経済新報社　8，雪968．172㍗

　　　　　　（週刊東洋経済臨時増刊　第3427，号）　￥280

　則武保夫：1968年の日本経済の展望一ポンド．ドル危機にはさまれた高成長国一；

　　　　　　労働調査時報（570），4～9（1，1968）．

＊大島　清；榎本正敏：戦後日本の経済過程一資本蓄積と景気変動一⑨東京　東京大学

　　　　　　出版会　7，1968．v，285，4耳　　冨980

　　　　　　目次

　　　　　　序章　第二次大戦後の日本資本主義の課題

　　　　　　第・一章　産業合理化期の資本蓄積

　　　　　　第二章　高度成長期の資本蓄積

　　　　　　第三章　戦後日本の景気変動の特徴

　　　　　　むすび一高度成長期の蓄積の限界

＊琉球政府企画局：沖縄経済の現状　1967年度，那覇　同局　5，1968．　19，

　　　　　　505P．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂本二郎：倒産の　数字　を追跡する；中央公論　85（4）．154～169（4，

　　　　　　1968）

　笹原昭五：戦後日本経済の展開一景気変動と経済構造の変化一（概観1）（概観　日

　　　　　　本織斉の展開と法の変遷）；ジェリスト増刊（経済と法律第2版），

　　　　　　2～9（5，　7，　1968）

・－ 10一



　世界経済の新体制と日本（座談会）：池内得二；金森久雄；神野正雄；高橋亀吉：別

　　　　　　冊　中央公論　経営問題　7（2）¶57～75（6，1968）

進行する経済軍事化（特集）；エコノミスト　46（1）4β6r弓08｛㌔2さ

　　　　　　1／9⑱　1，　1968）

　　　　　　　　ク　　　　　　1　財媒硬直化の本質は何か亘86～92　　　佐’藤　　進
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　2　防衛力増強がもたらすもの一佐藤路線と産業界のビヘィピアー

　　　　　　　　巳94～了01　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　田　　　侃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勺　　　　　　5　ジヨンソンを支える産軍体劉一ベトナム戦争でもうける軍需会社群一

　　　　　　　　亙102～108　　　　　　　　清水嘉治
　宍戸駿太郎：マクロ的にみた5年後の日本経済一計量モデルによる予測な中心に一

　　　　　　（中期予測教室）；日本経済研究セ・ンター会報（85），25～24（1，

　　　　　　8，重968）

　総評調査部：年報　日本の政治・経済9労働分析　］968年版，東京　労働旬報

　　　　　　社891968．552P．￥520
　多摩志郎：経済白書の特徴と作成過程；経済評論　17（10），142～149

　　　　　　（9，1968）

　丹宗昭信：経済の発展と法の変遷（概観遜）（概観　日本経済の展韻と法の変遷）；

　　　　　　ジェリスト増刊（経済と法律第．2版）憤］0～18（5憤791968）

　時子山和彦：日：本経済の有効成長径路一再考一；経済研究（一橋大）　19・（5），

　　　　　　250～257（7●　1〆968）

＊土屋　清；平山酷次：ハンドブツク日本経済，東京　日本評論社　6，1968．

　　　　　　289P．　　“ミζ650

　牛島盛光：戦後の須恵村（1〕一政治・経済と村民意識の構造一；熊本短大論集

　　　　　　（56　），　1～56（　6炮　19　68）

　ベトナム和平と日本経済（特集う；日本経済研究センター会報（79）う2～53

　　　　　　（1，591968）

　山本剛士：財界新体制は志向する一官民協調⑱産業再編成警国際協力；エコノミス｝

　　　　　　46（25）唱58～62（4勺691968）

　芳野守雄：日本経済の回顧と展望；農林金融　21（5），22～51（3，1968）

一刊一



F　経済の主体と環境

　安部博純：日本ファシズムと労働運動；北九州大学商経論集　3（3／4），101

　　　　　　～117（5， 1968）
　安部市五郎：ひとりの人間の歩み；専修大学社会科学研究所月報（54）91～47

　　　　　　（3，　1968）

　明山和夫：定年と社会保障制度；都市問題研究　20（5），15～25（5，

　　　　　　1968）

　部落福祉研究グループ：滋賀県草津市木ノ川新田地区における社会福祉実態調査；人

　　　　　　文学（10ろ），　93～130（4・　1968）

　大道安次郎：定年制と老人問題；都市問題研究　20（5），5～12（5，1968）

　海老原治善：日本資本主義の現段階と教育政策（特集　孜育と学生運動）；現代の理

　　　　　　言命（52）， 5～21（5，　1968）

　江見康一：年金財政方式とその経済効果；年金時報（14）・1～，10（3・1968）

　一番ケ瀬康子：母子保護法制定促進運動の社会的性格について一母子保護法制定史

　　　　　　（一）一；社会福祉（14），29～51（2，1968）

　飯田　鼎：労働運動論研究にかんする一試論一比較労働連動論序説一；三田学会雑誌

　　　　　　61（6），1～22（6，1968）

　犬飼一郎：明治期経済発展における小学校教員俸給の変動；経済研究（一橋大）

　　　　　　19（3），　266～271（7，1968）

＊稲垣正明：社会保障研究，東京　評論社　7・1968．213P．　￥900

＊飯塚浩二：地理学方法論，東京　古今書院　4，1968．242耳　　￥1，000

＊人文地理学会編：地理学文献目録第4集　1962～1966，東京大明堂

　　　　　　4，　1968．　x，　626且　　 「￥3，600

　「過疎」問題と地方自治（座談会）：早田利男；大久保毅一；大谷省三；一楽照雄；

　　　　　　築地文太郎；平井正文；協同組合経営研究月報（178），27～46

　　　　　　（7，1968）

　岸　　勇：戦後日本の公的扶助（一）；研究紀要（日本福祉大）（13），1～31

　　　　　　（3，　1968）

＊国民生活研究所：都布災害に関する研究資料（関東大震災級の震災被害・人間行動と

　　　　　　その対策），東京　同所　3．1968．162己

　　　　　　（昭和42年度一般研究皿一4　都市災害に関する兀究）

　河野共之：国民年金改正法成立に至るまでの経緯および第55国会審議状況；年金時

　　　　　　報（14）⑨11～19（5，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－12一



松本武子；一番ケ瀬康子；吉沢英子；田端光美；小島蓉子：家庭児童の福祉に対する

　　　　　地域活動上の諸問題；社会福祉（14），85～139（2，1968）

南　亮三郎：人口政策と経済＝および社会政策；研究諭集（駒沢プ、）（i5），47

　　　　　～63（6筆了968）

宮本憲一：日本の公害（一）；（二）（や’さ1、い経済分桝）；経済（51），208～

　　　　　　218（7・］968）；（52＞¶　172パ》｛85（8，1968）

宮沢和高：化学エ業の大型化と公害問題；化学経済　15（フ㌔24～28（フ＄

　　　　　　1968）

森　光夫：戦後の炭鉱労働運動史序論一北海道を中心として一；経済学論集（札幌大）

　　　　　　1（1）⑱69～84（iζ・　1968）

　日本人の経済行動力（シンポジゥム　6～9）；回刊呆洋経済（558ノ），48～

　　　　　　63（27g了g了968）；（5ろ98）＄ 了00～了］7（きe＄三～勺

　　　　　　1968）；（i～407）・フ06～121（18，5， 1968）；

　　　　　　（5418），100～128（り5，7， 1968）
　　　　　　6　経済発展と日本的地域社会：　　　　繊席者　隅谷三喜男；蓮見音彦；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神島二郎：増田義郎；柴田徳衛

　　　　　　7　技術をめぐる消化力と創造力：　　　出席者　隈谷三喜男（司会）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田星美；筑波常治；森川装正；和日忠太

　　　　　　8企業者繍申一タテマエとホンネ：　出儲隅谷三喜男（司会）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森川英正；長幸男；竹中一雄；こ感ミ守章

　　　　　　9　価値観と経済発展：　　　出席者　隅谷三喜男（司会）；作田啓一；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上信彦；住谷一彦；石川弘義

　日本における社会主義への道（座談会〕：出席志　（司会）都留重人；有沢広已；

　　　　　　　　稲葉秀三；高橋正雄；木村健康；フェピアン研究　19（6），1～

　　　　　　　　50（6，1968）

＊日本社会保障大辞典　1　あ一こ；2　さ一と；5　な一わヵ厚生省；労働省監修，

　　　　　　東京　社会保険法規研究会　5，1968．189496；681；

　　　　　　586⑱27王㌧　5冊　各￥6，000

　尾形　憲；私学の中小企業的体質について（2）一私立大学の「不均等発展」一；

　　　　　　ホ醐1志林　 56（1）⑨1～50（191968）
　小川喜一・：社会保障闘争の前進と総評；月刊労働問題（125）＄88～97（9噺

　　　　　　1968）

　岡本博司：所得再分配と社会保障；千葉商大論叢（9）⑱155～176（6，

　　　　　　1968）
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　岡村重夫：老人生活の変化と福祉対策の問題点；都市問題研究　20（5），56～

　　　　　　71（5，　1968）

＊政治科学研究会：日本の公害，東京　ビデオ出版　4，1968．253耳　（政治

　　　　　　科学研究叢書　1）　￥800

　鈴木美雅：都市問題と労働運動；現代の理論（51），85～91（4，1968）

　田端光美：農民の社会保障をめぐる若干の問題；社会福祉（14），55～72（2，

　　　　　　1968）

＊竹内利美編：下北の村落社会　産業構造と村落体制，東京未来社　5，1968．

　　　　　　559P．　 「￥2，800

　　　　　　目次

　　　　　　第一章　下北村落の歴史的背景

　　　　　　　第一節　地方統治制度の変遷と下北村落　P．9～57

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内利美；石崎宜雄

　　　　　　　第二節　近世の産業と南部藩の制度　P．37～102　竹　内　利　美

　　　　　　　第三節　廻船と下北市場　P、102～126

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内利美；石崎宜雄

　　　　　　第二章　近代の産業動向　P．127～195　　　　　　竹　内　利　美

　　　　　第三章　産業構造と村落体制　亘196～215　　　　竹　内　利　美

　　　　　　第四章　村落生活の藷相

　　　　　　第一節　東通の村落

　　　　　　　一　東通村目名　其217～259　　　　　　　　竹　内　利　美

　　　　　　　二　東通村大利　亘259～265　　　　　　　　竹　内　利　美

　　　　　　　三　東通村石持　耳265～285

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内利美；石崎宜雄

　　　　　　第二節　北通りの村落

　　　　　　　一　佐井村磯谷・川目　P．286～303　　　　塚　本　哲　人

　　　　　　　二　佐井村長後　耳303～533　　　　　　　　佐々木　徹　郎

　　　　　　第三節　西通りの村落

　　　　　　　一脇野沢村小沢耳554～379　　　江馬成也
　　　　　　　二　脇野沢村九艘泊　耳379～401　　　　　　田　原　音　和

　　　　　　　三川内町畑P．401～408　　　　 石崎宜雄
　　　　　　第四節　半島基部の開拓村落　P．409～489　　　田　原　音　和

　　　　　　第五節　東通村尻屋　巳489～556　　　　　　　竹　内　利　美

寺本　力：地方公務員共済組合の現況と当面の問題点（その五）；目治研究

　　　　　44（4），49～68（4，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－14一



　戸木田嘉久：戦後炭鉱労働運動の展開過程（2）；立命館経済学　16（5／6），

　　　　　　119～156（2，1968）

　坪野剛司：国民年金改善調査の結果；年金時報（14）⑱20～98（391968）

＊氏原正治郎；小山路男；簗　　誠：社会保険享典g有泉　亨監修g東京　社会保険新

　　　　　　幸艮社　 2，！968．　27＄　1555・28只　　「￥8，000

＊吉田秀夫：医療保障入門　その歩みと㍊誇東京　医学書院　4，1968．284P．

　　　　　　￥580

　柚木崎次郎：当面する老人福祉対策と問題点；都市問題研究　20（5），40～

　　　　　　55（5¶1968）

G　社会経済体制

青山秀夫：経済制度と現在の問題（近代経済学とその応用　最終回）；日本経済研究

　　　　　センター会報（7ろ）⑱57～60（1，2鴨1968）

「福祉国家」と私たちの生活＜1＞～〈39　完〉；エコノミスト　46（5）～

　　　　　46（27）

　　　　　〈了〉　 渡辺洋三三：ネ昆i祉国家≧二現イざ国家；46（5），　36～42（25，

　　　　　　　　　1，1968）

　　　　　＜2＞宮本憲一：進まぬ生活環境の改善；46（4），60～65

　　　　　　　　　（三50¶1，1968）

　　　　　＜3＞　吉田秀夫：老後の不安はとり除けるか；46（5），62～

　　　　　　　　　67（6929 1968）
　　　　　＜4＞　吉田秀夫：国民皆保険の行詰り；46（6）・64～68（13憤

　　　　　　　　　2＄1968）

　　　　　〈5＞　藤本　武：減らぬ労災・職業病；46（8）？66～7↑（27，

　　　　　　　　　2，重968）

　　　　　＜6＞；〈7＞　川上　武：入間不在の医療制度（上）一米英における実

　　　　　　　　　　　　情一；（下）一差別さ新ナ・人命尊重一；46（9）⑨

　　　　　　　　　　　　　62～67（5⑱　5，　1968）　；46（り0），　66

　　　　　　　　　　　　～70（12， 16，　1968）

　　　　　＜8＞；＜9＞　小川政亮：あまりに貧弱な生活保護（上）一いせん恩恵

　　　　　　　　　　　　的な色彩残す一；（下）一きびしすぎる適用行政；46

　　　　　　　　　　　　　（11）警66～72（19，5宰1968）；46

　　　　　　　　　　　　　（12）曽68～74（26警 5，1968）
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　　　　　　ぐ0＞；ぐ1＞鷲谷善教：矛盾だらけの保育行政（上）一そこなわれる

　　　　　　　　　　　　　　母と子の権利；（下）－r児童福祉法」の理念を生かせ；

　　　　　　　　　　　　　　46（］4），74～8］（9， 4，　1968）；46

　　　　　　　　　　　　　　（15），72～79（16，4，1968）

　　　　　　＜12＞；＜13＞　伊ケ崎暁生：教育行政の反動化進む（上）一ゆがめられ

　　　　　　　　　　　　　　る教科書；（下）一矛盾に満ちた学校運営の実態；46

　　　　　　　　　　　　　　（り8）勺68～74（…50⑱491968）；46

　　　　　　　　　　　　　　（］？）勺66～7り（7＄5，　了968）

　　　　　　＜］4＞　中安這子1取残される蔓村の老人一不安を解消しない農民年金制

　　　　　　　　　　度；46（20）ち　62～6ア（1乙》　5，　1958）

　　　　　　＜15＞　高裂　鳥：立恰て牡れろ都市自営層一労働力再配置のあおり一；

　　　　　　　　　　46（2宍），7ろ～81（28，5勺1968）

　　　　　　＜16＞　小沢辰男1福祉予算を㌧負う地方財政一なお低い社会保障費の悩

　　　　　　　　　　み一；46（2三）警68～75（《i警6g了Q68）

　　　　　　ぐン〉；ぐε〉酬秀夫・繊粒？医療購（上ト願倍増，サー

　　　　　　　　　　　　　　ビヌ低下一・；（下）一患者ヘシワ寄せする改革案一；

　　　　　　　　　　　　　　46（24）、 68～75（11，　6， 1968）；

　　　　　　　　　　　　　　46（25），64～69ζ18¶メ，　1968）

　　　　　　〈19　完ン　小池清廉1見捨てられた［♪身障㌫児一この子らを救えるの

　　　　　　　　　　　　｛’よだれカ、一；46727）¶80～85（2．7，］968）

　福昆文人：福祉国家の基本的理念について；同志社商学　20（了／2），6了9～

　　　　　　659（7．’1968）

　星野　中：「帝国主義論体系化」とマルクス経済学の体系性一入江節次郎著『帝国主

　　　　　　義論序説』にょせて一；社会科学　2（3／つ，2元6～275

　　　　　　（7／8，1968）

　飯田経夫：経済政策における民主圭義の限界；中央公論　8ろ｛3），86～10り

　　　　　　（5，1968）

　入江節次郎：帝国主義論の方法；経済研究｛一橋大）　］9（2戊，104～1り0

　　　　　　（4，　1968）

　入江節次郎：帝匡注義論の体系的性格；社会科学　2（S／4），1～52（7／89

　　　　　　1968）

＊ジヤンセン（Jansen，　Marius　B．）編：日本における近代化の問題¶細谷千博

　　　　　　鰍鯨岩漣店フー％い了’ぼ￥駕c臼
　　　　　　゜・19ヱ蕊aユ☆℃抽：°hang工蕊g」時廷e§e　a七登紅u鐸

　　　　　　toward　m◎d．㊧rnization．　Ed．by　Mariu8　B．Janθ6n．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－16一一



　　　　　Prinoeton，　Prince七〇n　Univ．　Prθas●　1965．

門脇　彰：過渡期の国家資本主義一レーニンの罰家資本主義論をどξ〉ぐって一；社会科

　　　　　学　 2（5／4）・了］5～1513（7／8，了968）

海道勝稔：独占と国家の作用一国家独占誤粒」三義の据標の若｛この聞迂一；社会科学

　　　　　2（5／4），5i5～76（7／891968）

川上正道：アメリカ占領下の日本資本主義；東京経大学会誌（58）、1～50（6，

　　　　　1968）

経済政策の争点（特集〕；経済（49），30～94（5¶］968）

　　　　　緊迫する情勢下の経済政繁の争点（対談）

　　　　　　　耳50～53　　　　　　　渡辺　　武；一ノ瀬秀文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　編集部

　　　　　日本経済の進路をめぐる二つの道P．54～67　　小林栄三

　　　　　中間諸政党の物価政策批判一民社党，公明党・社会党一

　　　　　　　王㌧68～83　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇　 野　 三　 良β

　　　　　民社党の経済政策の基本性格　Pぷ4～94　　　　　　中　村　千代雄

熊谷筒夫：経済政策の新しい課題；日本経済研究センター会報（76）g62～65

　　　　　（15，3，］968）

松隈徳仁：野呂・猪俣論一国家論をめぐって一；現代の理論（48）＄28～59

　　　　　（191968）
見田石介：宇野弘蔵氏の帝国主義論について（『帝国主義論』発刊五〇周年記念論文）；

　　　　　経済（46），　141～156（2，1968）

宮沢喜一；山本正雄：了968年・経済政策の謀題＝対談＝；エコノミスト　46

　　　　　（1）⑱　78～85（29　1／9g　］g　1968）

中村隆英：経済政策の進路一続・高度成長の再考察一；世界（272）w72～81

　　　　　（7，1968）

野尻武敏：経済体制論の展開て学会展望）；国民絃済雑誌　　117（4），85～

　　　　　1◎7（4，1968）

大野達三：汚職政治と日本国家独占資本主義；経済｛5望ノ，了00～117（7，

　　　　　1968）

専修大学社会科学研究所：日本資本主義構造の研究，東京　朱来社　7，1968．

　　　　　401，7P．　￥1，800
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　　　　　　目次

　　　　　　1　総過程

　　　　　　　第一章　日本資本主義の再生産構造一段階規定と特質把握一

　　　　　　　　　　　互15～85　　　　　　　 玉垣良典
　　　　　　口　転回過程

　　　　　　　第二章　経済政策の形成一昭和二〇年代後半期の意義との関連からみて一

　　　　　　　　　　　只87～］24　　　　　　　小林義雄
　　　　　　　第三章　資本蓄積の金融的特質とその形成過程　P．125～175

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志　村　嘉　一

　　　　　　　第四章　戦後日本労働運動の特質に関する一一考察　P．了77～2了2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗　木　安延

　　　　　　　〔附論〕　労励力需要の基調的転換一雇用弾性値の変化を中心に一

　　　　　　　　　　　　只2］5～250　　　　　　石崎唯雄
　　　　　　皿　構造分析

　　　　　　　第五章　日本型寡占体制と産業政策　巳251～511

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　秀一郎

　　　　　　　第六章　農民層分解構造と「農業危機」　P．515～552

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　渡　貞　雄

　　　　　　　第七章　国家の存在理由と政治指導　］ミ551～401

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　島　新　吾

　白川真澄；大谷　強：日本帝国主義における特殊性とは何か一日本帝国主義論争史の

　　　　　　一論点一；現代の理論（55）g45～58（691968）

　手嶋正毅：過渡期における国家資本主義の諸形態；立命館経済学　］615／6）．

　　　　　　1～44（2勺　1968）

　津田直則：ティンバーゲン経済政策理論の検討（1）；六甲台論集　15（2），

　　　　　　25～ろ7（7噺　了968）

　宇野弘蔵：何のための帝国主義論々義か一見田石介氏の批評を読む一；経済評論

　　　　　　17（7）⑨88～100（6，1968）

　横井弘美：福祉国家の理念と政策；社会思想研究　20（7）＄2～了0（15，79

　　　　　　1968）

　横井弘羨：福祉国家論の経済社会学的考察（1）⑨名古屋学院大学論集（14），

　　　　　　49～70（631968）

＊吉田義三：現代経済政策の理論，東京　日本評論社　7⑨19C8．　viip．256，

　　　　　　6P．　　X700

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－18－一



吉田義三：現代経済政策論講義　10　政府予算と財政政策；11　安定成長のための

　　　　　ポリシー。ミックス；完経済政策と経済計画；経済セミナー（142）9

　　　　　60～65（1，1968＞；（143），2ア～53（2，　1968）；

　　　　　（144），46～51，57（3，　1968）

H　国民経済循環の構造

　藤野正三郎：所得と富の理論一試論的研究一；経済研究（一橋大）　19（2），

　　　　　　118～124（4警　1968）

藤野正三郎：富の構造（42年度共同研究）；日本経済研究センター会報（85），

　　　　　　38～41　（1，　8，　1968）

　石渡　茂：技術進歩計測における資本ストツク推言†の諸問題；季刊理論経済学　19

　　　　　　（2）宴60～71（7令1968）

＊金子敬生；吉尾匡三；牛嶋　正；松永嘉夫：国民所得と繊斉政策，東京　春秋社

　　　　　　6・1968錫　198，　vi1P．　　冨780

　　　　　　目次

　　　　　　第1章経済の循環と国民所得耳ろ～46　　　金子敬生

　　　　　　第2章　国民所得の変動と経済成長　己47～74　　　金　子　敬　生

　　　　　第5章　国民所得と金融　亘75～121　　　　　　　吉　尾　匡　三

　　　　　　第4章　国民所得と財政　Pコ23～149　　　　　　牛　嶋　　　正

　　　　　第5章　国民所得と国際経済　P．］51～198　　　　松　永　嘉　夫

　能勢信子：市場勘定＝取引カテゴリー勘定の構造一社会会計における古典派的接近一；

　　　　　　国民経済雑誌　117（4），50～68（4，1968）・
置塩信雄：不均衡累積過程における各部P弓利潤率と部門比率の運動；国醐瀕難誌

　　　　　　117（5＞⑱22～ろ9（5⑱1968）
　押坂晃；小山茂樹；石橋恒彦；国吉健一：昭和42年10月～1竺月搦を中心とし

　　　　　　たQE法誤差分析；経済分析（25），1～134（6↓1968）

　島田千秋：国民所得計算における評価の問題一ウィルノこの所説を中心とし三一；

　　　　　　明大商学論叢　 5了（7／8）・155～了69（591968♪
　島津秀典：いわゆる社会資本について一国家資本範薦との関連において一；績斉学雑

　　　　　　誌　 59（1）⑨75～99（79　1968）
　牛嶋正：費用一便益分析の諸悶題；オイコノミカメ（4），1～～28（5，

　　　　　　］968）

＊山田喜志夫：再生産と国民所得の理論g東京　評論社　4，1～08．352P．

　　　　　　冨1，600

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－19一



山口正之：停滞から発展への移行についての一論点一ローザ・ルクセンブルグからミ

　　　　　ハイル・カレツキーへの継承を中心に一；経済評論　17（1），144

　　　　　～157（1，1968）

］　生産の資源

　アペグレン・」・Ol日本の経営は変ったか一雇用制度をめぐbて，上田惇生訳；別

　　　　　　冊中央公論　経営問題　7（2），552～563（6，1968）

＊荒又重雄：賃労働の埋論，東京　亜紀書蕨　6，19G8．6，2・47耳　￥700

　板東　慧：産業再編ど労働組合の条件一戦線流動と労働組合の政策一；労働調査時報

　　　　　　（575），4～8（79 1968）
　第二回国内労使関係研究会議特集；口本労働協会雑誌く111），1～46（6⑨

　　　　　　1968）

　　　　　　提言

　　　　　　労使関係研究の国陰的条件　⊇．1　　　　　　　　　　　菊　地　勇　夫

　　　　　　労使関係の現代的課題

　　　　　　第1セヅション　労働市場の変化と労使関係く報告要旨〉

　　　　　　　　二4～9　　　　　　　　　　津田真徴
　　　　　　　コメント1巳～～11　　　　　　　武沢信一

　　　　　　　コメント2Pコ1～13　　　　　　萩沢清彦
　　　　　　　討論要約P．15～15　　　　　　　神代和欣
　　　　　　第ロセッション　労働争議の変容と労使関係く報告要旨〉

　　　　　　　　耳16～25　　　　　　　　　蓼沼謙一
　　　　　　　こ］メン’ト1　　P．25～24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　　橋　　　　　～光

　　　　　　　コメント2P．24～25　　　　　　　藤田若雄i
　　　　　　　討論要約　P．25～27　　　　　　　　　　　　　　　　松　田　保　彦

　　　　　　第皿セッション　労働老の意識構造の変化と労使関係く報告要旨＞

　　　　　　　　　　　　　　P．28～33　　　　　　杉　政孝

　　　　　　　コメント1P．54～55　　　　　　 中鉢正美
　　　　　　　コメント2P．35～3ア　　　　　　松尾　均
　　　　　　討論夢約　亘57～41　　　　　　　　　　　　　鈴　木　春　男

　　　　　第Wセ，’ション　総括討論く総括コメント〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　山　伊知郎

　　　　　　討論要約　P．44～46　　　　　　　　　　　　　花　見　　　忠
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越後和典：寡占経済下の企業別組合；月刊労働問題（123），5～10（7，

　　　　　1968）
江戸英雄：最近の都市・土地対策と民間デベロッパーの活用について；工業立地

　　　　　7（7）憤4～11（7，1968）
遠藤政夫：定年の延長問題と労③力の活用；都市問題研究　20（6），69～80

　　　　　（6，　1968）

藤本　武：B本の労働災害（二）；（三）；（完）（やさしい経済分析）；経済

　　　　　　（45）・　208～221　（　1タ　1968）　；　（46）笥　210～22了

　　　　　　（23　1968）　；（47）き　175～185（8～憤　1968）

藤田若雄：労働契約論序説，「内田義彦；小林　昇　編：資本主義の思想構造　大塚

　　　　　久雄i教授還暦記念　H¶東京　岩波書店　8，う968」　巳517～

　　　　　542
原田敏丸：戦後における山割制度の研究史について；彦根論叢パ29／150），

　　　　　　13～29（5，1968）

林健一：わか国の農業土地利用問題；’食糧管理月報20（8），3～7（8，

　　　　　　］968）

　変貌過程のサラリーマン像（特集　了）；月刊労働間題（了22）950～55（6噺

　　　　　　1968）

　　　　　ホワイトカラーの生活と意識　巳30～54　　　　　　多　田　道太郎

　　　　　スペシヤリストとゼネラリストー昇進と職種選択の問題一　P．35～59

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　野　　　力

　　　　　　ホワイトカラーの変質芝4◎～44　　　　 藤田若雄
　　　　　期待されるビジネスマン像一明治・大正・昭和三代史一　巳45～55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩　崎　隆　治

　市野省三；佐藤　宏（調査課）：構造変化の労働節約効果に関する一考察一製造業部

　　　　　　門を中心として一；労働統計調査月報　20（6），4～15（69

　　　　　　1968）

　五十嵐久枝：吸引される農家の女子労働力；展林統計調査　18（6），42～47

　　　　　　（6，　1968）

＊飯田経夫ほか：雇用・賃金と物価の関係，東京　日本経済研究センター　7，1968．

　　　　　　22フ己　（研究報吉　廠20）

　　　　　　内容

　　　　　　序　P．1～5　　　　　　　　　飯田経夫
　　　　　　第1章　雇用・賃金・物価の関係と所得政策　P．5～41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯　田　経　夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一21一



　第1章へのコメント　P．42～45

第皿章　量的経済政策としての所得政策　P．45～77

第箪章　賃金調整関数・展望　P。79～121

　第肛章へのコメント　P．122～123

第W箪　賃金変動の分析　P．125～142

　第W章へのコメント　Pコ45～］44

第v章　雇用・賃金・物価と貨幣的効果

　　P．145～162

　第V章へのコメント　P．165

第「暖章　彗勿｛面と貨幣数量説　 P．］65～重88

第珊章　わか国の物価・賃金政策一その経験と教訓一

　　具189～205
第遭章　所得政策の系譜一諸外国における経験

　　P．207～227
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根　津　永二
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佐々木　孝　男

星　野　進　保

　飯田経夫：雇用・賃金と物価の関係（42年度共同研究）；日本経済研究センター会

　　　　　　報ぽ5）・6］～67（㌔7・1968）
　池田苗夫；宗像季男；和田長作：兵員と船舶乗務員の疲労の観察一尿「ケトエノール」

　　　　　　物質排泄と兵業力価との関係一；労働科学　44（3），174～185

　　　　　　（ろ鴨了968）

　池田　信：第一次大戦期における労働組合運動の特質一友愛会神戸支部の成立・発展

　　　　　　を事例として一；臼本労勧協会雑誌（107）g11～21（2，1968）

　猪野出　一：農業技術の展開構造（1）；拓殖大学論集　北海道拓殖短期大学特集

　　　　　　（2）， 奄～24（5⑱　1968）

　石田英夫：鉄鋼大手五社の団体交渉一交渉戦術の考察一；三田学会雑誌　61（2），

　　　　　　55～8］（29　1968）

　石川信男：わか国における女子労侮緒の諸問題；青山経営き繰　5（］）996～

　　　　　　104（6，　1968）

　石川　滋：過剰労働論への一反省；経済研究（一橋大）　19（5），195～

　　　　　　2◎］（7⑱　1968）

　城座和夫：労働面から見た中小企業の発展可能性；調査月報（中小企業金融公庫）

　　　　　　10（1　），　45～57（7，　1968）

＊経済企画庁総合開発局：全国地下水文献目録（自1945（昭20）～至］968

　　　　　　（昭45）〕⑨東京　大蔵省印刷局　7，1968．ろ，2，117己

　　　　　　￥470
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　経済統計課労働災害第1係：機械・金属関係製造業における作業部門別労働災害発生

　　　　　　状況一労働災害動向調査特別調査（昭和42年度第1回調査）結果から一；

　　　　　　労働統計言周査月報　 20（6）⑨2◎～25（6，1968）
　建設省計画局総合計亘諜：国土建設の現況一昭和45年版建設白書について一；地域

　　　　　　開発（46）91～31（7，1968）

　企業合併と労働組合（特集　1）；月刊労働問題（125），26～67（7，

　　　　　　1968）

　　　　　　薪日鉄の誕生と鉄銅労働運動　耳26～ろヌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大橋周治；千葉利雄

　　　　　　巨大化する労組と労働者疎外・・…八幡・富士合併のたどる道・・…

　　　　　　　　P．58～44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4ヒ　原　 離｝　一自1～

　　　　　　合併企業の労働条件P．45～50　　　　 村田多嘉治
　　　　　　日産自動車の労使関係　云5］～58　　　　　　　　反　町　篤　次

　企業合併と労使関係　その1（座談会）：出席者　江幡　清；田中慎一郎；塩川　茂；

　　　　　　岡田完二郎；大堀照司；日本労働協会雑誌（115）＄36～49（8，

　　　　　　1968）

＊棲械振興協会経済研究所：技術サイクルに関する調査研究，東京　同所　6，1968．

　　　　　　125P．　（機械工業経済研究報告書　42－1）

＊機械振興協会経済研究所：技術水準格差の研究＄東京　同所　6＄1968。

　　　　　　165R　（機械工業経済研究報告害　42－5）

　木元進一郎1団体交渉と労使協議制一「閲体交渉と労使協議制の古典的区分」の検討

　　　　　　を中心として一；経営論集（明大）　15（5／4），61～92（5，

　　　　　　1968）

＊耀本　実：臼本の人口集積g東京　古今書院　6令1968．176巳　（グローバ

　　　　　　ル・シリーズ）　　￥600

　小石泰道；服部　昭；山岡靖治：船員における疲労調査資料；労働科学　44（1），

　　　　　　42～57（了¶ マ968）

　小石泰道；大橋信夫；服部　昭：新鋭凌漢船における労働実態；労働科学　44（2），

　　　　　　106＾一11　9（2，　1968）

　国鉄労働組合：国鉄の五万人合理化とその具体的内容；総評調査月報（22），44

　　　　　　～54（7， 1968）
　小松隆二：棲械労働組合連合会の組織と活動一戦前における産業男1庭合体の事例とし

　　　　　　て一；三田学会雑誌　61（5）91～53（5．1968戊

　黒田俊夫：人口構造の変化と定年および老入の問題一都市を中心として一；都而問題

　　　　　研究　20（5），72～84（5，1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2ろ一



＊黒田俊夫：呂本人口の分析憤東京　一粒社　7・1968．4・276P。（統計新書

　　　　　　6）　　￥650

　久谷与四郎：時間短縮の進展状況；月刊労働問題（↑21’），50～57（5，

　　　　　　了968）

　松岡寛爾：労働需給と労働力の価値；法経研究　16（3／4）．1～56（2，

　　　　　　1968）

　三藤　正：あっせん，和解および労働委員会一日本の労使関係　近代化におけるその

　　　　　　役割一；成城大学経済研究（26），39～67（3，1968）

　南　亮三朗：人ロ政策と経済＝および廷会改策；研究論集t駒沢大）（了5）警47

　　　　　　～65（6，　1968、

　美濃口時次郎：人Elと経済成長1社会学研究（9），1～67（5，1968）

　宮川　澄1明治初年の七地所有権の法的性格について（三）；立教繊斉学研究　22

　　　　　　（1），83∩L115し5，1c68）

　森村　稔：就職戦線異状あり一「苦田買い」から「早苗買い」へ・一；エコノミスト

　　　　　　46（28）、50～r＞5（ゾ憤7，望968）

　，村松安子：「偽装失業動員」論の再考輌東京女子大学論集　18（Z），25～49

　　　　　　（5，］968）

　日動火災労働組合　保鰺労働者の意識　単組による組合鼻ら意識調査　組合活動に関

　　　　　　するアン”一’・集約；総評調査月報（17）．25～ス9（2，1968）

＊日本科学史学会論：日本科学技術史大系　第7巻・国拭，東京　第一一法規出版　6，

　　　　　　1968．．　622P．　　｝ζ5，500

　日本的技術開発の展望（特集）；週刊東洋経済（ろ586）966～85（15⑨1，

　　　　　　了968）

　農地法改正は是か非∂・（私はこう考える）；握刊東洋経済（5395），52～61

　　　　　　（16，5，1968）

　　　　　　徹底を欠く政府改正案忘52～57　　　　並木正吉

　　　　　　耕作者の地位不安定化のおそれ耳57～61　　阪本楠彦

　野々村豊：林業労働力の確保に対丁る考え方；農林金融　2了（2），15～19

　　　　　　（2＄　1968）

　欧米水準にいどむ日本の技術開発一主要550社の研究費，技術者の実態一（特別調

　　　　　　査）；東洋経済統計月報　28川）噺2～26（㌔1968）

　！」、川　登：労働力の布場価値論について；日本労働協会雑誌（106），24～51

　　　　　　（り¶　1968）
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　大橋一雄；井上和衛；栗田明良：農業における労働過程の合理化に関する研究一第2

　　　　　報　佐賀平野における水稲作作業慣行の現状一；労働科学　44（7），

　　　　　　る87～411（フ，1968）

　大橋一雄：水稲作における収穫労働過程の撒誠化と聞題点；労働科学　44（4），

　　　　　　201～212（4，1968）
　岡本秀昭：終身雇用制と労使関係の諸類型一昭和50年代の合成化学産業を対象とす

　　　　　　る予備的分析一；人文学報（東京都立大）（64），1～51（5，

　　　　　　1968）

　大崎　耕：農地法「改正」のなかみとねらい；経済（49）．165～176（5，

　　　　　　1968）

＊労働調査論研究会：労働調査論研究会中間報i昔（其の二）一調査参加者との面接結果

　　　　　　および手稿一g東京　同会　7¶・1968．542P．

　　　　　目次

　　　　　　前篇

　　　　　　　戦後の労働調査　互3～45　　　　　　　　　　　氏　原　正治郎

　　　　　　　組合調査と労働力類型論　P．47～84　　　　　　隅　谷　三喜男

　　　　　　　労働争議調査　巳85～1］1　　　　　　　　　　　塩　田　庄兵衛

　　　　　　　労働組合調査　　P．113～165　　　　　　　　　　　藤　田　若　雄

　　　　　　　中！」・・コ］≧菜誠．　》『コ65～了92　　　　　　　　　 松　右　達　白8

　　　　　　　貧困・生活問題調査　P．193～218　　　　　　　江　口　英　一・

　　　　　　　昭禾目3◎年嶺このタi多働調査　　P●2］　9～268　　　　　　　　高　 梨　　　　 昌

　　　　　　後篇

　　　　　　　社会科学研究会工場調査に関する希望　P，27う～274

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　原　正治郎

　　　　　　　賃労鉋関係忙おける封建制　P．275～278　　　隅　谷　三喜男

　　　　　　　東京都商工業の薗立再建基本調査「概説」　P．279～285

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大河内　一　男

　　　　　　　戦後の労働争議　P．286～506　　　　　　　　　塩　田　庄兵衛

　　　　　　　貧困調査「共同研究ノート」　P．SO7～523　　　篭、山　　　京

　　　　　　　文献解題：藤田敬三編著「下請制工業」’P．324～52ダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　本　達　郎

　労働者の職業と入生（特集　2）；月刊労働問題（122），68～95（6，

　　　　　　1968）

　　　　　　職業意識と組合意識　P．68～75　　日　高　六　郎；氏　原　正治郎

　　　　　　組合活動にかける意地　P．79～81　　　　　　　　　森　分　忠　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一25一



　　　　　　二重疎外下の労務課員耳82～87　　　　戸坂孝治

　　　　　　市民としての労働者耳88～95　　　　 安田俊助
＊労働省：労働経済の分析　昭和42年，東京　大蔵省印刷局　7⑨1968．5，

　　　　　　116，11，505亙　　￥470　’（表紙　労働白書　昭和45年版）

　斉藤公助：港湾運送の現状と港湾労働（流通諸問題）；輸送展望（70），36～

　　　　　　54（三5，1968）

　産業再編成とこれからの労働問題（特集）；季刊　労働と経済（16）．5～58

　　　　　　（5，1968）

　　　　　　労働組合．と産業政策耳3～7　　　　　　西村裕通
　　　　　　会社の合併・営業譲渡・解散と不当労働行為　P．8～15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近　藤　正　三

　　　　　　「産業再編成」と雇用問題　P．16～25　　　　　　　戸木田　嘉　久

　　　　　　産業政策と労働組合＝産業再編成下の問題点＝　P．26～29

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手　塚　　　元

　　　　　　産業再編成下の諸問題について　亘30～32　　　　　長　野　一　雄

　　　　　産業再編成と労働組合運動　P．35～36　　　　　　　北　島　利　計

　　　　　　産業再編成と労使関係一合理化問題を中心に一　R37～58

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　馬　哲　夫

　西武自動車労働組合：バス労働者の意識調査　組合への信頼は肯定的　もっと組織力

　　　　　　と活動を；総評調査月報（18），16～21（3，1968）

　白井泰四郎：10年後の日本の経済社会（7）　労働組合はどう変わる（未来展望講

　　　　　　座）；日本経済研究センター会報（75）⑨27～37（1・3⑨1968）

＊宍戸寿雄：明日の社会と職業選択　あなたの20年後の明暗，東京　ダイヤモンド社

　　　　　　5， 1968．　11， 244P．　　X　380

　袖崎栄一’：林野法制の展開と入会権；地域産業（6），57～60（5，1968）

　隅谷三喜男：資本自由化と労働組合；月刊労働問題（120）¶ろ～9（4，1968）

　舘　　稔；三沢緋佐子：都市人口分布における成長法則一若干の外国都市人口への適

　　　　　　用例一；人口問題研究（105），1～11（1，19’68）

　高橋秀雄：金属労働者の状態と要求　兵庫地方本部の六八春闘のための調査報告；総

　　　　　　評調査月報（18），8～15（3，1968）

　高梨　昌：転機に立つ春闘と労働運動一指導層への批判高まる一；エコノミスト

　　　　　　46（12），14～23（26，39　1968）
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＊田中二郎；俵静夫；原　龍之助編：土地政策論g東京　評論社　491968．

　　　　　　547耳　（現代地方自治双書　4）　　￥790

　　　　　　目次

　　　　　　く論説〉

　　　　　　　土地利用政策のない地域政策と地域政策を欠く土地利用政策

　　　　　　　　　P．9～16　　　　宮沢弘
　　　　　　く討論　1＞

　　　　　　　土地政策の現状をめぐって　旦り9～185

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田上穣治；雄川一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中二郎；宮沢弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俵　　静夫；大津留温

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　　　龍之助；岸　　　　　昌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳　瀬　良　幹；砂子田　　　隆

　　　　　　く討論　亙〉

　　　　　　　土地政策のあり方をめぐって　耳187～550

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜飼　信　成；小　林　与三次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田上穣治；雄川一・郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中二郎；志村精一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俵　　　静　夫；宮　沢　　　弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　　　龍之助；岸　　　　　昌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳　瀬　良　幹；砂子田　　　隆

　土地対策についての提言　昭和45年5月27日　土地問題懇談会　1座長　円城寺

　　　　　　次郎）；工業立地　7（7）g12～15（7，1968）

＊特許庁：明日をひらく特許一技術の躍進のために一．東京　通商産業調査会　戊，

　　　　　　1968◆　6，282P．　 1980◎

　徳永信男：漁業労働力の現状と諸問題一第4次漁業センサス設計上の背景一；農林統

　　　　　　計研究　4（1）勺62～67（6，1968）

＊東京都労働局労政部調査課：東京の労働経済，東京　同課　6，1968．16，

　　　　　　417P．

　霞岡次郎：医療労働運動の分裂一日赤労働者の場合一；日本労働協会雑誌（行3），

　　　　　　10～19（8，　1968）

　戸塚秀夫i労働争議の理論と現実；月刊労働問題（121）・5～12（5憤1968）

　津田真i敷：年功的労使関係の研究の前進について一岸本英太郎編『労働組合の機能と廓

　　　　　　織』に学ぶ一；一橋論叢　59（1），86～101（1，1968）
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辻村江太郎：労働の経済学一日本の賃金決定機構一（経済分析講座　5）；日本経済

　　　　　研究センター会報（82）零55～57（15警6ち］968）

氏原正治郎：労働組合め調査活動について；総評調査月報（21），2～15（6，

　　　　　］968）

氏原正治郎：労働力不足の実態と展望一日本の賃金決定機構一（経済分析講座　6）；

　　　　　E…本経済研究センター会報（84），65～69（15．7，1968）

和田正明：農地制度の現状と改正の方向；自治研究　44（5），5～14（3，

　　　　　1968）

若林正俊：農地法改正案の概要：食樋管理月報　20（8），40～43（ε9

　　　　　1968）

渡部　徹：戦線統一・政）X支持をめぐる理論的問題；日本労働協会雑誌（108），

　　　　　2＾プ1り（3，　1968）

渡辺洋三：農地法改正試案の批羊弩的穣討“法律時報　40（2）964～70（2，

　　　　　1968）

矢加部勝美：苦評の危磯と打開の方麿一二L業化に対応した革新性を一；ユコノミスト

　　　　　46（53｝多＞8～44（’15，8・　1968）

山田　貢；内田　孝：労働力不足の現状とその対策について（労働力不足民関する面

　　　　　接調ご諏i］1）；経済月報（経済企画庁）　1968（7），44～58

山本正治郎：定年と牛三年層の雇胃問題；都市問題研ら　20～5），26～59

　　　　　（5．　1968）

山崎　清：地域の就業者構成変化について一若干の試算結果から・一；日本労働協会雑

　　　　　誌（112），　15～25（7，　1968）

吉沢文男：「労働の価格」論の周題点一労働力の価値・価格に関する一考察一：研究

　　　　　論集（繭沢大）（13）g52～46（6．1968）

K生産と生産活動

K1　生産と生産性

＊ダンロップ（DuhユOP，　John　T．）；ディアチェンコ（Diatch㊨nkO，V．P．）：

　　　　　　労働生産性の理論と政策　概念・国際比較・経営，金子美雄監訳，東京

　　　　　　日本生産性本部　3，1968．xv工iち590P．　冨2，000
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Original　titユ⑧：LabOr　prO蝕CtiVity．　A　COnferen◎e　On

　　　　　t畑D工貿eTエngc◎孔c時七sa砿X齢a§《r◎頚

　　　　　Eaθ七ern　an（1　Western　σoun七ri臼白．　N、Y．　Mc（｝raw

　　　　　］日【まユユ警了964●

林　順一：生産性分析論序説一生産性概念（2）一；名古屡学院大学論集（13），

　　　　　29～45（5舞　1968）

児玉元平：所得分配と生産函数；経営と経済（112），1～42（4，1968）

黒田昌裕：企業行動と生産関数；三田商学研究　11（2），47～70（69

　　　　　1968）

水原総平：限界生産力説否定のインプリケーシヨン；龍谷大学経済学論集　7（4），

　　　　　84～98（3，1968）

森川太郎：技術進歩と資本の生産性；関西大学絃済論集　］8臼）警］～23（4，

　　　　　1968）

新野幸次郎：規模の経済性・費用格差と集中；国民経済雑誌　　11ア（2）g1～

　　　　　2〔〕（2，　］968）

主要る00社の生産性をテストする（特別調査）；東洋経済統計月報　28（2），

　　　　　2～25（2，了968戊

K2　産業構造　産業組織

安藤萬寿男：クリスタラーの市場地域体系論；名城商学　］ア（4），87～］Oろ

　　　　　（S，1968）

青木外志夫：中部圏工業構造の立地系数分析ζ2）；工業立地　7（7），52～

　　　　　60（7．1968）

地域開発と住民生活（特集）；地域開発（46）．32～7g（7g了g68）

　　　　　再開発と住民生活一東京の場合一　兀52～59　　　　大　橋　　　薫

　　　　　大都市の拡大による影響一大阪大都布間の間題一　又40～54

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雀　部　猛　利

　　　　　公害と住民一四日市の直面している問題一　P．55～64

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野久尾　徳　美

　　　　　過疎問題と地域開発一中国地方の実態をもとに一一　P．65～72

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安　達　生　恒

　　　　　大規模プロジェクトがもたらすもの　ルポー青函トンネル龍飛側の住民生

　　　　　　　活一玩75～79　　　　　　日本地域開発センター事務局
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＊中部開発センター；大来佐武郎編：中部圏の将来像　中部圏開発整備に関する提案基

　　　　　礎論文集も東京　鹿島研究所出版会　591968．65了又　￥5，70◎

　　　　　　目次

　　　　　　発刊のことば　　　　　　　　　　　鈴木亨市
　　　　　　序文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　来　佐武郎

　　　　　　第1繍　制度問題

　　　　　　　序論　亘3～4　　　　　　　　横越英一
　　　　　　　　董　制度問題に対する基本的考え方　巳5～11　　横　越　英　一

　　　　　　　　2．地域開発と地方財政己了2～50　　　木村吉男

　　　　　　　　5　中部圏開発における財政⑨税制のあり方　呪51～59

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　野　正　一

　　　　　　　　4．中部圏開発と金融具40～51　　　小西雅彦
　　　　　　　　5　補論　中部圏における将来20年間の公共投資額の推計

　　　　　　　　　　P．52～65　　　　　　　　　水野正一
　　　　　　　　巴　広域行政への道　云64～76　　　　　　　　村　田　敬次郎

　　　　　　　　ス　広域行政と行政機構の問題　且77～89　　　河　中　二　講

　　　　　　　　8，土地利用制度の問題点一民間エネルギーの導入方式を中心に一

　　　　　　　　　　R90～102　　　　　　 山口利男
　　　　　　　　9　公共用地の取得を適正かつ円滑にするための機関の設置について

　　　　　　　　　の提案　巳］◎5～］08　　　　　　　　　山　内　正典

　　　　　　　笹　中部圏における新産都市指定地区の地価問題　耳で◎．9～117

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　谷　明　夫

　　　　　第五編　産業開発

　　　　　　序論　　己121～122　　　　　　　　　　　　　酒　井　正三郎

　　　　　　　　t中部圏の課題と使命己123～154　　藤井　 隆

　　　　　　　　2　中部圏経済に関する二つの覚え書一産業最適配置・労働移動一

　　　　　　　　　己了55～142　　　　　　　　　　　　　岡　崎　不二男

　　　　　　　　5　近畿圏，中部圏接合地域問題　忘1λ5～146

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹　内　正　已

　　　　　　　　4．中部圏と首都圏の接合地域一静岡県の役割り一

　　　　　　　　　　P．147～150　　　　　　　　　　　　　　　原野谷　泰　治

　　　　　　　　5　中部圏における機械エ業の特質と問題点　Pコ51～164

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥　村　　　栄

　　　　　　　　在中部圏農業の開発ビジョンPパ65～］7◎城島国弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　一30一
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伊勢湾地区を中心とした重化学工業の方向　亙171～205

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　田　和　夫

静岡県κおける臨海性エ業発展の可能性　P．204～207

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原野谷　泰治

山間部産業開発の方向一長野県・岐阜県飛騨地方の産業の特質と

若干の提案一　P．208～229　　　　　　　宮　坂　正　治

北陸地域における産業開発一主として工業を中心に一

P．2ろ0～251　　　　　　　妙見　 孟

産業開発（主として東海地区）に必要な諸整備対策に関する提案

耳252～265　　　　　　　　　　　　　　井　関　弘太郎

社会開発

　亙267～268　　　　　　 水田　洋
社会開発の基本的視点　P．269～27ろ　　水田　　　洋

住宅の水準亙274～277　　　　服部千之
住宅を中心とする生活環境の整備　P．278～287

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼓　　　肇　雄

わが国の住宅問題解決のための諸問題　P．288～29S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　峯　晴　夫

都市問題とその対策一とくに過密地域における生活環境の問題点

と対策一P．294～501　　　　服部千之
公害の実態とその防除対策二中音鰯内に存在する問題をめぐって一

P。502～ろ25　　　水野宏
都市公害の現状と推移P．524～359　六鹿鶴雄

公害と農薬亙540～544　　宗像桂
公害の法的問題　P．545～ろ55　　　　　　室　井　　　力

観光開発に関する基本理念　巳554～561　西　藤　雅　夫

中部圏における観光開発　P、562～585　　鎌　田　　　基

中部における観光開発の方策に関する若干の提案

只386～596　　　　　　 加藤武雄
教育文化水準引上げのための諸方策　P．597～405

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　田　　　洋

象　生活基盤の確保のために　P．4◎6～4◎8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　田　　　洋

2，社会開発からみた過密・過疎対策　耳ム09～415

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服　部　1二之

　　　　　　　　一31一



　補論　＆　過疎地域住民の就労問題　P．416～418

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼓　　　肇　雄

　補論　4．社会福祉・保健医療・教育問題　P．419～426

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野　　　宏

第IV編基盤整備

　序論　　P．429～430　　　　　　　　　　　　　入十島　義之助

　　1．基盤整備に関する提案　巳451～457

　　　　　　　　　　　　　　　　入＋島　義之助；鈴　木　忠　義

　　2，中部圏内幹線交通網に国する提案　㌧438～454

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡　辺　新　三

　　弓．　r培「t圏における港湾・空港の整備開発　　耳455～4φ5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　　　晃

　　4．中部圏におけゐ主要流○施設　P．466～471

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　石　国　彦

　　5，中京圏の通勤逼学翻送施設計画　P．472～519

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛　利正　光

　　ξ　北陸地方における涜上交通体系の整備　P．520～524

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　　　晃

　　Z　・；慢漫における水資源　耳525へ〇三？

　　　　　　　　　　　　　　　　西畑勇夫；松見三郎

　　8．防災に対する提案号5Sろ～565　　市原松平
　　9　多雪地域としての北陸地方に対する配慮　P．564～569

　　　　　　　　　　　　　　　　塚野善蔵；妹尾博文
第V編　都市問題

　序論　巳575～574　　　　　　　磯村英・－
　　1，ぬ部圏都市の嬢能と配置　政575～585　　伊　藤　達　雄

　　2．都市形成の指向性　亙584～585　　　　磯村　英　・－

　　3．都市生活における環境整備への提案　P．586～590

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服　部　千之

　　4．東海道都市化と都市圏構想　P．591～597　河　中　二　講

　　5　内陸地域の都市の特質と若干の提案一長野県の都市と飛騨地方

　　　高山市を中心として一苫598～611　宮坂正治

　　5北陸諸都市開発の方向具612～620　矢ケ崎孝雄
　　7　名古屋大都布地域への構想　P．621～652　加　藤　　　晃

　　　　　　　　　　　一52一



　　　　　　　　＆　中部圏の空聞価値と空聞利用の将来　P．655～649

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領部千之

　　　　　　　　9　住民意識の近代化　P．650～65］　　　　　磯　村　英　一

大都市の行政と財政（座談会）：赤木須留喜；佐藤　竺；鳴海正泰；遠藤湘吉；

　　　　　高木鉦作；法律時報　40（3），15～27（5，1968）

　蝦名賢造：北海道都市問題の現段階；都市間題研究　20（6），16～30（6¶

　　　　　　1968）

　越後和典：産業集中度と凝集的市場カーケイゼン説を中心として一；関西大学経済論

　　　　　　集　18（］）＄25～46（4，］968）

　越後和典：資本自由化と産業政策一錯乱した政策論を批判する一；週刊東洋経済

　　　　　　（ろ415），65～71（22，6，1968）

　藤井　隆：高密度集積の経済理論一経済進歩について一“経描科学　15（4），

　　　　　　147～164（ろ， 1968）
＊藤岡謙二郎：日本の都市その特質と地域的問題点一明治以後の変貌と現儲肺に関

　　　　　　するモノグラフr東京　大明堂　6，1968，V笥496㍉

　　　　　　￥2，500

　福地崇生；信国真載：日本地城経済の計量経済学的模型（国際基督教大学第Vモデル）；

　　　　　　季干II理議§緻斉学　　1　9　（2　），　72～8　5　（7，　1　968　）

　花輪俊哉：物価・生産性からみた中小企業の発展可能性；調査月報（中小企業金融公

　　　　　　庫）↑0臼）・ろア～44（7・．1968）

＊羽仁五郎：都市の論理　歴史的条件一現代の闘争，東京　勇草書房　ア，了968．

　　　　　　627P●　 ￥950
　蓮見音彦：都市圏の展開と農村の変貌；都市問題研究　20（5），35～47（3，

　　　　　　1968）

　林信太郎：国際企業をめざす産業再編成一高まる大型合併の波一；エコノミスト

　　　　　　46（18），る4～42（30⑨4，1968）

　逸見謙三：農産物貿易の当面の課題；農林金融　21C6）g25～ろO（6，

　　　　　　1968）

　平竹伝三：日本経済とその生産配置；早稲田商学（202），1～56（6，1968）

　井原健雄：地域経済の動向と今後の課題；研究年報（香川大）（7），103～

　　　　　　118（5，1968）

　井原敏之：行政における政策決定一行政改革の推進をめぐって一：都市間題研究

　　　　　　20｛4＞g28～る9（4も］968）

　池田善長：都市発展と地域発展一開発戦略としての都市機能の先行整備一；都布問題

　　　　　　研究　20（・6），44～59（6，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－55－一



　磯村英一：都市理論と都市開発一エキユメノポリスの視点から一；都市問題研究

　　　　　　2◎（6）憤3～で5（6ヵ　1968）

　伊藤俊夫：都市的集績の分析一スピーゲルマンの所説；経済学研究（北大）　18

　　　　　　（イ　），　1＾－24（3蓼　1968）

　伊藤善市：中小企業の発展可能性と財政；調査月報（中小企業金融公庫）　10（1），

　　　　　　21～29（7ヵ ］968）

　泉　三義：大企業と中小企業の発展可能性の差異；調査月報（中小企業金融公庫）

　　　　　　］0（川．3～望4｛7警望968）

＊自由民主党都布政策調査会：都市政策大綱　1968，東京　自由民主党広報委員会

　　　　　　出版局　 69　1968．　453P亀　　￥1，500

　籠山　京’：北海道の都市の動向；都市問題研究　20（6），51～45（6，

　　　　　　り968）

　寡占化の新段階と産業政策（座談会）：出席者　上野裕也；力石定一；中村秀一郎；

　　　　　　林　信太郎；週刊東洋経済（3406），84～96（11，5⑱1968）

　片山虎之介：行政投資計画への一手法（開発運営　5）；自治研究　44｛4），

　　　　　　1ろ9～150（4，1968）

　加藤芳太郎：「予算過程における政治と行政」　覚え書；都市問題研究　20（4）g

　　　　　　54～67（4，　り968）

　川上秀光；松下圭一；香山健一：新しい都市科学形成のために；経済セミナー

　　　　　　（144），2～14（3，1968）

　川西　誠：広域行政と都市間の行政協力；都市問題研究　20（2㍉5～了7（2噺

　　　　　　1968）

＊建設省：国土建設の現況　昭和4ろ年．東京　大蔵省印刷局　7＄］968．

　　　　　　▽i11，327，101・12栽　　￥630（表紙　建設白書　昭和

　　　　　　45年版）

　企溌合併特集：週刊東洋経済　臨時増刊（3415），4～168（3⑨7，1968）

　　　　　　W　大型合併と国民経済一八幡・蜜士問題をめぐる財界首脳と近代経済学

　　　　　　　　　者の論戦一（特別討論会）：E4～39　永野重雄；土光敏夫；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山素平；湊　守篤；小松勇五郎；篠原三代平；

　　　　　　　　　　　　　　　　　内田忠夫；渡部経彦；小宮隆太郎；大来佐武郎

　　　　　　　　討論会を終って　P．40～45

　　　　　　　　　通産省の大企業ベツタリ論に答える｛談）　　　小　松　勇五郎

　　　　　　　　　国民経済的論理を欠く合併賛成論　　　　　　渡　部経彦

　　　　　　　　　大型合併に対する学者の声明について一成長損う競争制限と独禁法

　　　　　　　　　　　軽視を憂えて　　　　　　　村上泰亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一54一



2　特集1　企業合併理論の総合的展開

　大型合併反対の経済学的意味　文48～59

　企業成長と競争の理論的アプローチ　P．6◎～67

　企業成長と合併の経営経済学　P．68～75

　　協調的寡占の恐れ濃い大型合併　互76～8ろ

5　大型合併と私の見解

　　監視機構拡充の必要を再び問う　P．84～90

　　競争制限は統制への危険な道P．9董～99

　　弊害多い行政の過度介入　云100～1◎5

4　特集2　経済体制・産業組織・独禁法と大型合併

　　新産業国家論からみた大型合併　只108～115

　　大型合併支持説にみる没理論性　P．116～り25

　　独禁法にもとる最近の大型合併　P．126～152

5　特集5　現代企業の行動様式とバイタリティ

　　成長優先こそ現代企業の目標　P．］ろ4～了4］

　　日本的企菜バイタリティの源泉と限界
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今　井賢　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．142～147

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　藤　長　正

　　　　　　6　調査1

　　　　　　　鉄鋼大型合併と技術開発　亘148～155　　　田　畑　新太郎

　　　　　　　調査2

　　　　　　　　大型合併と金融・労働界の勢力変動　駕鋼54～159　編　集部

　　　　　　Z　解説　企業成長の理論

　　　　　　　　一マリスの経営者企業論を中心に一E160～168編集部

＊機械振興協会経済研究所：重エ業化段階の国際比較一産業発展の連関構造，動態的特

　　　　　　徴と国際比較一東京　同所　6，1968。BlP．（機械工業経済

　　　　　　研究幸艮告書　 42知一8）

＊近畿都市学会：近畿圏整備と都市一中沢誠一郎先生古稀記念都市論文集一g東京

　　　　　　大明堂　　6噺　1968旬　亨工1，　272三㌧　　　￥］，2GO

　　　　　　目次

　　　　　　1　論文編

　　　　　　　t　広域都市計画のための地域の再編成　㌘，5～18　中　沢　誠一郎

　　　　　　　2．近畿圏整備地域の歴史地理的分析と問題点一地域区分を中心として一

　　　　　　　　　Pコ9～ろ8　　　　　　　　　　　　　　　　　藤　岡　謙二郎

　　　　　　　5　近畿圏整備と都市　又59～48　　　　　　　　吉　富　速　夫

　　　　　　　4　都市整備と計画的集合機能施設　P．49～58　　米　花　　　箆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－55一



　　　　　　　5近畿諸都市の課題とその理論的解明の方法について　巳59～64

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　井　　　修

　　　　　　　6　都布と災害論　P．65～82　　　　　　　　　亀　井　幸次郎

　　　　　　　Z　都市財源論　亙85～92　　　　　　　　　　　柏　井　象　雄

　　　　　　　8．都市公害行政論序説P．95～101　　　田村浩一
　　　　　　　9　中小企業の共同事業　忘了02～了1奄　　　　　戸　田　京　次

　　　　　　1α　市民組織の再検討一都市社会計画と関連して一　P．112～122

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　本　　　登

　　　　　　”　阪神圏諸都市の性格とポ互関遠一住民所得の分析を通じて一

　　　　　　　　　工．125～142　　　　　　　金子精次
　　　　　　’了2　新しいコンミ瓜二うイーへの可能性一日本型のニユー・タウンを

　　　　　　　　　手かかりとして一Pコ43～159　　　大道安次郎

　　　　　　13．神戸布営水道企茱の認匿と展望　ぶ．160～171

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹　砕　龍　雄

　　　　　　14、エ業整備特別地域の底辺一加古川市を中心として一

　　　　　　　　　P．172～185　　　　　　　竹原文治
　　　　　　循．大阪市東部の内陸エ業地域の整備について　P．了86～］97

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　本　憤　雄

　　　　　　16　滋賀県忙おげる入都市勢力圏の交錯　～パワo～2了0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　林　　　博

　　　　　　∬　近鋤都市学会10年史　ぱ213～264

　　　　　　狙　中炉誠一一郎先生の略歴と業績　P．267～272

　北林琢男：地域朔発の明暗一広島県を中心として一；政経論叢（広島大学）　］7

　　　　　　（5／ノ6），　1～27（5⑱　1958）

　小林好宏：わが国寡占経済における競争と協調一産業再編成論議と関連して一；公正

　　　　　　取引（207）傷4～9（191968）

　児玉亮：地域開発の動向について一工業開発と資源開発を中心に一；地域産業（6＞、

　　　　　　29～56〈ろ⑱了968）

　小島　昭：予算過程における政治と行政；都市問題研究　20（4），68～80

　　　　　　（4，　1968）

＊国民経済研究協会三観光踊発と地域経済・一観光・経済効果調査（能登・日光・宮城県）一；

　　　　　　東京　同協会　5・1968．　31ろP．

＊国民経済研究協会：東京大都市圏の再開発と投資財源，東京　同協会　2，］968．

　　　　　　273P、　（経済再開発調査　昭和42年度報告）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　豆56一



　国民生活研究所：住宅団地の施設と住民の意識；国民生活研究　ア（6）⑱1～2ア

　　　　　　（6，　1968）

＊国民生活研究所：住宅団地の施設と住民の意識に関する研究．東京　同所　3，

　　　　　　1968．　252P●　（昭矛日424謬庄一般研究　狙一2　標準《主rξ壌ま童基

　　　　　　準に関する研究）

　これからの都市政策をいかに進めるべきか（月例シンポジウム　政策の経済茸）：

　　　　　　田中角栄；磯村英一；江戸英雄；大来佐武郎（司会）；日本経済研究セン

　　　　　　ター会報（84）⑨9～25（15¶7，1968）

＊久場政彦他：沖縄経済開発の基本と展望，那覇＄琉球大学経済研究所　4＄了968．

　　　　　　115P．

　急展開する産業再編成（時事講演会）；日本経済研究センター会報（8］），2～

　　　　　　20（1，691968）

　　　　　　大型合併のねらいをきく（特集・その1）　只2～9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永野重雄；河野文彦；吉出敏雄（きき手）

　　　　　　国際的潮流と日本の立場（特集・その2）P．10～14　翠　川　鉄　雄

　　　　　　寡占化の有効競争は可能か　P．15～20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小松勇五邸；建元正弘

　前田靖幸：巨大合併・独禁法・産業政策一存在理由を問われる公取委一；エコノミス

　　　　　　ト　46（20）・28～52（14，5曽1968）

　丸山高満：コンビナート立地と地域開発（開発運営ろ〕；自治研究　44（2），

　　　　　　156～168（29　196ξヨ）

　松沢太郎：地域開発と新しい臨海エ業地帯の整備　その1　苫小枚工業港；工業立地

　　　　　　7（7）g　47～51　（1∋　7・　1968）

　三木季雄：東京における中小工場の分布構造一過密地域からの工場分散問題を中心に一

　　　　　　エ業立地　7（7）g21～ろ3（雀宰フg］968）

　美濃部亮吉：私の革新都政論一二年目の課題に向って一；世界（272），47～

　　　　　　59（7，1968）

　美濃口時次郎：経済の二重構造の実態；一橋論叢　60（1）噺1～了8（7，

　　　　　　1．968）

　三宅武雄：中小企業の発展可能性の国際比較；調査月報｛中小企業金融公庫）　10

　　　　　　（1），15～20（7警1968）

　宮沢弘こ地域開発について考える；自治研究　44（5），Z1～44（5，

　　　　　　1968）

＊百瀬恵夫：日本的風土における中小企業論一工業団地化の問題点と事例研究一，東京

　　　　　　白桃書房　8⑨1968．18，519P．　￥1，50，0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－57一



　森　幹郎：都市老人の一面一その別居傾向について一；都市問題研究　20（5）9

　　　　　　85～98（5，　1968）

　永井誠」：中枢管理機能と都市の再編成；都市問題研究　20（3），63～78

　　　　　　（3，　1968）

　中村五郎：行政のストラテジー－C．瓦　LindbユOInの「決定戦略論」を中心と

　　　　　　して一；都市問題研究　20（4），81～93（4，1968）

　中村金治：中小企業存続理論の批判（2）一若干の統計資料による一；東京経大学会

　　　　　　誌（58），51～99（6，1968）

＊中村秀一郎：中堅企業論　増補版9東京　東洋綴斉新報社　791968．Xg

　　　　　　255，　3P．　　￥550

　中野　明：自動車部品工業における集中と分化一再編下の中小企業の動向一；金融ジ

　　　　　　ヤーナル　9（6）・80～88（6，1968）

　中山　武：名古屋大都市圏と鉄道（輸送の視点　インタビユー）；運輸と経済　28

　　　　　　（7）9　71～78（7， 1968）
　新野幸次郎：寡占の成立と現代的意義（産業体制講座　1）；日本経済研究センター

　　　　　　会報（85），45～48（1，8，1968）

　日本経済の産業的課題（特集）；中央公論　85（7），118～265（7，

　　　　　　1968）

　　　　　　日本産業の集中と成長　P．118～129　　　　　　馬　場　正　雄

　　　　　寡占化は必然的か　P．130～158　　　　　　　　　竹　中　一　雄i

　　　　　　国際化時代の技術格差対策　耳159～151　　　　　笠　井　章　弘

　　　　　　産業再編成と労働問題　耳152～161　　　　　　江幡　　　清

　　　　　成長を支える主導産業

　　　　　　　機械工業系　巳162～170　　　　　　　　　林　　　信太郎

　　　　　　　石油工業系　具171～180　　　　　　　　　川　手　恒　忠

　　　　　　　技術先端二〔業系　P．180～186　　　　　　　石　渡　鷹　雄

　西村吉正：都市交通問題解決のための新提案；自治研究　44（3）9115～

　　　　　　140（3，1968）

　西岡久雄：地域構造論に関する覚書（下）一チユーネン，ウェーバー，クリスタラー，

　　　　　　レツシユ，ベヴェンター一；青山経済論集　20（1），61～85（6⑨

　　　　　　1968）

緒方喜裕：大都市圏と過密過疎対策；都市間題研究　20（5），48～62（3，

　　　　　　1968）

岡部史郎：行政におげる政策の形成と決定；都市問題研究　20（4），16～27

　　　　　　（4，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－38一



奥平忠志：函館市の老防構造ρ概説的展望；人茂論究（28），78～89B，

　　　　　　1968）

　大塚友則：都市化時代の進展と今後の方向；都市問題研究　20（3）警79～96

　　　　　　（5，1968）

　小関紹夫：行政における政策決定；都市問題研究　20（4），5～15（4，

　　　　　　1968）

　斉藤定信：中小企業工場団地の現状（2）；工業立地　7（7），38～46（7，

　　　　　　1968）

　産業再編成とこれからの労働問題；季刊　労働と経済（16），5～58（5，

　　　　　　1968）

　　　　　　内容は分類5のなかの同論文を見よ。

＊瀬尾芙已子：立地問題と社会的費用，京都　京都大学経済研究所　6，1968．

　　　　　　53P．　（K工避R　6806）

　嶋田勝次：都市生活環境調査の課題と方法一神戸市街地の調査を通して一；都市問題

　　　　　　研究　20（2）⑨89～］］8（2，1968）

　新総合開発計画と都市問題　特集；経済評論　丁7（10），6～95（9，1968）

　　　　　　都市化工業化した日本の地域計画一資源の最適配分のメカニズムー

　　　　　　P。6～19　　　　　藤井隆
　　　　　　新全国総合開発計画の考え方（インタピユー）　P．20～38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下河辺　　　淳

　　　　　　地域開発計画の現実と論理（対談）　P．51～5S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山卯三；尾上久雄

　　　　　　地域開発と住民参加一計画における科学主義一　P．54～70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　田　　　勝

　　　　　　首都圏への人口集中と地方自治一危機の二つの側面一　Pフ1～8る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴　海　正　泰

　　　　　　都市整備と都市計画法一新都市計画法をめぐって一　P．84～95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　木　鉦作

＊杉岡磧夫；正村公宏：大型合併を告発する一八幡＝蜜士，王子三社の狙うもの，東京

　　　　　　徳間害店　9，1968．270P．　蔓450

　諏訪貞夫：「成長中心点」の理論の地城構造分析への適用；早稲田政治経済学雑誌

　　　　　　（208／209），　445～470（29　1968）

　鈴木美雅：都市問題と労働運動；現代の迂論（5］）g85～9了（491968）

　高橋長太郎：今後における中小企業の発展可能性（序）；調査月報（中小企莱金頑公

　　　　　　庫）　　10（了），　1～2（7，　1968：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－59・一



　高橋　清：東海道メガロポリスと道路政策；都市問題研究　2D（ろ）．25～34

　　　　　　（5憤丁968）

＊高山英華編：都市生活者の生活圏行動一第一生命従業員調査一，東京　地域社会研究

　　　　　　所　3，1968．188P．　（コミユこティ叢書　石3）（地域社会研

　　　　　　究所刊行物　％18）　　￥1，600

　武村正義：国土・地域・都市政策をめぐる基本的体制；自治研究　44（1）9

　　　　　　151～174（1，1968）
　竹ヰ龍雄：公益事業と都市間の行政協力；都市問題研究　2◎（2）笥46～57

　　　　　　｛29　］ジ68）

　田村浩一一：都市間の行政協力と府県；都市問題研究　20（2），77～88（29

　　　　　　1968）

　田中　博：地域開発研究の問題点；商経学叢（55／36）．，1～15（491968）

　田中巖：都市圏の行政協力と共同処理方ゴー東京大都雨圏の事例をみる一；都市問

　　　　　　題研究　20（2）＄≧3～45（2，1968）

　富山和夫：産業発展にかんする児　馨．ホフマンの所説の検討；経済系（／7）含

　　　　　　25へ’55（7・　り968）

　都市問題と都市政策〔特集〕；繊斉（50），20～79（己，1968）

　　　　　　日本人「一．の国土と都市の将来像　耳り0～4d　　　　　川　北　寿三男

　　　　　　都市交通政策グ・問題点一没資と運賃政策を中にに一

　　　　　　　　亘4り～56　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　井　都士夫

　　　　　　布街地の土地情題と都市再麗発只56～67　　佐藤哲那

　　　　　　各党の都市政鍍の検討P．68～ア9　　　　大野隆男
　都市政策の課題と方向一政党の都占政策を検討する一（座談会）：出席者　赤木須留

　　　　　　喜；川上秀光；恒松制治；成田頼助（司会）’鳴海正泰；野口雄一郎；ジ

　　　　　　ユリスト（405），48～69（く⑨8，り968）

　辻悟r：「只迂フローレンスのエ場の立地と規模に関する所説について」；松

　　　　　　L白商大論集　 で9（］）g］07～で26（4奪］968）

＊上田　篤：日本都市論g東京　三一書房　691968．277P．　冨850

　動きだした都布政策の課題を探る（特集）；ジユリスト（403），25～46（1w

　　　　　　8，1968）

　　　　　　新・都市計面法の概要とその施行について　P．25～29

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　塩　洋一郎

　　　　　新・都市計画法と損失補償の問題一とくに開発許可制度を中心として一

　　　　　　　　只5◎～ろ5　　　　　　　　　　　　　　　　　松　島　憩　吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一40一



　　　　　新・都市計画法と地方自治　P．56～42　　　　　　　久　世　公　尭

　　　　　新・都市計画法をめぐって一地方自治体の立場から一　己45～46

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　内　享　一

＊占部都美；中村秀一郎；大島国雄；正村公宏：産吉再編成と企※戦略り東京　日本経

　　　　　営出版会　3，1968．570P．（新経営学全集　第8巻）

　　　　　　冨920

　　　　　　目次

　　　　　　1．産業再編成と企業戦略　耳5～178　　　　　　　占　部　都　美

　　　　　　2．資本自由化と産業再編成　Pコ81～255　　　　中　村　秀一郎

　　　　　　5　産業構造論　P．239～322　　　　　　　　　　　正　村　公　宏

　　　　　　4．公企業の経営巌略　P．ろ25～565　　　　　　　大　島　国　題〉

　矢島不二男：下請中小企業の再編成と問題点；商工金融　18（6），竃～10（6，

　　　　　　1968）

　山鹿誠次：大都市　周辺都市の性格と類型一東京周辺都市を中・心として一；都市問題

　　　　　　研究　20（2），58～76（2，1968）

　山口健治：都市政策の模索（三）～（六・完）；自治研究　44（↑），157～

　　　　　　150（1，　1968）；44（2），75～9〔〕（2噺 1968）；
　　　　　　4　4　（　3　）9　9　9～1　1　4　（　5＄　1　9　6　8・）　；　4　4　（　4　）・，　6　9～8　6

　　　　　　（4＄　1968）

　矢崎武夫：広域計画の諸問題一首都圏の場合一；老蹄問題研究　20（3），5～

　　　　　　22（3，1968）

　46府県の経済力格差と成長変動（地域経済特集　1）；東洋経済統計月報　28

　　　　　　（5），．2～59（’5，　1968）

　吉村　博：帯広市のマスタープラン；都市問題研究　20（6），60～68（6，

　　　　　　1968）

　吉野昌甫：中小企業の発展可能性と金融一企業規模間格差の推移と由小企茱および中

　　　　　　堅企業の金融機関借入れ金残高の特色一；調査月報（中小企業金融公庫）

　　　　　　10（1）∋29～《～6（791968）

　吉富重夫：都市圏の発達と都市間の協力体制；都市問題研究　20（2），］8～

　　　　　　27（2，　至968）

　結城清吾：わか国開発政策の課題（一）；社会科学討究　15（5），37～62

　　　　　　（3，　1968）
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K3　個々の産業

ミクロからみた不況パターン　主要産芙の景気波動を予測する；週刊東洋経済

　　　　　（5590），26～69（10，2⑨1968）

K3A　遵　　　業

藤井幸男：麦管理改善対策について　その3；完；食糧管理月報　20（1），51

　　　　　～56（1，1968）；20（2），ろ5～39（2，1968）

藤原安仲：肉用牛多頭化への道はとおい；農林統計研究　4（1），31～56（6，

　　　　　1968）

古屋勝彌：最近の飼料事情について；食糧管理月報　20（1），14～20（1⑨

　　　　　1968）

古屋勝彌：昭和45年度飼料需給計画等について；食糧管理月報　20（6），16

　　　　　～19（6，　1968）

原田　伸：昭和42年度農業の動向に関する年次報告について；食糧管理月報　20

　　　　　（4），9～14（4，1968）

蓮見音彦：都市圏の展開と農村の変貌；都市問題研究　20（5），35～47（3，

　　　　　1968）

畑井義隆：日本農業の国際比較；明治学院論叢・研究年報（経済学特輯）（3），

　　　　　131～169（5，1968）

畑中広一：畜産統計の方向；農林統計研究　4（1）⑨1～7（6，1968）

服部知治：協同組合の協同と相互取引き；農林金融　21（5），2～8（5，

　　　　　1968）

林　襖八：畜産物の市町村別統計の利用と整備について；農林統計研究　4（1），

　　　　　1　7～22　（　6，　19’68　）

辺見初喜；岡部俊夫：子牛のモデル生産費について；農林統計研究　4（1），25

　　　　　～50（6，　1968）

久守藤男：水田における圃場整備と労働能率に関する考察；農林業問題研究　4（2），

　　　　　29～37（6，1968）

堀越久甫：農協，この非農民的なるもの一「米価闘争」偏重の安易さ一；エコノミス

　　　　　ト　46（30），ろ6～45（23，7，196ε）

細野誠之：家畜市場開設者団体組織とその変動について；農林業問題研究　4（2），

　　　　　10～20（6，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　－42一



池　善英：近郊水田集団利用の問題；農業構造改善　6（7），2～5（7，1968）

今村奈良臣：農業生産力の発展と爲民層分解一分解論展開のための準備的考察一；信

　　　　　州大学経済学論集（2）w了～25（ろg1968）

井上治一郎：最近の米穀需給の概要　45米穀年度米穀需給計画を中心として；食糧

　　　　　管理月報　 20（4），24～29（4，1968）
石川　脩：北東北のてん菜について；食耀管理月報　20（1），21～25（1，

　　　　　］968）

石渡貞雄：最近の農業高地代をいかに理解するか一日本農業の近代化と関連して一；

　　　　　専修大学社会科学研究所月報（56），1～8（5，1968）

石関良司：乳牛飼養規模と牛乳生産費；農林統計研究　4（1），13～16（6，

　　　　　1968）

石墨慶一郎：わが国における水稲育種組織の移り変わりとその成果；農林業問題研究

　　　　　4（1）・了～8（3， 1968）
伊藤喜雄：農家の階層変動一1965年センサス分析一；信州大学経済学論集（2），

　　　　　27～46（5，　1968）

自立経営の成長条件；長期金融　5（1），2～68（7，

　　　　　自立経営論とホーリズムの対決　亙2～5

　　　　　自立経営の形成と経営政策　P．6～15

　　　　　稲作自立経営のメカニズム　P．16～30

　　　　　酪農自立化のプロセス　R51～44

　　　　　ミカン蜜立経営への坂道　P．45～55

　　　　　ハウス自立化の損益分岐点　只56～68

神村

　　　　　計研究

金沢夏樹：農業経営の価格対応と構造問題；農林金融

　　　　　了968）

　

吉
樹
蔵
造
郎
志

　

　

　

　

　

二

　

正

夏

憲

房
昭
誠

　

木

沢

嵐

尾

島
野

　

　

　

十

）
並
金
五
堀
宮
小

8691

茂：リンゴ生産農家の意識一経営支出・家計支出●余剰の配分関係一；農林統

　　　　　　4（1）・57～41（6，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21（7），9～14（7，

柏倉一郎：野菜の入荷時期と，価格の2～5の麗係について一秋i丑市青果物卸売市場

　　　　　の実例から一；農林統計研究　4（1）g48～54（6，1968）

柏砧賢：農業は斜陽産業ではない＝ただし二つの注文かある＝；エコノミスト

　　　　　46（1），　116～120（2魯1／9，つ‘，　1968）

河村望：β本農村の支配機構・一農村社会学における「近代化」論の批判一；人文学

　　　　　報（東京都立大）（64），27～8◎（3g了968）

菊地泰次：小農経済的経営の認識と計測；農林業問題研究　4（2）＄1～9（6＄

　　　　　1968）
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　米の間接統制をめぐって（月例シンポジウム　政策の経済学）：河野一之；中嶋千尋；

　　　　　　石川英夫；鶴田卓彦（司会）；日本経済研究センター会報（76），44

　　　　　　～61（15，　ろ，　1968）

　河野敬三郎；平田倹二：北海道の酪農経営の動向と問題点一ルーズハウジングシステ

　　　　　　ム展開の提唱一；拓殖大学論集　北海道拓殖短期大学特集（2），73～

　　　　　　95（5，1968）

　小沼　勇：昭和四三年度農業施策に関する財政および立法措置；自治研究　44（5）．

　　　　　　57～70（5．1968）

　小沼　勇：昭和四三年度農業施策の才向；口治研究　4♂（5），47～56（5，

　　　　　　1968）

　松原治郎：農村社会の特質と構ぜ政策の方向；農業構造改善　6（7），6～11

　　　　　　（7，1968）

　松本英昭：農業の動向と茂政改革くt．関ナる一考察（一）一総合的地域農業振興施策の

　　　　　　確立のために；自治研究　44（6），151～172（6，1968）

　目瀬守男：果樹経営における適正規模；農W業問題研究　4（1），9～16（3．

　　　　　　1968）

　南　清彦：ミカン上層農の階層区分一農林省農林経営調査農家を通して一；農林統計

　　　　　　調査　’8r6），56～651691960ノ

＊南亮進；石渡茂、捜業の生在関数と技術進歩一95ろ～1065　〔1〕モデ

　　　　　　ルとテータ，東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジェクト　6，

　　　　　　1968．　18耳　（数量経済研究シリーズ　石59）

　三輪昌男：協同組合理論の若干の検討（二）一近藤理論系譜の諸研究について一；社

　　　　　　会科学研究（東大）　’19（5），61～95（6，1968）

　宮出秀雄1花卉生産と花弁市場；富士論叢　イ3（1）．1～29（5⑨1968）

　宮川史成：米価と食管にたいする国家独占資る主義の対抗；経済（52），66～

　　　　　　77（8，　1968）

森末光俊：昭和42年産麦の品種男1拙回状況について；食糧管理月報　20（6），

　　　　　　25～28（6，　19682

　守田志郎：戦前の米の流通問題一間接統制後期を見る一；農林金融　21（7），

　　　　　　1　5～21　（7，　1968）

　本岡　武：東南アシア農業開発における技術協力；東南アジア研究　5（4），

　　　　　　182～190（5⑨1968）

　　　　　　コメント1　東南アジアの農業開発と日本の援助　耳191～192

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩　田　　　宗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一44一
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コメント4

コメント5

数メント6

コメント7

コメント8

長沢憲正：親父経営か

　　　　　調査　 18（1）⑱

中嶋千尋：食管制度はかく改正すべし；週刊東洋経済（3599），40～47（6，

　　　　　491968）

中村　勝：京都府におげる農業教育・試験研猫藷関の進展；農林：ぷ5題研究　4（1），

　　　　　25～52（3食1968）

並木正吉：20年後の農業の地域課題一『地域部会報吉一高密度経蚤社会への地域課

　　　　　題』から一；農林金融　 21（1），4～12（］，］968）

二瓶暢酷こ急傾斜地果樹園における道路と投下労働時間にかんする事例的研究；農林

　　　　　業問題研究　 4（1），　17～22（3， 1968）
日本農業の政策と法制（特集）；法律時報　4e（6）＄4～3了（5，］968）

　　　　　農地法改正案の批判的検討　具4～9　　　　　　　　　渡　辺　洋　三

　　　　　最近の農業の推移と農地法改正　Pコ0～14　　　　　阪　本　楠　彦

　　　　　入会権近代化の実施過程　凪］5～24　　　　　　　　黒　木　三　郎

　　　　　集団生産組織の実態と意義　耳25～31　　　　　　　宮　崎：俊　行

日本農政の課題（座談会）：石川英夫；今村奈良臣；潮見俊隆；小沼　勇；法律時報

　　　　　4◎（6）⑱　…～2～41（5g　］968）

西村博行：「北農式農家簿記」の系譜とその理論的構造；農林業問題研究　4（2），

　　　　　21～28　（6，　1968）

西下延寿：最近のでん粉事情について；食糧管理月報　20（7），52～57（7ま

　　　　　1968）

大橋一雄：水稲作における収穫労働過程の機械化と問題点；労働科学　44（4），

　　　　　2［｝1～2］2（4g了968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　－45一

熱帯農業研究の携建と農業技術援助．上の二g三の1；ii題点

P．］95～199　　　　　　　　　　　　　　 石　 倉　 秀　 汐ζ

農業技術協力について　P．199～202　牧　野　忠　夫

東南アジア農業開発に対処するわが国大学の諸問題

栽202～206　　　　　　　　　　　　宮　山　平八郎

農業技術協力の問題点耳206～209大戸元長
諸外国の農業援助政策の動向　巳209～215

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安　尾　正　元

農業技術協力についての若干の陶題　壬．214～215

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤一男

青年経営か一農家経済調査で優劣を比較すると一；幾林統計

　　　55～60（1， 1968）



　大橋周治：七〇年と経済政策一安保を廃棄する統一戦線のために一｛特集　七〇年闘

　　　　　　争への提言　2）；現代の理論（51）．18～54（4含1968）

　大野　肇：昭和45年度油糧の需給見通しについて；食糧管理月報　20（6），

　　　　　　29～34（6，1968）

　大谷省三：食糧政策の問題点；食糧管理月i報　20（5），3～9（5，1968）

　大塚幹雄：東海における稲作の現状と生産組織（地域農業と米作　その5）；食糧管

　　　　　　理月幸浸　20（5）多8～14（59　1968）

　斉藤　温：関東における農業ならびに稲作の特質（地城農業と米作）；食糧管理月報

　　　　　　20（7），8～15（7，1968）

　斉藤省三：主要食糧の供給と価格の特質について；食糧管理月報　20（6），20

　　　　　　～24（6，　で968）

＊阪本楠彦：農業経済概論　全，東京　東京大学出版会　7，1968．塞工㍉

　　　　　　57i5　P．　　「星…800

　坂本正三：水稲作況予測の一方法；農林統計研究　4（1），55～61（6，

　　　　　　1968）

　関谷俊作：農業振興地域の整備に関する法律案；自治研究　44（6）．151～

　　　　　　り50（6，　1968）

　関谷俊作：農業振興地域制度の考え方；農林金融　21（1），15～19（1，

　　　　　　1968）

　芹沢浩寿：食品コンビナートにっいて；食糧管理月報　2◎（7）＄奮6～25（7，

　　　　　　1968）

　瀬在　健：42会計年度下期における外国産麦類の買付計画について；食糧管理月報

　　　　　　20（1）925～ろ0（191968）
　志岐　喬：中国，四国農業と水稲生産　その了；完（地域農業と米作）；食糧管理月

　　　　　き浸　2｛〕（4）惰　5～8（4，　り968）；2◎（5）含　18～2了（5⑱

　　　　　　1968）

四宮恭二：隠岐牧畑の分解と転回；同志社商学　20（1／2）g285～515

　　　　　　（7‘1968）

　食管制度改革の方途；エコノミスト　46（53），14～25（15，8⑨1968）

　　　　　①取引所再開を提唱する一保有米増力自のいまが好機一烈4～］8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌　倉　　　昇

　　　　　②安易な間接統制論を排す一食糧の再生産基盤を崩す危険一

　　　　　　　　Pコ9～25　　　　　　　　　常盤政治
食糧保管管理をめぐって（座談会）：牛島　慰；南日線郎；藤沢真苗；増田俊明；食

　　　　　糧管理」弓幸艮　2◎（5）憤　10～り7（・5，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－46畑い



　昭和42年産米の保管管理について：（1）手塚新一；（2）林田哲夫；食糧管理月

　　　　　　報　 20（6），　42～45（6，　1968）；20（7），　44～47

　　　　　　（7，　1968）

　杉山克己：昭和45年度食糧庁予算について；食糧管理月報　20〈4），15～

　　　　　　20（4，　1968）

＊水田の基盤設備，東京　農政調査委貝会　㌔1968．314巳　（日本の農業一

　　　　　　あすへの歩み一　55）

　　　　　　内容

　　　　　　第1都　課題へのアプローチ　　　　　玉　城　　　哲；永　田　恵十郎

　　　　　　第2部　コメント：玉城　哲；馬場　昭；永田恵十郎；佐々木四郎；

　　　　　　　　　　　　　　今村奈良臣；大内　力；石川英夫；加用信文；

　　　　　　　　　　　　　　東畑四郎

　隅谷三喜男：群馬蚕糸産業の展開とキリスト教一小生産者層の興隆と挫折一，納田

　　　　　　義彦；小林昇編：資本主義の思想構造　大塚久雄教授還暦記念　皿9東

　　　　　　京　岩波書店　8∋1968」　P．561～582

　鈴木威男（農林課）：戦前における小笠原農※の展開；レフアレンス（208），

　　　　　　53～75（5，1968）

　立花淳太郎：統計からみた農業の変化と農民層分解；経済（5↑），177～2◎5

　　　　　　（7， 1968）
　田所　蘭：米生産の低コスト化を考えよう；食糧管理月報　20（2）＄5～6（2，

　　　　　　1968）

　平実：資本主義経済の発展段階と協同組合の性格；大阪経大論集（63），1～

　　　　　　33（5，1968）

　滝田隆夫：生協に対する農協の援助一仙台市民生協の設立一；協同組合経営研究月報

　　　　　　（178）g5～15（フ，1968）

　滝田隆夫：養蚕に力をいれる桑農協；協同組合経営研究月報（178），57～61

　　　　　　（7，1968）

　玉置弘道：岩手県農山村における窮乏化の諸指標について；福祉研究（19），2～

　　　　　　19（2，1968）

　寺山義雄：西村リリーフ農政への期待と不安一昭和45年度農林予算の方向について一；

　　　　　　農林金融　21（3），15～21（5，1968）

　戸田博愛：蓄産行政と統計；農林統計研究　4（3）g8～12（6，1968）

　富樫　洋：東北におげる米作（地域農業と米作　その5）　食糧管理月報　20（1），

　　　　　　’5～9（1令 1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－47一



強まる市場競争と野菜産地・卸売市場の対応　東京市場の場合（特集）；農林統計調

　　　　　査　 18（6）⑨8～35（6⑨1968）
　　　　　卸売市場聞の価格体系と野菜生産の対応　亘9～竃3　　小野　誠　志

　　　　　強まる産地間競争と激しい立地変動　P．14～18　　　原　田　　　弘

　　　　　技術革新が変えた野菜の作型・流通対応　耳19～24　永　江　弘　康

　　　　　春きやべつの暴落と灯台かんらん　P．25～3◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集部）鴨　沢　　　章

　　　　　宅地化と連作障害は克服されうるか一三浦地方野菜作の課題一

　　　　　　　P．31～ろ5　　　　　　　　　　　　　t編集部）吉　田　弘　子

若井一明：大型船と輸入食糧；食糧管理月報　．20（7），24～31（7，1968）

渡辺兵力：過疎地域農莱問題への接近（承前）；農業構…造改善6（6），8～15

　　　　　（6，　1968）

渡辺睦天：北海道農莱と稲作1地域農業と、1こ作）；食糧資理月報　20（6），8～

　　　　　］5（6，］968）

八重島一政：志印農協長魂計画その後一恒勘訪問覚え書一；協同組合経営研究月報

　　　　　（178）， 62～66（ノg　1968）

八木佐而：農村家族の伝統と変動一栃木県上田部落の場合一1政経論叢（広島大）

　　　　　17（卜〆／ご），41～77（ξ～，1968）

山下雄三：挙家離村の若己；農莱経済研究　40（1）’25＾B（6，］968）

頼永博人：組合閲湯同にょる電算機利用一福島県岩瀬郡マ農協にょる一；協同組合経

　　　　　営研究月報（178｝，47～∪6（7，1968）

吉田和雄：日本農業の基瓜構想について一営農団地構想を中心としで一；農林金融

　　　　　21（1）＄20～2、～（1g　〕968）

吉村喜久三：近畿農業と稲作（地域農業と米作　その4）；食糧管理月報　20（2）⑨

　　　　　7～了5（29　了968）

K3B　林 業

変貌する東京木材市場を斬る一「首都圏における木材流通の実態に関する調査」を終

　　　　　って一く座談会〉：出席者　坂本一・敏；松本謙蔵；安藤嘉友；松島由直；

　　　　　杉本正興；高野了乙；林業経済《257），1～36（7含1968）

片山茂樹：山林税制所感一山林相続税を中心として一；林業経済（256），9～

　　　　　了5（6魯了968）

武藤益蔵：大正昭和林業逸史　六十余年間の思出一林学志望・王子製紙・盛岡高農・

　　　　　留学等一；林業経済（236），22～ろ2（6，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　巧一48一



野村勇：木材長期需給見通しの鱗と問題点；農林金融パ｛2），5～1ク

　　　　　（2，1968）

林業経済研究会　1968年春季大会；林業経済（2ろ5）す1～44（5，1％8）

　　　　　報告

　　　　　戦嵩国有林野の経営と政策　耳］～12　　　　　　森　　　巖　夫

　　　　　戦後の日本経済と林政の基調一一戦後の日本林政をどう》：らえるか一

　　　　　　　P●15～25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4ヒ　∫日　　　 泉

　　　　　討論速記録　烏24～44　　　　　　　　　　座長　兼　岩　芳　夫

林業経済研究会　一九六八年春季大会　共通課題　戦後林政の再検討　報告者

　　　　　森　巌夫；北川　泉　討論速記録（続）　座長　兼岩芳犬；林業経済

　　　　　（2ろ6）， 三～三5～46（6，19（～8）

渋沢雪朗：生しいたけ生産経営の問題点一一多元直線回帰分析による考察一；林業経済

　　　　　く2ろ6），　1～8（6，　1968）

森連の共販事業について；農林金融　21（2）g26～45（2⑨1968）

白樫三四郎：林業集団のり一ダーシップ；面南学院大学商学論集　奄4（4），25

　　　　　～6i5（ろ‘　1968）

山本博国：森連の経営問題とその対策；農1林金融　2］（2）ち20～25（2，

　　　　　1968）

K3C　漁 業

小松昭介：変ぼうする漁家漁業一漁家漁菜三部作のまとめとして一；農林統計調査

　　　　　18（2）憤59～45（2，1968）

桜井俊文：漁家経済は果してパラ色か《漁業年次報告分析への若干の疑問》；

　　　　　農林統計調査　18（川，58～45（1，］968）

K3F　工桑　製造業

天谷直弘：自由競争への基礎固めを（産業の経済学石油化学）；目本経済研究センター

　　　　　会牽艮（84），　24～55（］5，7，1968）

安保体制下の兵器生産一肥大化の可能性と限界一β本の兵器涯業（最終国）（座談会）

　　　　　出席者　海原　治；川田　侃；平山広次；野口雄卜一鰯；エコノミスト

　　　　　46（51），　14～28（…～0，　7勺　1968）

新井俊郎：石油化学工業の成長要因；化学経済　15（5）＄♂6～4g（3，

　　　　　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　－49一



＊エコノミスト：日本の兵器産業，東京　毎日新聞社　8，1968．250で瓦

　　　　　　冨380

　エンジニアリング工業の環境と体質（特集）；化学経済　了5（2），8～52（2，

　　　　　　1968）

　　　　　　エンジニアリング企業の役割と今後の体制耳8～13大島雄志

　　　　　　エンジニアリング3社の経営分析一千代田化エ＄日本揮発油警東洋エンジ

　　　　　　　　ニアリング　P．14～22　　　　　　　　　　　編　　集　　部

　　　　　　わか国のプラント輸出と輸出市場の勤向耳23～27松下信之

　　　　　　欧州のコンサルタントとコントラクターP．28～52米本完二

　技術導入自由化と化学エ業（特集）；化学経苗　15（6），8～25（6，1968）

　　　　　　技術導入の功罪と自由化の影響　P．8～14　　　　　山　本　修　滋

　　　　　　化学エ業における技術導入とその自由化　耳16～20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術導入自由化研究会

　　　　　　自由化対策は自主技術を基礎に（この入にきく）　亙22～25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　辮三郎

＊林　雄二郎；渡辺徳二編著：日本の化学工業　第三版，東京　岩波書店　6，行68．

　　　　　　vi，254耳　（岩波新書　681）　￥150

　飯島貞一：化学：E業の大型化と立地要件；化学経済　15（7），18～25（7，

　　　　　　1968）

　池田：化学工業における企業成長についての・一考察一中規模化学企業夜おける今後の

　　　　　　企業展開の方向と問題点一；興銀調査月報（140），2～50（5，

　　　　　　］968）

　自動車業界の景況と問題点　自由化に体制固め必要一根強い乗用車の伸び一（景気教

　　　　　　室）：山本正男；吉田敏男（きき手）；日本経済研究センター会報（80），

　　　　　　27～32（］5＄5ヵ ］968）

　「自動車瀕夷論」を診断する；エコノミスト　46（2g），14～・25（，16，7，

　　　　　　1968）

　　　　　　t　デトロイトの対日戦略一ノツクダウン進出の可能性は乏しい一

　　　　　　　　Pコ4～19　　　　滝川靖
　　　　　　2．国際的にみた日本の実カー外資恐怖の段階は過ぎた一

　　　　　　　　P．20～25　　　　　　　　 三輪芳郎
　自由化騒動のなかの自動車産業；週刊東洋経済（5422）・82～97（3，8，

　　　　　　1968）

一 50一



　化学工業における合併・提携（特集）；化単経済　15（8），10～70（8，

　　　　　1968）

　　　　　化学工業における合併条件　く付〉三井東圧化学のケース・スタディー

　　　　　　　駐10～19　　　　　　　　　　　　　　　　　　再編問題研究会

　　　　　欧米企業合併・提携の基本的動機　P．20～26　　　　永　川　秀　男

　　　　　興銀系化学企業のゆくえ　P．28～36　　　　　　　　増　田　三　郎

　　　　　独走体制めざす東洋レーヨンの収益力　PC　38～44　　永井（編集部）

　　　　　石油化学工業の新たな競争要因　エチレン50万トンの実行ひかえ

　　　　　　　過当競争めだつ　巳50～56　　　　　　　　　山本（編集部）

　　　　　企業化すすむアルフィン・ゴム　P．66～70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤恒已；西村雄彦

　合繊業界の景況と問題点　避けたい均一化（景気教室）：広田精一郎；石本清夫（き

　　　　　　き手）；日本経済研究センター会報（78），44～50（15含4・

　　　　　　1968）

＊機械振興協会経済研究所：重工業の産業予測に関する研究（3）一長期マクロ産業モ

　　　　　　デルー，※京　同所　6，1968．3，95P．（機械エ菜経済研究報

　　　　　　吉声　42～7）

＊機ホ輻…興協会経済研究所：機械工業におを「ナる原材料のイ℃替・＄東京　 同所　 6警　竃968．

　　　　　　125耳　（機械工業経済研究報告審　42～11）

＊機械振翼協会経済研究所：機械工業の循環的変動と発展の分析（∬），東京　同所

　　　　　　691968．261P．（機械工業経済研究報告書　42～ろ）

　　　　　　目次

　　　　　　第1部　戦後における機械工業の循環的変動の分析　］≧1～45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤野　正三郎

　　　　　　第2部機械工業の循環的変動　瓦47～73　　　　　今　井　賢　一

　　　　　　第ろ部　経済変動のパターン分析　P．75～26］　　　鈴　木　光　男

＊機械振興協会経済研究所：モータリゼーションに関する研究＄東京同所　6，

　　　　　　1968●　54P●　（機械工撃経済研究報告書　42～4）

　小林　力｛調査課）：繊維製品国内消費の統計的分析（1967年）；田本紡績月報

　　　　　　（258），　11～42（6， 1968）
　今野源八郎：自動車産業は成長産業か一道路，税金，販売力など問題がいっぽい一；

　　　　　　エごコノミスト　46（1）， 110～］34｛2・1／シ奮り， ］968）

　松村　繁：エチレンブラント大型化とナフサ展望；化学経済　15（4），2◎～

　　　　　　32（49］968）
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宮崎：わが国食品工業の現状と問題点；興銀調査月報（159）g2～99（4⑨

　　　　　］968）

宮沢和高：化学工業の大型化と公害問題；化学経済　15（7）⑨24～28（7，

　　　　　1968）

村尾　質：菓子産業の概要と輸送の実態；輸送展望（75），9～31（6，1％8）

中野　明：合成繊維工業の発展と中小繊維業者の対応一再編下の中小企業の動向一；

　　　　　金融ジヤー・ナル　9（5）憤78～8ろ（591968）

牛野　明：自動車部贔エ業における集中と分化一再編下の中小企業の動向一；金融ジ

　　　　　ヤーナル　9（ろ）勺80～88（6＄］9う8）

奈艮部志保子：改定された鉱工業生産指数一成長商晶の新採用で伸び率高まる一；週

　　　　　刊東洋経済（X390），98～101（10，2，1968）

二宮善基：国際競争にたつ日本化学工業；化学経済　15（1），14～17（1⑱

　　　　　1968）

西村瀦紘：「大型化」と統台化・多角化一石油化学を中心とした妾界の再編成一；労

　　　　　働㍉周三査口寺莱艮了5フ4ノ警2う《㎡26（6・1～＞68）

大羽政行：国際綿花諮問委員会（エCAO）第27回総会出席報告；日本紡績月報

　　　　　（259），　2～18（791968）

大型化すすむ化学工業勤向（1〕（特集）；化学経済　］5（9），2～25（8，

　　　　　1968）

　　　　　概説号2～7　　　　　　　　　梅津政之
　　　　　設備投資・資金調達一意欲的な大型設備の投資計画　P．8～川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠　原　太　郎

　　　　　化学品の輸出入一わずかに黒字を保つ一　軌12～16　田　上　志　平

　　　　　化学の技術導入・輸出動向一目立つ大型化関連技術の導入一

　　　　　　　P．17～20　　　　　　　　　山下敏夫
　　　　　化学工業42年度の収益と展望一全般に順調な上昇一一部業種は先行き

　　　　　　　問題含みへ一　玖2◎～25　　見崎邦夫；高橋　　暁

大型化と提携へうごく化学業界（彗集き；化学経済　］5（4），8～25（4警

　　　　　1968）

　　　　　再編主軸となったエチレン50万トン　P，8～15　　梅津（編集部）

　　　　　塩ビセンターのもたらす波紋　耳16～20　　　　　河村（編集部）

　　　　　第二次アンモ＝ア大型化と業i果再編　P．21～25　　　肥料問題研究会

小倉栄一郎：信楽‘線切転進；彦根論叢（129／130）婁1了5～1ろ］（㍉

　　　　　了968）
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産業企業分析研究会；板ガラス工業の経営動向；金融ジヤーナル　9（7），72～

　　　　　77〈7，1968）
産業企業分析研究会：紙・バルブ産莱における経営指標の特徴一景気循壌と企業体質

　　　　　との関連を中心として一；金融ジヤーナル　9（5），70～80（㍉

　　　　　1968）

産業企業分析研究会：収益の収穫期を迎えたセメント業界；金融ジヤーナル　9（］）3

　　　　　85～9〔〕（171968＞

産業企業分析研究会：体質改善を迫られる綿紡績業界；金融ジヤーナル　9（6）警

　　　　　70～77（6，　1968）

柴村羊五：専業化学会社の命運（上）；（中）；（下）一カーバイド会社の発展形態一

　　　　　（日本化学工楽の現代的課題／5；4；5）；化学経済　15（1），

　　　　　95～99（1書　1　968）；蒙5（2），　ε2～87〈2，　了968）；

　　　　　15（5），78～82（S，1968）

清水嘉治：横浜市のエ業問題；経済系（77），69～89（7＄1968）

下玉利昌明：産炭地域への自動車エ業の導入にL業立地　7（7），14～20’（7，

　　　　　1968）

食品工業の構造変化と農林統計　行政と統計の新しい対応を探る（座談会）：出席者

　　　　　大竹秀夫；小山智士；角桂策；提恒雄；穂積良雄司会編集部；農

　　　　　林統計調査　18（7），55～63（7，1968）

杉岡碩夫：加工食品工業をめぐる諸問題；食糧管理月報　20（6），ろ～7（6，

　　　　　］968）

鈴木文蕪：製粉とその関連諸資本（上）；（中）；（下）（再編すすむ食品工業資本

　　　　　くその2；S；ぼ〉）；農林統計調査　奄8（5），54～56（5，

　　　　　1968）；▼18’（“5）g52～55（5，1968）；18（7），

　　　　　ぴ2～44　ぐ7，　1　968＞）

鈴木文煮：食肉加エ資本（再編すすむ食品工菜資本くその1＞）；農林統計調査

　　　　　］8（了）⑨　51～54（1¶　了968）

鈴木貴右；脇’一郎；四方恒生：汎用プラスチツク聞の競争三市場構造（2）；（ろ）；

　　　　　イヒ学経済　 竃5（了），10◎～11ろ（りg　1968）；15（2）v

　　　　　46～58（2，　1968）

鈴木隆正：硫安工業一大型化への再編成と政治一（規模の経済　5）；経済評論

　　　　　17（7），142～152（6，　1968）

高村直助：日体紡績業の確立と構造（二）一一八九〇～一九〇〇年一；社会科学研究

　　　　　（東大）　19（5），94～141（5，1968）
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高村直助：日本紡績業の展開一一九〇〇～一九一四年一；社会科学研究｛東大》

　　　　　了9（6）⑱了～79（3匂了ジ68）

上野裕也：製品差別型寡占産業としての自動車産業とその将来く産業の経済学臼）

　　　　　自動車）；日本経済研究センター会報（82）・30～42（15・6，

　　　　　1968）

渡辺行：三井アルミ罰爾とその背景；化学経済15（4），34～42（4，

　　　　　1968）

渡辺徳二：化学プラントの大型化一その経済的な諸問題一；化学経済　董5（2㍉

　　　　　54～58（291968）
渡部経彦：非常に小さい価格弾力性（産業の経済学　（2）　鉄鋼）；日本経済研究

　　　　　センター会報（85），48～60（1，791968）

山本正男；吉田敏男：自動車業界の景況と問題点　自由化に体制固め必要一根強い乗

　　　　　用車の伸び一（景気数室）；日本経済研究センター会報（80），27～

　　　　　32（了5，5勺1968）

山西雄三郎：「自由化」圧力にゆれる自動車産業；経済（52）含89～102（8¶

　　　　　1968）

横田　健：わか国化学工業へのアメリカ石油資本の進出一ヨーロツパ進出と比較して一；

　　　　　イヒ聯茎済　 15（7），8～16（7¶1968）

K3G　商 業

藤田貞一郎：『東京近郊に於ける青物市場に関する調査』の紹介と分析；同志社商学

　　　　　20（1／2）、　238＾》268（7， 1968）
飯田鐵太郎；吉田安伸：百貨店業界の景況と問題点　衰えみせない消費（景気教蜜）；

　　　　　日本経済研究センター会報（84），51～55（15，7，1968）

伊藤允博：物的流通費用の国際比較につ、・て；流通経済論集5（1），69～74

　　　　　｛5噺　］968）

川崎進一：商業資本の理論；経済経営論i集（49）947～7丁（6，1968）

木村京一郎：消費購買の都市集中傾向と商店街の盛衰一会津地域に於ける小売商業の

　　　　　実態一；‡也1域産業（6），61～101（5，1968）

松木洋三：物的流通の改善方向（物的流通と交通価格）；運輸と経済　28（8），

　　　　　59～67（1傷8，1968）

名畑茂留：流通経済の現状と問題点；経済学論集（札幌大）　↑｛1）・57～68

　　　　　（5，］958）
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970年代の有望商品はなにか一650品目の成長とライフ・サィクルー（特別調査）；

　　　　　　東洋経済総計月報　28（5）92～55（5，1968）

＊日本商工会議所：わが国におけるスーパーマーケヅトの現状一1968一令東京　同

　　　　　　所　 6，　1968．　173P．　　覆ζ1，000

　大川真一：流通業務市街地整備と流通施設；運輸と経済　28（6），41～48

　　　　　　（6⑱　1968）

　里見宜男：地域商業構造の変化と商店街の近代化（1）；商工金融　18（5），1

　　　　　　～35（5，　1968）

　関山　寛（公取委取引課）：百貨店の実態調査；公正取引（209）⑨50～329

　　　　　　る7（3，1968）

＊鈴木保良：現代流通経済総論，東京　同文館　6，1968．ε，425耳

　　　　　　ゼ1，40◎

　田島義博：流通近代化の問題点｛物的流通と交）慈価格）；運輪と経済　28（7）g

　　　　　　65～7◎（7零　1968）

　田中文信：物的流通経済論序説；社会科学論集｛市郵学園短期大）（4），で～41

　　　　　　（3・1968）

　谷川宗隆：「商業資本実存条件としての商品流通（市場）について」（2）；富大経

　　　　　　済論集　15（4）g1～21（191968）

　K3H　エネルギー産業

　幸尾保之（産業企業分析研究会）：ガス事業の経営動向；金融ジヤーナル　g（5），

　　　　　　70～75（5，1968）

　園田　稔：石炭業界はどこへゆく一植村構想の背景と問題点一；エコノミスト　46

　　　　　　（12），58～64（26・5，1968）

　山崎　豊：石油産業における外資支配の展開；経済（52），10ろ～120（8・

　　　　　　1968）

　K3∫　運輸　．交通

　大都市交通の諸簡題；運輸調査月報　9（］／2）り1～了8◎｛4，1968）

　　　　　　「大都市交通特集号」を編集するにあたって　P．1　　　米　田　　　博

　　　　　　第1部　問題の存在

　　　　　　　工概説栽2～12　　　　　　　河西　煕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一55一
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　8．

　9

10．

第2部

　1．

　2．

　3．大都］1：交通と大都市開発について　耳82～85

　4．大都布交通政策の5条件　耳85～87

　5．大都市開発と大都市交通　P．87～88

　4　六都市交通について　耳80～90

　Z　大都市交通のメモ　耳9し～91

　8．都市計画からみた交通対策　旦91～95

　9　大都市交通のランダム化　P．93～94

1α　私の都市交通　P．94～95

11．大都市交通についての私見　巳95～97

12．都市交通における一つの問題　P．97～98

隠　都市間題解決は交通政策と土地政策で

14．人間優位の都市交通を　互100～101

15，　二つのVice　Versa　　P．102～105

　　　　　　　　　　　－56一

わが国の経済社会における大都市形成の功罪　亘15～19

　　　　　　　　　　　　　　　下河辺　　淳；伊藤茂史

大都市開発の方向一重点放射状都市の形成一　互20～26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　東　良　文

大都市交通需要の動向と施策の展望　耳27～37

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　浦　道　夫

大都市鉄道輸送の現状と問題点　耳38～45

　　　　　　　　　　　　　　　浅見喜紀；上野三夫

大都市道路輸送の現状と閂題点　亘46～53

　　　　　　　　　　　　　　　黒野匡彦；高橋伸和

　　　　　　　　　　　　　　平野忠邦；堀込徳年

大都市貨物輸送の現状と物的流通　耳54～59　大　川　宏二

大都市圏におげる港湾の没割　P．60～69

　　　　　　　　　　　　　　　染谷昭夫：吉川昌宏

大都市空港の現状と層来　P．70～75　　　　　小野寺　駿　一

大都市と観光｝．74～78　　　　　筒居博司
　大都市交通まアニは大都市開発に関する学識経験者の意見

て都市問題の本質と交逆ンステム、P7ノ～81浅田孝

既成古街地の再閤発一特に既成住宅地の再開発　P．81～82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻　生　平八郎
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祐　大都布交通体系と物的流通施設の整備　P．重05～1目4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午　商　　　睦

1Z　通勤新幹線は再検討を要す　茸105～107　　馬　揚　知　己

18．大都市の交通問題について軌り07～108　林　周二

牧　大都市交通問題の五大対策　工罰09～111　　細　野　日出男

2α　大都市交通の長期的な考え方　P．111～112　増　井　健　一

烈　大都市交通および大都市聞発について　］汀12～114

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十島　義之助

第3部　内外主要都市における都市閲題

　w　日本の大都市圏

　臼）首郷圏］∴］15～］2ア　木村康宏；岩沙克次
　（2）近畿圏　己127～135　　　　　　　　　　小　合　彬　生

　2．　外国の大都布

　　（1）アメリカの大都市P．156～144　　川越美昭

　　（2）ロンドンPコ44～149　　　　石月昭二
　　（5）パリ　耳150～154　　　　　　　　　　五十嵐　　　勇

　　（4）モスクワP．154～159　　　　入雲香俊
　（5）ハンダルク　Pコ59～162　　　　　　　　尾　沢　　　功

　｛6）ローマ巳162～164　　　　　檀上文雄
第4部　各種審議会答申，長期謝爾等の大都市問題に関する政策の要約

　t　都市交通審議会「東京及びその周辺における都市交通に関する

　　　第1次答申」　亙165～167

　2．都市交通審議会「東京における路面交通に関する答申」

　　　P．167～168
　5　大都市再開発問題懇談会「東京の再開発に関する基本構想」

　　　P・1，68～17　0

　4．交通基本問題調査会「わが国の陸上交通に関する総合的施策に

　　　ついて」　　？．17◎～171

　5　物価問題懇談会「都市交通について」　P．丁71～172

　在　経済同友会「大都市の交通・輸送政策一東京における対策を中

　　　心として一」　　Pj　72

　Z　運輸経済懇談会都市交通ワペキング・グループ「中間報告」

　　　P●172～174
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　　　　　　　8．経済同友会「地価問題解決wの一構想一大都市近郊地城における

　　　　　　　　　住宅の高層化一」　P．］74

　　　　　　　9　爵由民主党都市政策調査会「都市政策大綱（中間報告）」

　　　　　　　　　P・］75～］78

　　　　　　　1α　土地問題懇談会「士地対策についての提言」　亙178～180

　平原　直：輸送の近代化とターミナル問題；輸送展望（70）警2～］1（3憤

　　　　　　1968）

　市来清也：洋上コンテナ貨物の基礎調査；輸送展望（71）タ1］～2◎（4警

　　　　　　1968）

　稲葉秀三：国鉄赤字線対策と国鉄経営の改善一国鉄をとりまく問題点一；運輸と経済

　　　　　　28（8），55～41（8，1968）

　伊能忠敏：鉄道経営における線路の特性；運輸と経済　28（8），52～58（8，

　　　　　　1968）

　伊藤允博：第3次輸送革命への提唱；輸送展望（72），2～7（5，1968）

　伊藤善市；角本良平；伊藤　滋；佐貫利雄：伊勢湾環状高速鉄道の構想；地域開発

　　　　　　（45）句　1～31（6， 1968）
＊海上保安庁：海上保安の現況　昭和43年5月，東京　大蔵省印刷局　6，1968．

　　　　　　145，51耳　（カパータイトル　海上保安白書　昭和45年版）

　　　　　　X580

　国鉄の病根とその対策（座談会）：出席者　有沢広已；永野重雄；磯崎　叡；

　　　　　　（司会）吾孫子　：豊；運輸と経済　28（8），3～］5（8，

　　　　　　1968）

　近藤俊雄：世界忙おける鉄道創始前の交通事情の概要と本邦鉄道の創始前後における

　　　　　　外国人の寄与；経済学論集（札幌太）　1（1），5～56（ろ，

　　　　　　1968）

　交通問題（特集）；地域開発（45），32～87（691968）

　　　　　　時聞便益と開発意義耳ろ2～38　　　　　太田正樹
　　　　　　道路の開発効果　巳59～47　　　　　　　　　　　　広　岡　治　哉

　　　　　　交通問題と地域開発一鉄道を中心として一　P．48～56

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　田　浩　之

　　　　　　大都市と港湾　P．57～64　　　　　　　　　　　　　　中　西　　　睦

　　　　　　航空輸送の開発効果　耳65～71　　　　　　　　　　榊　原　辞　夫

　　　　　　地域間財貨移動の分析手法　P．72～87　　　　　　　金　子　敬　生
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工藤和馬：鉄道不採算線問題の本質；流通経済論集　3（1）g1～10（5，

　　　　　1968）

桑山清一：高速大量トラヅク輸送一主として東名神高速道路にょる一；輸送展望

　　　　　（71），29～4］（4，1968）

松木洋三：雑貨輸送¢近代化；輸送展望（74），2～10（7，1968）

松本　勇：海運賃率の理論的研究に対する一考察；千里山商学　↑（1）⑱54～

　　　　　52（3＄1968）

森田　稔：東海経済圏における中核地域としての愛知県及び名古屋市の輸送構造の変

　　　　　貌の研究；輸送展望（74），11～27（7，1968）

村尾　質：菓子産業の概要と輸送の実態；輸送展望（75）警9～5了（6，

　　　　　1968）

難波田春夫：国鉄の現状と交通政策のあり方一国民の立場から見た国鉄の問題一；運

　　　　　輸と趨…済　　28（8），　18～26｛8，　1968）

西野嘉一郎：国鉄第三次長期計画の再検討一国鉄財政再建の方途一；運輸と経済

　　　　　28（8）¶27～34（8．1968）
岡野行秀：道路サービスの価格形成と道路財源の問題（5・完）一・一つの厚生窪済学

　　　　　的分析一；経済学論集（東大）　35（4），1’5～55（1⑲1968）

岡野行秀：・「輸送の効率」について；輸送展望（75），2～8（6，1968）

斉藤公助：港湾運送の現状と港湾労働（流通諸問題）；輸送展望（70）g56～

　　　　　54（5，1968）

斉藤公助：倉庫企業の実態一「普通倉庫業実態調査報告書」の資料を中心として一；

　　　　　輸送展望（72）警28～40（5警1968）

西藤雅夫：地域聞高速道路と地方バス事業一滋賀県開発の課題として一；彦根論叢

　　　　　（128）令1～19（1，1968）
斉藤清一：結合輸送の現状と問題点一鉄道輸送施設と自動車輸送の関連性一；運輸と

　　　　　経済　 28（6），　49～57（6¶　］968）

渋谷正敏：自動車行政の諸問題；運輸と経済　28（6），2～12（691968）

清水馨八郎：自動車（マイカー）文明の社会的責任；運輸と経済　28（6）瞥15

　　　　　～2］　（6＄　1968）

鈴鹿寛昌：食料品需給の新らしい課題；輸送展望（68）⑨2～10（1，1963）

高橋清：東海道メガ臓ポリスと道路政策；都市問題研究　20（3），2S～34

　　　　　（5き1968）

角本良平：交通政策改変の方向；運輸と経済　28（6），24～50（6¶

　　　　　1968）
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　宇野耕治：道路運送における競争条件一貨物運送を対象として一；大阪産業大学紀要

　　　　　　（20、）g　40～66（1～，1968）

＊運輸省：日本海運の現状　昭和43年7月g東京　大蔵省印刷局　7，1968．

　　　　　　175P．　￥200　（表紙海運白書　昭和45年版）

＊運輸省大臣官房統計調査部調査解析課：運賃変動の価格波及分析・東京　同課　5，

　　　　　　1　968．　221　P．

　山口亮ξトラツク輪送と運賃問題；運輸と経済28（6）警52～40（6s

　　　　　　1968）

　ばごL　サービス業

＊国民経済研究協会：観光開発と地域桓栢一観光の経済効果調査（能登・日光・宮城県）一，

　　　　　　東京　同協会　5，了9ξ8．　315P．

　中山照夫；山野辺義方；押川　昭：国民生活と旅行；輸送展望（70）．12～26

　　　　　　（391908）

L　企業　経営

　板東　慧：産業「苦］再編成と巨大企業合併；労働調査時把（574），12～16

　　　　　　（6＄了908）

　ビッグ・ビジネスの石1はどこか一40携耀でみた東証1部の会社番付表一（特別調

　　　　　　査）；※洋経済統計月報28（ア）・2～27（7，1968）

　調査部：中小企業経営状況調査一昭和42年度一；調査月報く国民金融公庫）｛87）含

　　　　　　1～5n（6，　1968）

　中小企業は六月危機を乗り切れるか　健全企茉に倒産は出さぬ（対談）：乙竹度二；

　　　　　　前田武彦（きき手）；週刊東洋経済（5404），れ］～22（4，5含

　　　　　　1968）

＊中小企業庁：中小企業政策20年¢歩み，東京　同庁　8，1968．112P．

＊中小企業庁：中小企業施策のあらまし　昭和45年度版，東京　同庁　8，了968．

　　　　　　7，513耳

　百々　和：企業行動レ企業成長一企業成長理論の一考察一；国民経済雑誌　117

　　　　　　（奄），21～37（了警］968）

　独占分析研究会：三菱銀行（上）（経営分析）；経済（52），186～199（8，

　　　　　　19δ8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－60一



独占分析研究会：日本国南鉄道（上）；（中）；（下）（経営分祈）；経済（47い

　　　　　189～205（3，　1968）　；　（、48），206～2り7ζ4＄1968）；

　　　　　（49），　188～205（5⑨　］968）

独占分析研究会：王子製紙株式会社（上）；（下）（ll磁分析）；縫済（50），

　　　　　222～2ろ5（6，　1968）；（51）匂　2］9～253（7，

　　　　　奄968）

独占分析研究会：東京芝浦電気株式会社（上）；（下）（経営分析）；経済（45），

　　　　　222～2ろ4（1笥1968）；（46）⑱222～2ろ5（2，

　　　　　1968）

儀我壮一郎：日本の企業合同の問題点一マル1クス経済学からみた一；経済セミナー

　　　　　（147）¶　2～5（6奪　1968）

一ノ瀬秀文：地方公営企業会計と独立採算制一その国家独占資本主義的構造について一；

　　　　　経営研究（95），1～44（5，1968）

飯尾　要：「市場」と情報；桃山学院大学経済学論集　9（2），29～62（3．

　　　　　1968）

今井賢一：企業の価格決定一ひとつの言撞的分析一；ビジネス・レピユー16、（1）憤

　　　　　42～46（6，　1968）

今村鴻明：企業合同と金融系列；経済一ヒミナー（148），↑2～丁7（7，1968）

稲葉裏沖小工業経営の概念；国民締雑誌川8（川，5ろ～題（7，

　　　　　1968）

岩田竜子：「現代企業」論の展開；商学論集（福島大）　57（1㌔　33～96

　　　　　（691968）

人件費上昇と企業業績　迫られる経営体質強化（討論会）（景気教室）：山崎一郎；

　　　　　山辺　孝；細金正人（司会）；石井　宏；日本経済研究センター会報

　　　　　（85）¶19～52｛1⑨7．1968）
城座和夫：労働面から見た中小企業の発展可能性；調査月報（中小企業金融公庫）

　　　　　10（1）＄　45～57（7，1968）

過大景品の規制（特集）；公正取引（211）g2～19（5勺1968）

　　　　　過大景品に対する独禁法の規制　巳2～7

　　　　　　　　　　　　　　　高瀬恒一；真道孝之（公取委審査部）

　　　　　外国製ルームクーラーの景品付販売に審決　P．7～］1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿　沼　　　隆（公取委審査部）

　　　　　不当景品に対する景表法運用上の問題点　P．］2～15，11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　井　克　倭
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　　　　　　業老の立場からみた過大景品の規制　］言16～17　　　五　老　信　吉

　　　　　　消費者の立場からみた過大景品の規制　p．18～19　　田　中　里　子

　柿沼幸一郎：資本自由化と独占禁止法；公正取引（208），2～6（2，1968、

　上林貞治郎：最近における経営経済学の発展一若干の文献について一（書評）；経営

　　　　　　研究（95），89～100（5，1968）

　神谷守利：鉄鋼・機械部門における企業合併と集中の現状；労働調査時報（574），

　　　　　　17～20（6・　1968）

　企業合併と労働組合（特集　1）；月刊労働問題（123），26～67（7，

　　　　　　1968）　内容は　分類」のなかの同論文を見よ。

　企業合併と労使関係　その1（座談会）；出席者　江幡　清；田中慎一郎；塩川　茂；

　　　　　　岡田完二郎；大堀照司；日本労働協会雑誌（115），36～49（89

　　　　　　1968）

　企業集中と独禁政策く特集〉；公正取引（212）．2～30（6ψ1968）

　　　　　　一般集中と特定産業集中一独禁政策の正しい位置づけのために一

　　　　　　　　P．2～7　　　　　　　　　　越後和典
　　　　　　日本の産業集中度と利潤率一一九六一年～一九六五年一

　　　　　　　　R7～12，27　　　　　　　松代和郎
　　　　　　最近における生産集中度の実態　R15～20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住川広治（公取委調査課）

　　　　　　集中度の国際比較一日本とアメリカー　P．21～30　　樋　口　嘉　重

＊機械振興協会経済研究所：海外企業の合併事例研究，東京　同所　6，1968．

　　　　　　108耳　　（機械工業綴斉研究報告」42－9）

＊機械振興協会経済研究所：企業成長と企業経営国際比較についての研究一国際競争力

　　　　　　強化のための経営管理一東京　同所　6，1968．56，55，69

　　　　　　耳　（機械工業経済研究報吉書　42－6）

　北久一：二部料金について；経営論集　15（2），69～95（2，1968）

　北　久一：ツビッキ「公益事業の概念と本質；公益事菜研究　19（5），40～

　　　　　　84（3， 1968）
　国際圧力下の企業合同〔特集〕；経済評論　17（7），8～87（6，1968）

　　　　　　最近の企業集中の特徴と銀行耳8～り9　　　中村孝俊

　　　　　　最近における生産集中と企業合併　耳20～51　　　　樋　口　嘉　重

　　　　　　寡占化の進行と競争体制の新段階　瓦32～44　　　　高　橋　毅　夫

　　　　　　現代産業の諸傾向と反独占政策互45～58　　 正村公宏
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　　　　　世界石油市場における競争と独占　耳59～69　　　鈴木　正　俊

　　　　　国際条件の変動と産業政策く対談＞　P．70～87

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力石定一・；林　信太郎

河野豊弘：企業の成長と革i新の調査（1）；学習院大学経済論集　5（1），77～

　　　　　　94（6，1968）

黒田昌裕：企業行動と生産関数；三田商学研究　11（2）．47～70（6，

　　　　　　1968）

巨大企業合併劇と国民経済〔特集〕；中央公論　85（6）g］16～15］（6＄

　　　　　　1968）

　　　　　競争原理と企業合併（対談）　P．116～145

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山伊知郎；小宮隆太郎

　　　　　企業合併と国民の福祉　己127～155　　　　　　　林　　　信太郎

　　　　　八幡・富士合併の経緯（対談）　P．156～14ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永野重雄；三鬼陽之助

　　　　　合併劇の舞台裏亙144～151　　　　　関根　望
　松永芳雄：国際的技術交流と独占禁止法；公正取引（209），2～7（3，1968）

　御園生　等：岐路に立つ独禁政策；週刊東洋経済（ろ406），97～］02（］1奮

　　　　　　5警1968）

御園生　等：悲劇の独禁法一大型合併に毅然たる態度を一；エコノミスト　46

　　　　　　（27），　60～71（2，　7，　1968）

＊三菱経済研究所：昭和四〇年代の企業経営（企業経営の分析・解説編　45．上），

　　　　　　東京　三菱経済研究所　6，1968．198P．（経営と経済研究シリ

　　　　　　ーズ　ン磁1）　「￥720

　森　昭夫：資本構成是正論の意味一資本コストの関連をめぐって一（資本市場講座）；

　　　　　　日本経済研究センター会報（72），54～59（15憤1，1968）

　中川公一郎：公益企業料金体系の基本問題一その1；その2－；松山商七論集　18

　　　　　　（6）憤69～85（291968＞；19（1）◎55～75（ム勺

　　　　　　1968）

　中村銀次郎：二重価格と排除命令；公正取引（215），16～18（7，1968）

　中野　明：紡績資本が染めかえる業界絵図一再編成下の中小企業の動向一；金融ジヤ

　　　　　　ーナノレ　9（7），90～98（79　］968）

　　　　　　　　　　　　　　＊年報　系列の研究　（］g68）一第2部上場企業編一＄東京　経ぴ調査協会　8，

　　　　　　1968．　8，　552王）．　　冨6，000
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＊日本の会社了968年版・東京東洋経済新報社7，1968．286巳（週

　　　　　　刊東洋経済臨時増刊　第5420号）　￥260

　野口雄一郎：寡占体制下の国家と企業；世界（272），60～71（7，1968）

　小高泰雄；和田木松太郎；清水龍登；藤森三男；植竹晃久；相曾益雄：企業評価関数

　　　　　　の研究一経営評価に関する定量的分析試論～；三田商学研究　11（1），

　　　　　　1～58（4＄1968）

　大型合併一寡占化へ向かう産業界一主要業種にみる会社別シェアの変動一一（特別調査）；

　　　　　東洋経済統計月報　28（6），2～52（691968）

　大型合併と独禁政策（特集）；公正取引（2］3），2－15（7，1968）

　　　　　企業合同をめぐって一昭和初年の場合と現代の場合　P．2～5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安　藤　良　雄

　　　　　大型合併と経済民主ま義・）．6～10　　　　 飯田経夫
　　　　　大型合併の意味について　耳11一う3　　　　　　　　中　村　隆　英

　　　　　合併企業iの季後規制について　葛14～15　　　　　　竹　中　一　雄

　大型禽餅と日本経済の今後一成長の阻止要囚にならぬか一｛座談会）1出席者　翠川

　　　　　鉄雄；伊東光晴；飯田経夫：竹中一雄；エコノミスト　46（22）g

　　　　　　8～2～44（28，　5，　1968）

　大村神二：激増すろ中小企業倒琵　その笑態と特質；経碍雛ミナー（］44），40

　　　　　～45（z，］96B）

　大島国雄：公企業の経茎ξ学（V工）；青山経営論集　3（］），42～65（6噺

　　　　　　1968）

　「三月危機」は来るか一中小企業の生きる道一（座談会）：出席者：中村孝士；蕪木

　　　　　重二；稲川冨雄；坪川芳正；エコノミスト　46（5）．14～23（69

　　　　　　2，：068）

主力商品の転換で伸びた会社警伸びない会社　付・東証第3部457社の成長ランキ

　　　　　　ング表；東洋経済統計月報　28（4）亀2～ろ4（4璽1968）

主要業種にみる会社別生産シェア　後発メーカーの追い上げで分散化か（・特別調査）；

　　　　　週干‖東灘済（ろ4りき），　7三5～7ア（22，．6，　1968）

主要産業の合併・再編成の動向〔特集〕；経済（5］），22～99（7，］968）

　　　　　急展開する企業合併の本質具22～52　　　山口良行
　　　　　八幡・富士の大合併と鉄鋼業　P，53～49　　　　　　永　井　四　郎

　　　　　重機械工業における合併と集中　P．50～62　　　　　市　川　弘　勝

　　　　　繊維産業の「構造改善」の背景と独占文配の再編成　亘63～76

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明野　　　進

　　　　　原子力産業の新しい段階　真77～88　　　　　　　　河　内　三　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一64一



　　　　　石炭恰理化」の現段階　P．89～99　　　　　　　原　　　嘉　彦

鈴木芳徳：資本集中と株式会社一株式会社論の基礎一；商経論叢（神奈川太）

　　　　　ろ（3），　55～79（2，　1　968）

竹中一雄：大型合併と日本経済；月刊労働問題（122），S～8（6＄11968）

竹中龍雄i：公益事業と都市間の行政協力；都市問題研究　20（2），46～57

　　　　　（2∋　1　968）

鉄鋼合併特集；週刊東洋経済（3405．），・52～49（49591968）

　　　　　パ躰製鉄”が実現したら・．＿？京52～49

　　　　　大型合併に疑念も（インタピユー）　耳5C～51　　　山　田　精一

　　　　　八幡・富士合併は是か非か

　　　　　　　国際化時代に備えた必然の方向　耳52～56　　　宮　脇　長　定

　　　　　　　容認できぬ市揚支配型合併　乳57～60　　　　竹　中　一　雄

　　　　　　　積極的な合併理由に欠ける（インタビユー）　P↓61～64

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇　村　義太郎

津田八郎：住友企業集団　その戦略と行動様式；経済セミナー（148），32～

　　　　　58　（　79　竃　968・）

渡辺　睦：資本「自由化」と中小企業の「近代｛已　；経営論集　］5（5／4），

　　　　　95～1］7（三～＄了963）

八幡・富士の合併をめぐって「資料」；資料　平稲惑斉｛84），26～48（6，

　　　　　1968）

八幡・富士の合併と反独占闘争〔座談会〕：出席老　大橋周’治；御園生　等；倉野精

　　　　　三；現代の理論（54）も98～115（7＄1968）

吉野　紀：ミクロ的分析にょる投資行動の計測一形態別薬種を対象とする計量経済学

　　　　　白勺圭疑一；研究論叢（1・5），115～13…5（’6警1968）

財務内容からみた企業の不況抵抗力　不況抵抗力，従来に比べ強い（討論会）（京気

　　　　　教室）：三杯恒夫；石川郁郎；前田哲司（司会）’；、久保田　’晃；日本経済

　　　　　研究センター会報（77）⑱10～2℃（1傷4ポ1968戊

財政・金融政策と独禁政策《特集》；公正取引（210），2～／5（4，

　　　　　1968）

　　　　　競争維持政策の意義　P．2～5　　　　　　　　　　　　山　田　精　一

　　　　　財政・金融政策と独禁政策　亘4～7　　　　　　　　　宇田川　璋　仁

　　　　　財政政策と独禁法の相関巳8～1り　　　　 金子太郎
　　　　　独占禁止政策と金融政策　P．12～15　　　　　　　　佐　藤　　　隆
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ぬ　園民所得の分配と支出

阿部清司：相対所得仮説における集計問題；経済と綴斉学　（22），59～79

　　　　　（3，　1968）

粟森喬：婦入労働者の実態　全電通．大衆立案運動の調査から；総評調査月報

　　　　　（21），　24～55（6，　丁968）

板東　慧（労働調査研究所）；杉崎義一（全電通労働組合近畿地方本部）：全電通労

　　　　　働者の生活白書；労働調査時報　（5フ5），12～57（4／5，†9

　　　　　68）

地方都市・農村の生活問題〔特集）；国民経済　　（112），2～69（6，1968）

　　　　　1　地方中小都布の生活問題　P．　2～14　　　　　　江　口　英　一

　　　　　頁八戸市民の消費生活只is～29　　　高橋明子
　　　　　孤　八戸市における労働力の流動とその類型　P．30～45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永　山　利　和

　　　　　W農村における生活と農業P46－69　　戎野真夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
賃金格差と賃金配分（特集　2）；月刊労働問題　　（121），70～92（5，

　　　　　1968）

　　　　　職務給・職能給の導入状況一とくに年齢別賃金格差との関連

　　　　　　　P」70～76　　　　川野広
　　　　　労務者・職員・管理者の賃金IP．77～81　　　金箱皐夫

　　　　　初任給格差の内容と変化P．82～87　 東英夫
　　　　　足りない職種・余つた職種　只　88～92　　　　　　永　野　不二朗

大門一樹：現代における生産と消費一つくられた欲望からの消費者主権の回復書経済

　　　　　評論　17（5），］56～147（5，1968）

大都市サラリーマンの賃金と時間〔特集）；別冊中央公論　経営簡題　7（2），86

　　　　　～223　（6，　1968）

電機労連：電機労働者の生活実態と組合意識；総評調査月報　（22），14～32

　　　　　（7，1968）

藤本　武：米の消費動向について；労働科学　44（6），297～546（6，

　　　　　1968）

ゴム労連：ゴム労働者の賃金意識；総評調査月報　U9），59～69（㍉

　　　　　1968）

阪急バス労働組合言労働調査研究所：家計の中味はどうなっているか一阪急バス組合

　　　　　員の家計実態調査より一；労働調査時報　く572），8～24（5，

　　　　　1968）　　　　　　　　－66一



＊一橋大学纐慣料鐡センタづ一橋大学経済研究所酬係：家計調査資糊鰯

　　　　　東京　同センター　5，］968．75只

本城和彦；下総　薫編：住宅の経済学，東京　日本経済新聞社　7，1968．

　　　　　　221互　（日本経済研究センター双書・15）　￥1，000

　　　　　目次

　　　　　　第1章序論只7～23　　　　　 本城和彦
　　　　　　第2章住宅問題の経済的側面　互　25～55　　下総　　薫

　　　　　　第5章　住宅金融概説　只　57～75　　　　　　　高　見　康一郎

　　　　　　第4章　公共部門の住宅金融　P．7δ～109　　　松　本　健　三

　　　　　　第5章　民間部門の住宅金融　耳　111～135

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木宏允；権藤泰浩

　　　　　　第6章住宅投資を決定するもの　P．155～154安宅川佳之

　　　　　　第7章　住宅投資のシミユレーシヨン　E　155～174

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾形充生：下総　薫

　　　　　　第8章　シンポジウム　P．］75～188　討論者　本　城　和　彦；

　　　　　　　　　　尾形充生；権藤泰浩；青木宏允；高見

　　　　　　　　　　康一郎；松本健三；安宅川佳之

　　　　　　　　　　　（司会）下総　薫

　　　　　　付　企業の成長と｛主宅投資　P．　189～205　　　牧　田　正一路

　　　　　　資料篇　P．207～221

＊飯田経夫ほか：雇用・賃金と物価の関係，東京　日本経済研究センター　7，］96ぴ

　　　　　　227只　 （研究報告　NO　2◎）

　　　　　内容は分類J　のなかの同書を見よ

飯田経夫：雇用・賃金と物価の関係（42年度共同研究）；日本経済研究センター会

　　　　　幸艮　（85）， 61～67（1，　7，　1968）

池田富士雄：業界再編下の印刷労働者の賃金闘争；労働調査時報　（575），

　　　　　　］6～21　（7，　1968）

　稲垣　寛：利子論におけるストックとフロー；一一橋論叢　59（2），83～89

　　　　　　（2，　1968）

石渡貞雄：最近の農業高地代をいかに理解するか　一　日本農業の近代化と関連1て一

　　　　　　〔研究ノート）；専修大学社会科学研究所月報　（56）、1～？

　　　　　　（5，　1968）

　伊藤秋子：生活設計と教育費；国民生活研究　7（5），45～55ζ6，1968）

岩田幸基：消費者保護基本法について；国民生活研究　フ（6），44～55

　　　　　　（6，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－67一



地職　司：全鉱における賃金闘争と統一交渉；労働調査時報（575），9～15

　　　　　　（7，　1968）

化学同盟調査部：化学産業における臨時工・季節工・パートタイマ’・一・嘱託の実態；

　　　　　総評調査月報　（璽9ウ，24～36（4，1968）

紙パ労連調査部：適格退職年金と調整年金（上）；（中）；（下），総評調査月報

　　　　　　（16）， 14～24（1，　1968）；（18），　56～59（5，

　　　　　　1968ノ；　（19），　1フ～25（4，　1968）

金子美雄：日本的労使関係と日本的給与体系；日本労働協会雑誌　（113），

　　　　　　2～9（8，　1968）

関西大学経済政治研究所：経営者はどのようにして賃金を決定しているか一関西大

　　　　　学経研の調香より一一；労働調査時報　（571），27～29（2，

　　　　　　1968）

川名　晃：設備投資の分析　興味ある計再コ変更要因の解明（景気分析）；日本経済研

　　　　　究センター会報　（78），51～55（1ε，4，1968）

＊経済企画庁調査局：消費と貯蓄の動由　消費者動向予測調査の結果と分祈　昭和45

　　　　　年版，東京　大蔵省印刷局　膓、1・968．187p　　￥350

＊児玉元平1巨視的分配の理論，東京　新評論　4，↑968．163互　　￥900

児玉元平：所得八配き生産函数；経営と遵済　（↑10，1～42（4，1968）

小泉　進：資本財肺甲休数と投資哩論i大阪大学経済享　1、7「2／5），59～

　　　　　　67（5，　］968）

＊国民生活研究所：中国山村地城の住民生后に関する研究（広島県備後北地域の挙家離

　　　　　村とその諸影響を中心として），東京　同所　㍉　1968．204互

　　　　　　（昭和42年度一般汗究狙一づ　農山漁村地域の住民の生活に関する研究）

＊国民生活研究所：漂準生活設定に関する基礎的研究，東京　同所　5プ1968．

　　　　　　］11P．　（昭和培年度一般翻究W　最f廷生活費と標準生活費に関する

　　　　　研究）

亭国民生活研究所：家計におけるライフ・サイクルの実態に関する研究（秋田市及び雄

　　　　　和村実態調査報告），鯨同所3…968．珀4P．（昭秘2
　　　　　年度一般研究1－1　家計主体のライフ・サ・1クルの実態に鯛する研究）

＊国民生活研究所：国民生活の実態把握と新「社会統計」の提唱，東京　同所．5，

　　　　　　1968．72只　（昭和42年度一般研究1V－2　社会統計の整備に関

　　　　　する研究），

＊国民生活研究所：生活意識と消費貯蓄行動に関する研究，東京　同所　5，†96・8．

　　　　　　156P．　（昭和42年度一般研究1－2　生活意識と消費貯蓄行動）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－68一



＊国民生活研究所：生活協同組合の機能と活動の実態，東京　同所　5，1968．

　　　　　　64E　（昭和42年度一般研究皿一5　生活協同組合の機能および地域

　　　　　住民に与える影響）

＊国民生活研究所：消費者教育の意義と内容，東京　同所　ろ，う968．80鴉

　　　　　　（昭和42年度一般研究口　生活経営学の体系）

国民生活研究所：消費者教育の意義と内容；国民生活研究　7（5），1～57

　　　　　　（6，　1968）

小松雅雄：所得政策の諸問題（一）；早稲田政治経済学雑誌（208／2∬9），

　　　　　　179～200（2，　1968）

公務員の昇進と賃金〔特集2〕；月刊労働問題　（125），・59～85（9，

　　　　　　1968）

　　　　　公務員給与抑制策の矛盾　P）59～62　　　　　　　上　野　竜　二

　　　　　公務員の能率・昇給・定年制　P．63～69　　　　　鈴　木　平三郎

　　　　　官庁における入間の壁一昇進における身分制と職階制　P．70～78

　　　　　　　　　　　　　　　　出席者　農林省A：労働省B；法務省C；国税庁D

　　　　　　お役所型年功賃金からの脱却一一全電通の職種別賃金闘争

　　　　　　　　P79～85　　　　　　　　柴田範幸
近藤幸四郎：全電通労働者の生活と賃金意識一一中国地本のアンケート調査から一一；

　　　　　総評言周査月幸艮　　　（　2　0　），　　1　1　～1　9　（　5，　　1　9　6　8　）

越河六郎：生活行動の時間的類型に関する研究；労働科学　44（4），2了ろ～

　　　　　　252（4， 1968）
馬淵　透：利子・所得のくもの巣とその安定性一モディリアニ・モデルのグラフ的

　　　　　考察一：金融ジヤーナル　9（5），92～97（5タ1968）

前川明久：「仕事別賃金批判」に応える一「社会主義」（67年11月号）論文を

　　　　　　中心に一一一；労働調査時報　（571），17～22（2，］968）

松本武子；鈴木伸子：母子世帯の生活に関する一考察一東京都母子寮在住世帯調査

　　　　　　に関して一一；社会福祉　（14），5～28（2，1968）

松山茂二郎：所得政策の諸問題；経済研究（大阪府立大）］5（了），1～21

　　　　　　（2、　1968）

　宮城宏：主婦の生活構造と意識一一西陣機業地の場合一；入文学（105），

　　　　　　59～92（4， 1968）
　溝口敏行：個人貯蓄行動の国際比較；農林金融　21（6），16～22、（6，

　　　　　　1968）

　溝口敏行：農家貯蓄の項目別分析；経済研究（一橋大）　19（3），2重4～

　　　　　　219（7，　1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－69一



森　峻久（賃金統計課賃金制度第2係）：賃金制度の現状一・昭和42年賃金労働時

　　　　　間制度総合調査結果一一：労働統計調査月報　2◎（6），了4～19

　　　　　（6，　1968）

森田　訪：寡占化と賃金一一D堺1◎pモデルを基礎としての一試論一；大阪大学

　　　　　経済学　17（4），40～44（3，1968）

向井利昌：所得分配における新中間階級の問題：国民経済雑誌　パ8〈1），

　　　　　41～57（7，1968）

永野不二朗：賃金構造の現状；工業立地　　7（7），34～57（ち　7ぎ1968）

中村孝士：消費動向をめぐる五つの視点一景気調整は順調に浸透一；エコノミスト

　　　　　46（19），　54～41（7，　5，　1968）

日本の賃金決定機構（座談会）：出席者　大宮五郎；小池和男；神代和欣：小林謙一；

　　　　　権村又次：　日本労働協会雑誌　　（112），38～54（7，1968）

西宮輝明：昧の賃金問題に）・早綱商学（205），25～38（7，

　　　　　1968）

大淵素行1地代源泉論争の盲点：新潟大学経済論集（1），3～25〈1，†968）

小川　登：賃金論における平均原理と限界原理一労働力の市場価値法則の展開一；

　　　　　経済評論　 17（2）1◎6～］17（2，　1968）

押坂　晃；小山茂樹；石橋恒彦；国吉健一：QE法による国民総支出（昭和4ろ年

　　　　　1～5月期）の暫定試算結果について：経済分析（付録雲），1～伯

　　　　　（6，　1　968　）

衰えみせぬ大企業の巨大投資一主要550社の45年度設備投資計画一一（特別調

　　　　　査）；東洋経済統計月報　28（8），2～25（8，1968）

佐野陽子：わが国賃金決定機構の計量分析（二）；三田学会雑誌　61（ア），

　　　　　51～80（7， 1968）
三東純子：生活設計論；国民生活研究　7（5），58～44（6憤1968）

佐藤智雄：国民生活と生活構造（3）一生活行動の与件一一；国民生活研究　7

　　　　　（6），28～36（6，　で968）

渋谷行雄：消費者行動に影響する諸要因と需要函数の集計問題；早稲田政治経済学雑

　　　　　誌　　（208／209），　357～388（2，　1968）

島田晴雄：賃金比較行動と賃金波及の構造く1）；（2）；三田学会雑誌　61〈6），

　　　　　56～70（6，　1968）；61（7），　81～98（7，　1968）

清水忠直：消費需要にかんする一考察；経済系　（77），1～11（ア，］968）

清水義夫．不確実な状況における1家計のスルツキイ・ヒツクス方程式とその需給函

　　　　　数の解析性の条件；甲南経済学論集　9（了），マ～・66（5，］968）
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清水義夫：所得分布率と動学的経済均衡；甲南経済学論集　8（6），1～12

　　　　　　（1，　1968）

＊新道直行1賃銀論入門，東京　三一書房　5，196’8．　503P．

　　　　　　（三・一碧テ書　611）　￥50G

宍戸寿雄：消費は行過ぎているか　第二次消費革命を分析する；エコノミスト46

　　　　　　（4），　34～59（30，　1，　1968）

消費者行政（特集〕；公正取引　（2睾4），2～26（8，1968）

　　　　　消費者行政の現状淀ついて　只　2～6　　　　　　　　新　倉　　　隆

　　　　　消費者保護基本法制定の背景と内容　R　6～11　　　黒　田　　　武

　　　　　消費者行政とくらしの実感　只　12～15　　　　　岩　田　友和

　　　　　消費者保護基本法と独禁i政策　P．　16～21　　　　　関　根　芳　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公取委景表課ノ

　　　　　公正取引委員会における表示規制の新しい制慶一表示改善協力委員制度

　　　　　　　　と媒体別消費者モ＝ター一蛾21～25　 岸　良子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公取委景表課）

職務給と職能給（特集書）；月刊労働問題　（1］8），28～49（2，1968）

　　　　　　これからの賃金体系一年功賃金・職務給・職能給の本質と関係

　　　　　　　　P．28～S5　　　　　　　　金子美雄
　　　　　賃金体系と労組の政策　P．54～41　　　　　　　千　葉利　雄

　　　　　職務遂行能力と入事管理　P」42～49　　　　　　　津　田　真≧罫

春闘共闘委員会：1967年　年末一時金獲得状況；総評調査月報　　（18），

　　　　　　41～61　（5，　1968）

総評主婦の会：内職とパートの実態調査　第四回内職大会の資料から：総評調査月報

　　　　　　（2◎）， 54～68〈5，　↑968）

杉崎義一：エンゲル係数が五〇パーセント越す全電通組合員の生活実態一近畿地本

　　　　　　の生活白書運動から一一；総評調査月報　（23），13～25

　　　　　　（8，　～　96’8　）

杉崎義一：労働の格付けと賃金体系改定に向って一一基本給表廃止の意昧とその今後

　　　　　　＿＿＿；労働調査時報　（571），11ッ18（2，1968）

鈴鹿寛昌：食料品需給の新らしい課題；輸送展望　（68），2～10（1，1968）

シンポジウム吟助賃金問題」澱賃金論・哨面す撰題一一運動の撰紛が遣論

　　　　　　課題一：岸本英太郎；吉村　励；板東　慧；労働調査蒔報　（57∪），

　　　　　　26～51（1，　1968）

　館　龍一郎；小宮隆太郎‡鈴木淑夫編：国債管理と金融政策，東京　日本経済新聞社

　　　　　　6，］968．261P．（日本経済研究センター双書・15、￥12◎o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－71一



目次

第1部

　第1章

　第2章

第5章

第買部

　第4章

　第5章

第皿部

　第6章

　第7章

第8章

国債問題の基礎理論

財政金融政策と有効需要　E　15～40　　小　宮　隆太郎

財政金融政策の一般均衡分析一国債残高と資本蓄積一一

P41～55　　　　　　　蝋山昌一
資産選択の一般理論E57～90

　　　　　　　　　　　　蝋山昌一；浜田宏一
金融機構と銀行行動

国債発行と金融政策の効果　巳　93～117鈴　木　淑　夫

市中銀行のポートフォリオ・セレクション

P119～154　　　　　　桐谷
国債管理

1郵債管理蚤《策と全妻『蜜孜策　 ｝〉●　毒57～］77館

国債惚理の国際比較一一金融面からみた困債一一

Pド9～252　　細野義晴；鞍田　●

諸外国の国債制度一財政面からみた国債一

P●　233～26］　　　　　　　　　　　　　　斉

維

龍一一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤　寿　臣

竹中久二雄：自作農地㊦に関する理論的考察について一一・地代法則における位麗づけ

　　　　　　の問蟹を中心として一一：農業経済研究　40（1），8～16

　　　　　　　（6，　1　968）

田村正紀：消費者銘柄遷移行動のマルコフ過程モデルにおける諾問題；経営学・会計

　　　　　　学・商学研究年報　（14），89～142（6，19’68）

土屋マス1会津地方把おける農家食生活の実態一・主として主婦の労働が献立に及ぼ

　　　　　す影響について一；地域産業（6），11～2ン（5，1968）

江村江太郎：労働の経済学一日本の賃金決走機構一（経済分析講座　5）；日本

　　　　　経済研究センター会報　（82），55～57（15，6，1968）

・通商産業省企業局’主要産業ρ設備投資計画一一その現状と課題一昭和45年曳

　　　　　東京　大蔵省印刷局　7，1968．278PC　￥590

＊内橋吉朗：利子理論一体系化の試み一一，東京　有斐閤　㍉　1968。4，

　　　　　253P．　　（関西学院大学経済学研究叢書　11）　￥W10．◎

梅村又次：賃金構造の変化と展望（経済分析講座　6）；日本経済研究センター会報

　　　　　　（85），　74～78（奄，　7，　1968）

和田貞夫：経済安定と消費性向；経済研究（大阪府立大）1ろ（2），23～ろろ

　　　　　　（4，｛968）
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渡部福太郎：関税政策と所得分配；学習院大学経済論集　5（1），11～75

　　　　　　（6，奄968）

渡部重明；増田信彦：長期需要予測のための均衡シ，ミユレーター；大阪大学経済学

　　　　　　17（4），　84～］｛］4（5，　奪968）

吉田　稔：在庫調整はどう進行しているか　過去の景気調整期と比較して；週刊東洋

　　　　　経済　（ろ407），52～57（］8，㍉　窪968）

吉村　喬：労働者の生活状態と生活環境；総評調査月報　（22），2～15

　　　　　　（7，1968）

＊吉村勘：現代の賃金問題　労働の格付けと横断賃率，京都　ミネルヴア書房

　　　　　　6，　1968．　548，　6P．　　￥1・500

吉村脚：マルクス賃金論の方法と構成；経済学雑誌　58（5），53～95

　　　　　　（5，　1968）

吉村　励：最賃制の現状と今後の闘争；労働調査時報　（571），4～10

　　　　　　（2，1968）

吉野　紀：ミクロ的分析による投資行動の計測一一形態別業種を対象とする計量経済

　　　　　学的接近一一；研究論叢（駒沢大）　（13），115～133

　　　　　　（6，1968）

全鉱調査部：金属鉱業の退職金の制度と水準；総評調査月報　（20），52～52

　　　　　　（5，］968）

全農協労連調査部：農協労働者の賃金実態；総評調査月報　く21），47～57

　　　　　　（6憤　］968）

全専売労働組合：内側からみたくらしむき一全専売組合員の生活状態一；総評調

　　　　　査月報　（25），δ8～62（8夢1968）

N　財　政

　阿部　勇：戦争と平和一一二つの体制の国家財政予算を通してみた一九六八年の資本

　　　　　　主義国と社会主義国の実態一一；明治学院論叢・研究年報（経済学特輯）

　　　　　　（5），1～］01（5，1968）

　青木得三：昭和四十二年財政金融立法解説；千葉商大論叢　　（9），1～21

　　　　　　（6，　1968）

　新井益太郎：沖縄法人税法概説（上）；租税研究　（247），1弓～1’8

　　　　　　（5，　1968）

　藤田　晴：景気変動と財政政策；大阪大学経済学　17（2／5），15］～188

　　　　　　（5，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－75一



藤谷謙二：住民税の問題点一課税最低限の問題を中心として一；同志社商学

　　　　　2〔｝（1／2），　5ア5～596（7，　1968）

福留久大：政府短期証券のインフレ効果＿．倉糧証券を主として一；経済学研究

　　　　　（東京大学）（1），48～66（6，1968）

房野夏明：附加価億‡莞1（ついての提案；租税研究　（221），21～25

　　　　　（6，　1　968）

＊橋本　徹：日本の財政構造，東京　東洋経済新報社　7，で968．xiv，

　　　　　290P　　￥1，〔〕00
　　　　　　　　■
　　　　　目次

　　　　　序章

　　　　　　第1章　経済成長と公共投資

　　　　　　第2章　経済成長と租税構造

　　　　　　第5章　資本蓄積と企業課税

　　　　　　第4章　社会保障と所得再分配

　　　　　　第5章　安定成長と予算一予算改革論一一

　　　　　　第6章　都市問題と広域行政

平和経済計画会議財政委員会：特集　昭和43年度予算の分析と批判；資料　平和経

　　　　　済　　（81　），　1～1　23　（2，　1968）

　　　　　内容

　　　　　第1部　総論　　　　　　　　　 正木千冬
　　　　　第ロ部　　各論

第］章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

昭和45年度税§詞改正批判　　．P．　47～55

岐路に立つ伺債政策　㍗　56～63

地方財政問題　亘　64～70

昭和4ろ年度財政投融資計画の批判

P　7］～78
社会保障と食管会計　P．　79～87

公共事業関係費分析　駐　88～96

国庫負担と受益者負担の基本的考え方

p　97～104

進
雄
夫

　

武

武

藤

木

田

佐
鈴
藤

誠

勇
久

　

　

健

橋

部
高
阿
林

鈴

伊藤善市：中小企業の発展可能性と財政；調査月報（中小企業金融公庫）

　　　　　（う），　21～29（7，　1968）

貝塚啓明：国債管理政策一サーベイー；大阪大学経済学

　　　　122～150（3，　1968）

木武　雄

　10

7（2／5），
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掃部　実；久保鑓一信：昭和四＋三年度税制改正の概要；自治研究　44（6），

　　　　　57～84（6，　1968）

金子　清：昭和四三年度地方税制改正の概要；自治研究　44（6），85～114

　　　　　（6，　1968）

川崎博太郎：四三年度『『算※の問題点一一「宮沢構想」のつまみ食い一一一；エコノミ

　　　　　スト　46く5），14～18（25，1，1968）

木下和夫：地方財政の経済分析のために；大阪大学経済学　17（2／ろ），

　　　　　144～150（5，　1968）

木下和夫：財政硬直化と今後の財政運営；調査月報（神戸銀行）　（505），

　　　　　2～り3（1，　1968）

北岡甲子郎：ローレンツ・フォン・シユタイン財政学における収入論上の「再生醐

　　　　　概念について一一（1）；茨城大学政経学会雑誌　（22），57～？8

　　　　　（5，　1968）

北岡甲子郎：ローレンツ・フォン・シユタイン財政学体系における「再生産倒概念

　　　　　の意義；茨城大学人文学部紀要（社会科学）（1），45～67

　　　　　（1，　1968）

小沼　勇：昭和四三年度農業施策に関する財政および立法措置；自治研究　44（5），

　　　　　57～7〔〕（5，　1968）

熊谷文雄：45年度の財政投融資計画について；農林金融　21（5），9～14

　　　　　（5， 1968）
松隈秀雄：昭和四三年の税制に関する答申とそれに関連した簡題点；自治研究

　　　　　44（2），　153～48（2，　り968）

松島五郎：自動車取得税について；自治研究　44（4），15～24（4，1968）

松島五郎：昭和45年度地方税改正について；租税研究　（217），2～9

　　　　　（3，1968）

皆川遮夫：昭和四三年度地方財政措置の概要と問題点；自治研究　44（4），

　　　　　25～56（4，　1968）

水谷司鶴夫：明年の景気動向と財政硬直化問題予算規模は原則として抑圧型（景気教

　　　　　室）；日本経済研究センター会報　　（71），35～40（1，1，

　　　　　1968）

村上孝太郎：財政の膨脹と硬直化対策；自治研究　44（1），27～39

　　　　　（1，1968）

中梱宏文二認格変化と補整的財政；経済と経済学　（22），81～115

　　　　　　（5，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－75一



荻田保：財政硬直化と地方行政；都市問題研究2◎（4）ゲ40～53

　　　　　（4，　］968）

大倉真隆：今後の税制調査会の審議内容について；租税研究　（220）？1～6

　　　　　（6，　1968）

大倉真隆：昭和43年度法入税法，租税特別措置法の改正について；租税研究

　　　　　（216），　21～26（2，　1968）

大津隆文；沼田保子1昭和45年度予算の概要；経済月報く経済企画庁）

　　　　　］968（4）ξ4了～5s
大津隆文：沼田保子’財政硬直化簡題についての一考察；経済月報（経済企西庁）

　　　　　1968（ζ）， 56’v64（4，　1968）

柴田　護：地方財政物語　（一・二）～（一六）；自治研究　44（，1－），15～26；

　　　　　44（3），15＾’～～0（3， 1968）；44（4），3～14（4，

　　　　　1968）；44（5），　Z、～154（5，　1968、）；44（6），

　　　　　29～42（6，フ968）

新年度予算案の性格　］～6完；エでノミ～ζト　46（6）～46臼2）

　　　　　1　是正できなかつた硬直化一あい変らぬ財界・官僚との癒着一

　　　　　　　林　栄夫　46（6），46～55（15，2・1968）

　　　　　2　こ着㌧た防衛力増強一新たな「硬直化」要因に一島　恭彦

　　　　　　　45〈7），52～60（20亀2，ケ・～）6εう

　　　　　5　曇気調整の主役を金融ピー一ポリシー・ミックスへの反省を一

　　　　　　　則武保夫　46（8），50～58（27，2，1968）

　　　　　4　崩壊しはじめた戦後財政一対症療法で防げぬ矛盾の累積一一

　　　　　　　宮本憲一　46（9），50～59C5，5，1968）

　　　　　5　「減税ゼロ」という名の増税一一不況対策のシワを大衆に一

　　　　　　　高橋　誠　46（10），46～54（12，3，1968）

　　　　　6　苦悩する地方財鞭一一膨脹と抑制のジレンマー一　大内　力

　　　　　　　46（12），46～54（う6，5，1968）
砂川良和：いわゆる新古典派公債追論の内容と問題点；政経論叢（広島大）　］7

　　　　　（5／6），　127～143（3，　1968）

鈴木博1昭和四三年度国庫予算の概要と自治省関係予算；自治研究44（5），

　　　　　71～82（5，　1968）

鈴木武雄：45年度予算の問題：農林金融　21（ろ），2～8（3，1968）

田上恭治：「財政硬直化」キヤンペーンの意昧するもの；経済　（45），189～

　　　　　了99（㍉1968）
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武田昌輔：権利救済制度のあり方；租税研究　（221），10～14

　　　　　（6，1968）

武田隆夫：「財政硬直化」を考える；総評調査月報　（17），2～8

　　　　　（2，　1968）

田中秀雄：売り上げ税の反動的性格；経済　（46），1フろ～↑79

　　　　　（2，　1968）

谷山治雄：佐藤内閣の公然たる増税政策の展開一一一六八年度「税制改正」の意味する

　　　　　もの一；経済　（47），150～156（ろ，196＆）

渡部経彦二安定化政策と景気循環；季干躍論経済学　19（2），46～59

　　　　　（7，　］968）

山越芳男：福祉国家論と増税論　　（一）～（三）；自治研究　44（3），141～

　　　　　160（3，1968）；44（4），87’一］04（4，⇔68・、・

　　　　　44（5），　1〔｝1～］12（5、1968）

山本昌三：地方財政支出の種々の側面書追手門経済論集　2（2），16～27

　　　　　（3，　1968）

柳　庸夫：公共下水道に関する財政問題〔財政運営↑0）；自治研究　44（3），

　　　　　180～］94（3，　1968）

米原淳七郎：地方財政と安定政策一昭和50年代の我国地方財放についで一一・

　　　　　大阪大学経済学　17（2／5），189～209（5，196・8）

吉国二郎：昭和4ろ年度税制改正の要綱について；租税研究・1216）｝2～14

　　　　　（2，　］　968）

吉国二郎：当面の税制問題について6租税研究　（221・），2～9（6，1968）

財政金融政策と独禁政策（特集）；公正取引　（2り0），2～15（4プ1968）

　　　　　内容は分類Lのなかの同論文を見よ

P　貨諮　金融　保険

安部一一成：物価騰貴，その基本性格と帰趨；岡志社商学　20（1／2），460～

　　　　　478（7，1968）
安部一成：日本経済と物価一5　大企業とその価格設定方式；4　大企業と中小企

　　　　　業；5　中小企業と価格上昇必然のメカニズム1経済セミナザ　（147），

　　　　　55～50（6，　1968）；　（148）タ　9◇6～91（7，　1968）；

　　　　　（15◎），59～55（8，1968）
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天利長三：資金循環過程からみた日本の資本市場一一Carl　Fghlの確定投資化を

　　　　　中心として一；証券経済時報　特別号　（12＞，］～］6

　　　　　　（7＞　1968）

青谷和夫：住宅保険と独占禁止法；保険学雑誌　　（441），91～116

　　　　　　（6，　1968）

新しい証券市場を探る（シンポジウム）：松沢卓二；細金正入く司会）；吉村清三；

　　　　　湊　守篤；鎌倉　昇；板野常和；日本経済研究センター会報　（8了），

　　　　　　2蒙～37（］，6，　］968）

＊沈晩墜：金融資産選択の理論，東京税務計理協会　2，1968．258P、

　　　　　　￥900

福留久大：政府短期証券のインフレ効果一一倉糧証券を主として一一；経済学研究

　　　　　　（東京大）（11），48～66（6，1968）

銀行デパート化は是か非か（月例シンポジウム政策の経済学）：澄田　智；黒川　久；

　　　　　川口　弘：黒川　兆（司会）；日本経済研究センター会報　（83）↓

　　　　　　315～47（1，　7，　］968）

＊後藤新一：本邦銀行合同史，東京　全融財政事情研究会　7，1968．　10、

　　　　　　555，　71）．　　》￥2，500

芳賀半次郎：「貨幣と一般均衡」に関するノート；研究年報　経済学　29（1／2），

　　　　　　80～84（5，　1968）

花田　実：日本の金融モデルについて：金融経済　（パO），57～74

　　　　　　（6，　蒙968）

原正彦：ラドクリフ・リポートの一般流動性理言細金融ジヤーナル　9（4），

　　　　　　87～92，　58　（4，　1　968）

原　司郎：長期信用銀行はどうなるか；金融ジヤーナル　9’（1），37～41

　　　　　　（．1，1968）

＊原　砿三：貨幣・利子・株価一一貨幣市場と資木市場一一㍉東京　経済新誌社

　　　　　　5，　う　968．　2，　6，　ろ08董㌧　　　￥W◎OO

＊据家文吉郎；島本　融監修：2◎年後の銀行足利銀行O埼玉銀行；日本相互銀行；

　　　　　北海道銀行；横浜銀行編，東京　金融財政事情研究会　7，1968．

　　　　　　4，　2901）．　　￥500

市岡幸三：農協融資の一側面一農外融資の新展開とその意味一；農林金融

　　　　　　21（5），　9～15（5，　1968）

井原哲夫：家き†の金融資産選択行動と資金市場；金融ジヤーナ’η　9（5），

　　　　　　86～92（5，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　－78一



飯田　繁：代用貨幣の流通と物価の運動との関係（一）・一一一貨幣流通の現代的理論

　　　　　への志向く続論〉一一；経済学年報（大阪市大）　（27），1～6T

　　　　　（2，　1968）

今井　勇：引き締め政策下の金融情勢　金詰まりの万向へ（景気教室）；日本経済

　　　　　研究センター会報　（84），56～59（15，7，1968）

今村鴻明：企業合同と金融系列；経済セミナー　（148），12～17

　　　　　（7，　1968）

井上定雄：昭和43年度麦価決定の経緯；食糧管理月報　20（8），†9～24

　　　　　（8，　］　968）

石田　望：物価指数としての「消費者物価指数」；東京経済大学人文自然科学論集

　　　　　（19），　45～61　（5，　1　968）

石田興平：非貨幣的金融機関をめぐる信用乗数の問題一ガレー，ショウ系理論の

　　　　　批判的検討一；大阪大学経済学　17（4），1～19（3，1968）

石垣健一：信用のアヴエイラビリティ理論の論理構造；六甲台論集　15（1），

　　　　　25～39（4，1968）

石川常雄：貨幣数量説の生成と展開；経済理論　（102），1～2↑

　　　　　（5，　］968）

伊藤誠：資本蓄積と信用制度（5：完）；経済学論集（東京大）　54（2），

　　　　　56～89（7， 1968）
伊東光晴：物価問題の日本的特質（経済分析講座　2）；日本経済研究センター会報

　　　　　（81　），　59～65（1，　6，　1968）

地主　豊：貨幣の取引的需要に関するノートー一ボーモルとト。ビンの議論の検討～書

　　　　　研究年報　経済学　29（1／2），85～92〈ろ，1968）

鎌倉　昇：資産選択の理論一選択理論の最近における一発展一一；経済論叢

　　　　　1◎1　（1　），　55～61　（1，　］9’68）

葛西孝平：価値尺度の価格標準への転形一一金本位制の基本問題一一；経済論叢

　　　　　101（5），65－82（ろ，1968）

川口　弘：金融制度再編成の方向；経済セミナー　（148），2～11

　　　　　（7，1968）

木上兵衛：金・ドル問題と株式市場（資本市場講座）；日本経済研究セソター会報

　　　　　（82），43～46（15，6，1968）
金融界と情報革命；・金融ジヤーナル　　9（7），　52～59（7，1968）

　　　　　金融界における情i報革命只32～57　　　中西忠男
　　　　　情報革命と金融　旦　58～45　　　生　田　　　努；中1村　　　茂

一 79一



　　　　　金融機関におけるコンピユータリゼーション

　　　　　　　P46～53　　　　　　　　谷沢一郎
　　　　　金融機関におけるコンピユーター利用の一例一データ・バンクシステム

　　　　　　　についてP54～59　　　　　 山村　街
　　　　　　　　　　　　●
金融再編成を展望する一一中小合併・CD・金融制度調査会一一：週刊東洋経済

　　　　　（5418），24～31（13，　7，　1968）

金融制度の変革論議（座談会）：出席者　新庄　博；一谷藤一郎；塩野谷九十九；

　　　　　中谷　実；森川太郎；田中金司：沖中恒幸；金融ジヤーナル　9（5），

　　　　　6～27（C， 1968）
喜多村利雄：貨幣数量説の有用性についての考察，同志社商学　20パ／2），

　　　　　∠‡38～！‡59（ア，　つ（＞68、

小林儲：金灘榊検討醐⊇樵融21（4）・479（4・1φ68）
興銀はどこへ行く？　正宗内自の実力と新了向（特集）；週刊東洋経済　　（3408），

　　　　　書4～24（25，　5，　｛968）

小橋庸三：わが国の損害保険事業について；帝京経済学研究　2（1），53～44

　　　　　（5，　1968）

小宮隆太郎：企業全融の諸問題一一基礎理論と日本の現状をめぐって一一；証券経済

　　　　　時報蚕別号臼2）パ7～45（7－968）

吟後の金融をめぐ頑境」について触‖制騨査会澗囎・金融ジヤーナル

　　　　　9（5），　28～29（5，　1？68）

沓水　勇：クレジツト・ラインについて；金融ジヤーナル　9（6），99～105

　　　　　（6，　1968）

丸山利夫：農業災害補償制度の歴史と現在一水稲を中心として一一（その1；その

　　　　　2；完）；食糧管理月報　　20（5），　5ろ　一37（33　1968）；

　　　　　2◎（4），　55～4◎（4，　1968）言2C（5），46～51

　　　　　（5，　1968）

松好貞夫：日本金融史；金融ジヤーナル　9（1），42～46（］，1968）；

　　　　　9（2），　60～65（∠，　1968）；9（5），　39～4き（5，

　　　　　け68）・9（5），42～46（5，1968）・9（6），
　　　　　62～6616，1968）

三上正之：Fいベンディクセンの名目主義貨幣理論の一考察言大阪産業大学紀要

　　　　　（19），　1～24（1参　1968）

峯島達夫：銀行の投融資計両意思決定論一線型計画と銀行ボー・トフォリオの最適化

　　　　　一一；信託（75），64～76（1，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－80一



御宿　義：最近の農協資金動向とその周辺一42年度農協実態調査から一一；

　　　　　農林金融、21（5），16～28（5，1968）

三宅武雄：フリードマンの金融理論；金融ジヤーナル　◇（4），82～86

　　　　　　（4，1968）

三宅武雄：金融制度調査会の答申をめぐって；金融ジヤーナル　9（1），72～

　　　　　75（1，　1968）

宮崎犀一：金融資本概念の現代的意義；経済評論　17（7），101～111

　　　　　　（6， 1968）
森　七郎二長期信用銀行はどうなるか；金融ジヤーナル　9（1）ヵ32～56

　　　　　　（1，　1968＞

守屋三郎：損害保険と生命保険の分野の問題；保険学雑誌　（441），25～58

　　　　　　（6，　1968）

武藤剛一：「金融再編成」の現段階ξ経済　（49），95～パ0（・5，1968）

中島仁次：企業年金販売上の問題点；保険学雑誌　　（441），75～90

　　　　　　（6，　1968）

＊日本銀行調査局：日本金融年表（追補）一（昭和42年1月～45年3月）一一，

　　　　　東京　同局　7，1968．19P．　　（調特別特　第2号）

＊日本銀行調査局：日本金融史資料　昭和編　第二十一巻　金輸出解禁・再禁止関係資

　　　　　料（二），土屋喬雄監修，東京　大蔵省印刷局　　6，　1968．

　　　　　　795PL　　￥2，000

　　　　　　（土屋喬雄：「金輪出解禁・再禁止関係資料」（二）解題　P・1～25）

＊日本保険業史編纂委員会：日本保険業史　総説編，東京　保険研究所　4，1968．

　　　　　xiら伯BP．　￥スooo
　　　　　目次

　　　　　一全史編一一

　　　　　第1部わが国における保険の黎明P．1～29　　黒田泰行

　　　　　第2部　日本資本主義の生成・確立と保険事業

　　　　　　　　　P．31～76　　　　　　　水島一也
　　　　　第3部　日本資本主義の成熟と保険事業の発展

　　　　　　　　　P．77～145　　　　　　 箸方幹逸
　　　　　第4部　昭和大恐慌と保険　P．147～189　　　　金　子　卓　治

　　　　　第5部　戦争と保険事業　P．191～2ろ8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀井利明；金子暁実

　　　　　第6部　わが国経済・再建過程と保険事業

　　　　　　　　　只259～288　　　　　　安井信夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一81一



第7部

第P部

　第1章

　第2章

第3章

第4章

高度経済成長と保険事業　E　289～561　本　田　　　守

日本経済の自由化と保険

開放経済体制と保険事業　E　365～379　森　田　健　三

金融資本系列化の促進と保険会社の役割

P381～575　　　　　 笠原長寿
年金保険市場の展開P575～621　笠原長寿
わが国保険事業の現状の問題点とその将来

一
自由化に関連して一一P　622～646

　　　　　語り手　　　　　　　　　　山　中

　　　　　聞き手

一 通史編一

第1部　公営保険の歴史〔その1）

　　　　　P’647～675
　　　　　●
第1部　　公営保険の歴史〔その2〕

　第1章　森林国営保険制度　R　677～683

　第2章木船保険E685～704
　第3章　翰出保険　P．　705～716

　第4章　中小企業信用保険制度　P」717～725

　第5章住宅融資保険　P．727～732

　第6章　機械類賦払信用保険　P　735～746

　第7章　中小漁業融資保険　亘　747～758

　第8章　農業災害補償制度　帆　759～767

　第9章　漁船損害補償制度　互　769～784

　第10章漁業災害補償制度　E　785～794

第2部

第3部

第4部

第1章

第2章

第5部

一 参考編一

年表　　　1）．1047～1089
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原

長

笠

宏

共済事業の歴史　互　795～867

保険法制と監督行政の変遷

P869～9’57
保険学会，諸研究団偽新聞，雑誌

保険学会，諸研究団体　P．　959～986

業界紙（新聞・雑誌）とその消長

pg87～993
日本社会保障史　P　995～1046
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＊日本経済調査協議会：金融機構の再編整備（中間報告）総論の部，東京　同所

　　　　　　7，1965　14，119P．　　（調査報告68－1）

庭山慶一郎：「銀行性悪説」の周辺一一自由競争原理の導入を一；エコノミスト

　　　　　　46（22），14～22（28，5， 1968）
則武保夫：景気調整の主役を金融に一一一ポリシー・ミックスへの反省を一（新年度

　　　　　　予算案の性格　5）；エコノミスト　46（8），50～58

　　　　　　（27， 2，　1968）

＊沖中恒幸：金融構造論，東京　全国地方銀行協会　6，1968，445耳

　　　　　　（銀行叢書　第144巻）

沖中恒幸：個入の資産選択一どう変るだろうか一；金融ジヤーナル　9（5），

　　　　　　36～41　（5，　1968）

　大西達雄：農林中央金庫における外部資金の導入状況；農林金融　21（4），

　　　　　　17～26（4，　1968）

　大西達雄：戦前の産業組合中央金庫における米穀資金貸出について；農林金融

　　　　　　21（7），22～28（7・196．8）

　龍　昇吉：社債市場における企業と銀行；金融ジヤーナル　9（5），30～35

　　　　　　（5，　1968）

佐伯伺美：国際的にみたわが国農業金融制度の特質；農林金融　21（6），

　　　　　　2～15（6，　1968）

　西藤雅夫：経済学における保険の位置づけ一保険産業学の提唱一・；保険学雑誌

　　　　　　（441　），　1～22（6，　1　9、68）

　酒井安隆：技術革新と金融機構（一）一一主としてわが国鉄鋼業の事例を中心とし

　　　　　　て＿；．金融経済　（110），1～55（6，1968）

＊坂入長太郎：金融論，東京　酒井書店　6，1968．8，529㌻　￥1，900

　坂野常和：今後の資本布場はいかにあるべきか（資本市場講座）；臼木経済研究セン

　　　　　　ター会報　（77），56～40（1，4，1968）

＊生命保険号　昭和45年版，東京　東洋経済新報社　8，19。e．100P，

　　　　　　（週干1陳洋経済臨時増干ll　第54　25号）　　￥22　0

　嶋田昭孝：投資主体としての投資信託の特質について；証券経済　（；01），

　　　　　　1～17（1，　1268）

　下平尾　勲：商業信用における貨幣前貸説批判一商業信用の本質をめぐって一一；

　　　　　　経済学雑i誌　58（3），55～74（5，1968）

　証券と銀行〔特集〕；金融ジヤーナル　9（3），6～58（5，1968）

　　　　　　証券市場の機能恢復への道　E　6～†0　　　　　　河　部　蓑　二

　　　　　　証券市場と銀行の立場　P．11～15　　　　　　　中　寸　苓　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－85一



　　　　　　資産選択の理論からみたわが国金融市場

　　　　　　　　PT6～20　　　　　　　　鈴木満直
　　　　　企業の資金調達の最適ディシジョンー若干の論点一

　　　　　　　　P22～ろ2　　　　　　　　高田清朗
　　　　　　　　の
　　　　　わが国証券市場の史的考察　P．　53～58　　　　　　熊　野　剛　雄

昭和41年度農林漁業金融公庫資金の動向；長期金融　4〈5），6～87

　　　　　　（2，　1968）

昭和42年度金融経済情勢の回顧；調査月報（日銀）　†9（6）31～27

　　　　　　（6，　1，968）

杉岡磧夫：消費者物価問題と流通機構人経済分析講座3）；日本経済研究センター

　　　　　会報　（81），64～68〈㍉　6，1968）

鈴木金三：日木の銀行における信用洪給の基礎理論一一コール・レート成立のメカニ

　　　　　ズム＿＿；金融ジ雪一ナル　9（2），86～97（2，　f◇68）

＊館　龍一郎；鎌倉　昇編：金融経済講座　IV　国際収支と金融東京　東洋経済新報

　　　　　社　 6　1968　276P　　￥788　　　　　　　　，　　　　　　　　　．　　　　　　　　　●

　　　　　目次

　　　　　　］　国際収支と金融　p　3～3g　　　　　　　　　　新　開　陽　一

　　　　　　2　為替政策　ぴ　41～86　　　　　　　　　　　天　野　明　弘

　　　　　　3　短期資太移動　p　87～蒙47　　　　　　　　　渡　部福太郎

　　　　　　4　長期資本移動　P　149～207　　　　　　　　柴　田　　　裕

　　　　　5愚際通貨制度P209～27で　　　　宇野健吾
高橋　要1日本繹済と資本市場一一株式市場の衰退とその機能回復策一一（資本市場

　　　　　講座）；日本経済研究センター会報　く75），43～46

　　　　　　（1，ろ，1968）

高守益次郎；山口正康：意外に締まらぬ企業金融＿金融政策に新たな課題残す一；

　　　　　エコノミスト　46（11），　54～40（19， 苦，　1968）

高守益次郎：苦悩する変革期の証券界一一免許行政と公社債市場一；エコノミスト

　　　　　46（8），　14～21（27，　2；　1968）

　i副」　満：景気循環と信用（三）一『金融資本論』研究序説第三部一；東京経大

　　　　　学会誌　 （57），　59～86（3， 1968）
展開期を迎えた消費者金融：週刊東洋経済　（3｛408），25～’52

　　　　　　（25，　5，　1968）

＊寺園徳一郎：資本と競争，京都　ミネルバ書房　5，1968．6，255只

　　　　　￥98◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　－84一



梅井義雄：金融入史話　三和銀行の巻　（一）一その三本の源流一；

　　　　　（二）一鴻池の主人たち一；（三）一鴻池，土居通夫を顧問に招聰

　　　　　一；（四）一鴻池顧問・土居通夫の処世の秘訣一一；（五）一大阪

　　　　　金融界への人材導入一；（六）一一前史を色どる人びと，＿；

　　　　　（七）一銀行家としての町田忠治一；金融ジヤーナル　　9（2），

　　　　　72～76（2，　1968）；9（3），65～67（3，1968）；

　　　　　9（4），　68～72（4，　1968）；9（5），　64～69（5，

　　　　　1968）；9（6）， 89～93（6，　1968）；9（7），

　　　　　80～84（7， 1968）
　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　こ

虎田席雄：資本自由化　と証券経済の諸問題；商学論究　15（4），51～70

　　　　　（5，1968）

外山　茂：7～9月の金融情勢　窓口規制の強さ変わらず（景気教室）；日本経済研

　　　　　究センター会報　（85）・19～22（↑，8，1968）

山田良治：「ガーレイ・ショウ仮説」について；金融ジヤ→ナル　9（4），

　　　　　73～81（4，　1968）

山中豊三：沖縄の農業金融についてB農林金融　21（2），46～50

　　　　　（2，　1968）

山城　昇こ農業保険論序説一一研究課題と「保険理論」の基礎的検討一；拓殖大学

　　　　　論集　北海道拓殖短期大学特集　　（2），1「2↑～157（5，1968）

矢尾次郎：マクロヘモデルと金融部門；国民経済一雑誌　†17（6），19～57

　　　　　（6，　1968）

安川七郎：金融再編成と証券市場の将来㌃証券経済時報特別号　（12），45～69

　　　　　（7，1968）

吉野昌甫：中小企業の発展可能性と金融一企業規模間格差の推移と中小企業および

　　　　　中堅企業の金融機関借入れ金残高の特色一；調査月報　（中小企業金融

　　　　　公庫）　10（1），29～36（7，1968）

吉野俊彦：忘れられた元日銀総裁一富田鉄之助伝　　（55）～（41）；

　　　　　金融ジヤーナル　9（1），76～79（1，1968）；9（2），

　　　　　78～83（2，　1968）；9（3），　81～85（5，　1968）；

　　　　　9（4），42～45（4，　1968）；9（5）， 84～87
　　　　　（5，　1968）；　9（6），　94～98（6，　1968）；9（7），

　　　　　85～89（7，　り968）

吉岡恒明：企業の金融行動・リスクおよび資本構成；新潟大学経済論集　（1），

　　　　　57～84（1，　1968）

一85一



Q　価値　価格と物価

　八方ふさがりの高米価政策；週刊東洋経済　　（54奪6），24～55

　　　　　　（6，　7別1968）

　林文彦：消費者物価指数に関する一考察；早稲田商学（2◎2），57～69

　　　　　　（6，　1？68）

＊飯田経夫ほか：雇用・賃金と物価の関係，東京　日本経済研究七ンター　7，

　　　　　　ノ968．227P．　　（研究報告　NO．20）

　　　　　　内容は分類」のなかの同書を見よ

　飯田経夫：雇用・賃金と物価の関係　（42年度共同研究）；臼本経済研究センター・

　　　　　　会報　（83），61～67（㌔　7，1968）

　飯田経夫：成長政策と物価問題の位置づけ（経済分析講座　1）；臼木経済研究セン

　　　　　　ター会報　（80），33～37（15，5，1968）

石井城夫：米価と稲作経営安定政策に関する若干の私見言拓殖大学論集　北海道拓殖

　　　　　　短期大学特集　（2），2、5～52（5，1968）

　涌井洋治：地価対策の新たな視点；自治研究　44（2），91～114

　　　　　　（2，　1　968）

　馬越佑次郎：農産物価格の相対関係の変化；農林金融　21（7），2～8

　　　　　　（7，　1968）

　松石勝彦：生産価格と市場価値一∫資本論』第澱巻第10章の解萌一；土地制

　　　　　度史学　（3β），42～57（1，1968）

松浦　保：競争的価格と独占的価格；経済セミナー（147），6～1］

　　　　　　（6，　1968）

宮川史成：米価と食管にたいする国家独占資本主義の対応；経済（52），

　　　　　　66～77（8，　1968）

本山剛：改定された卸売物価指数甲一ウエイト変更で上げ幅は縮小ヘー一一；

　　　　　週刊東洋経済　（5392），34～58（24，2，1968）

長鶴誠一：特別剰余価値と社会的価値の成立機構：一橋論叢　68パ），75～

　　　　　　81（7，　1968）

永友育雄：物価についての一考察；桃山学院大学経済学論集　9（3／4），60～

　　　　　　74（6，　1968）

中嶋千尋：米価・地価（経済分析講座　4）；日本経済研究センター会報　（82），

　　　　　　47～52（15，　6，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－86一



野村剛夫：わが国における農産物価格政策の概要；農林金融　21（7），

　　　　　29～39（7，　1968）

大内　力：米価問題のすじ道；エコノミスト　46（24），14～25

　　　　　（1　1，　6，　1　968）

大和瀬達二1参入阻止価格の理論（一）；早稲田政治経済学雑誌　（208／209），

　　　　　295～514（2，　1968）
佐上武弘：物価の動きと問題点　物価安定には構造的改革が必要（景気教室）；

　　　　　日本経済研究センター会報　（84），42～50（15，7，1968）

佐上武弘；横田英司：物価政策の動向と地方団体への期待（一）；自治研究　44

　　　　　　（6），　115～150（6，　1968）

斉藤謹造：物価安定の基本的課題一→i蚤済的合理性を貫徹せよ一；エコノミスト

　　　　　46（1　0），　14～21　（1　2，　5，　1968）

斉藤謹造：資本蓄積と産業予備軍；経済研究（一橋大）　19（2），111～11ノ

　　　　　（4，　1968）

関原孝夫：再販売価格維持行為と物価問題；経済　（50），94～107

　　　　　　（6，　1968）

玉木興乗：参入阻止価格と限界原理；関西大学経済論集　17（6），23～41

　　　　　　（2，　1968）

田村泰夫：「黒岩博士による独占均衡通説批判」へのコメント；商大論集　19

　　　　　　（4／5），　34～51　（1，　1968）

＊寺園徳一郎：資本と競争，京都　ミネルバ書房　5，1968．6，253巳　￥980

櫟本功：価格機構と動学的資源配分；政経論叢（広島大）　17（5／6），

　　　　　145～175（5，　1968）
牛島良介：自由米価格の変遷と最近の動向；食糧管理月報　20（2），25～34

　　　　　　（2，　1　968）

山田克巳：寡占経済論動態化の問題点；経済評論　17（7），112～12†

　　　　　　（6，　り968）

米倉武一：米価は、だれが決めるべきか一立法府の行政介入をやめよ一；エコノ

　　　　　　ミスト　46（9），14～20（5，3，1968）
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R　経済変動

逢坂充：恐慌論体系と「諸資本の競争」　（1）；熊本商大論集　（26），

　　　　　1～31（5，　1968）

青木賢治：設備投資の現状と展望一設備投資は沈静するか一（景気教室）；日本

　　　　　経済研究セ〃一会報（8で），42～48臼，6，1968）
有光勝臣：経済変動過程の分析と「企業者の態度」；六申台論集　15（1），

　　　　　40～S3（4，1968）

新しい国際環境下で景気はどうなるか　42年度第4回景気討論会：金森久雄；吉野

　　　　　俊彦；下村　治；北裏喜一郎；司会　紅林茂夫；日太経済研究センター会

　　　　　報　 （74），　2～f3ヂ（f5，　2，　1968）

調整下の景気の実態と展望（特集）（景気教室）；日本経済研究センター会報

　　　　　（76），　2～35（15，　3，　り968）

　　　　　1　金融情勢　引き締め効果は6～8月に

　　　　　　　P　2～7　　　　　　　　　　　　　　　　　　今　井　　　勇
　　　　　　　●
　　　　　2　需要の実態　景気調整はおくれない　乳　8～14　高　橋　毅　夫

　　　　　3　生産の足取り　42年の生産上昇の特色と今後

　　　　　　　P．15～19　　　　吉田稔
　　　　　4　国際収支の推移　国際収支赤字と世界経済

　　　　　　　P20～25　　　　　　　　西嶋周二
　　　　　5　労働面からみた動き　大きな変動ない労働市場

　　　　　　　鴉　26～31　　　　　　　　　　　　　　　　山　下不二男

　　　　　6　中小企業の景況　資金繰りはつまり気味へ

　　　　　　　P．32～55　　　　　　　　　真野彌太郎
ドル防衛下の景気展望て経済四季報）（座談会）：池内得二；大来佐武郎；

　　　　　川又克二：篠島秀雄；別冊　中央公論　経営問題　7（1），5董～67

　　　　　（3，　1968）

ドル不安下の内外景気動向く景気四季報》（4～6月’）　（座談会）：出席者

　　　　　呉　文二；宮崎　勇；竹内一郎3水谷司鶴夫；エコノミスト　46（13），

　　　　　14～51　（2，　4，　1968）

藤井　隆：高密度集積の経済理論一経済進歩について一；経済科学　15（4），

　　　　　147～164（5，　1968）

藤田　晴：景気変動と財政政策；大阪大学経済学　17（2／5），151～188

　　　　　（3，　1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　亘88聯・



現下景気をどうみるか　ドル不安は錯覚　対談（景気教室）：木内信胤3紅林茂夫：

　　　　　日本経済研究セ〃一会報（71），21～24（1，1，，1968）

林徳栄：商品市場からみた景況商品市揚のくせを知ろう（景気教割；日本経済

　　　　　研究センター会報　（7，1），25～52（1，1，1968）

引締め政策の持続は是か非かく景気四季報〉（7～9月）（座談会）：出席者

　　　　　吉野俊彦；竹内一郎；水谷司鶴夫；金森久雄；エコノミスト　46〈27），

　　　　　1　4乍5†　（〆2，　7，　1　968　）

飯田経夫：成長政策と物価問題の位置づけ（経済分析講座　1）；日本経済研究セン

　　　　　ター会報　く80、），5ろ～57（15，5，1968）

飯尾要二二部門成長のサイバネティクス・モデルー一第三次産業部門との関連にか

　　　　　かわって一一：桃山学院大学経済学論集　9（5／4），75～401

　　　　　（6，　1968）

伊木　誠：景気循環論の今日的課題；週刊東洋経済（5396），

　　　　　†08～115（23，　5，　1968）

梶田公：成長理論における資本及び貨幣；彦根論叢（129／150），64～79

　　　　　（5， 1968）
金森久雄：これからの景気をどうみるか一国際通貨不安の影響を過大視するな＿；

　　　　　週刊東洋経済　（ろ599），ろ2～58（6，㍉　蒙968）

金森久雄：見通し明るい景気の基調一10億ドル黒字は達成できる門；エコノミス

　　　　　ト　46（50），14ペサ21（2ろ，　7，　1968）

金田良治：西ドイツにおける現代成長理論の一動向一一国家の国民経済の成長プロセ

　　　　　スにおよぼす影響についての珪　ミツヒ勾レに代表される見解の紹介一；

　　　　　天理大学学報（∧文学会誌）19（5），107～258（1，1968）

片野彦二：Dobb－Robinson－Sen　の最適技術選択論；国民経済雑誌　U　7

　　　　　（3），2†～《55（5・ 1968）
片野彦二：St◎leruの最適成長論一端点条件の設定をめぐっで一㍉国民経済

　　　　　雑誌　 11ア（5），　54～66（5，　1968）

川鍋正敏：「機能している資本の弾力性」と「資本の膨張力」；経済研究（一橋大）

　　　　　19（1），　74～76（1，　1968）

景気調整は終ρたかク　　主要産業民みる景気の新局面；週刊凍洋経済　（5418），

　　　　　70～85（13，　7，　1968）
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景気実勢の断面を洗う　1　市況　鉄鋼はドロ沼イち繊維も悪化のきざし；2　輸出

　　　　　輸出の回復はほんものか；　3　強気決算の背景一経営者の景気観をさ

　　　　　ぐる一：　4（完）　主要企業の資金繰り・在庫動向をさぐる；週刊

　　　　　東洋経済　（3402），26～31（20，4，1968）8

　　　　　（5403），44～64（27，4，1968）；（5407），

　　　　　68～75（18，　5，　1968）；（3409），　68～75

　　　　　（］，6，f968）

計量モデルによる今明年度経済見通し一企画庁経研と日経センター予測を中心と

　　　　　して一一；週干原洋経済（5421），54～41（27，7，1968）

木村吉男：ハロツド・ドーマー・モデルにおける技術選択について8オイコノミカ

　　　　　4（4），　154～70（5，　で968）

木下公士：技術進歩と経済成長のヴィンティジ分析；農業経済研究　4G（1），

　　　　　17～24（6， 1968）
宮崎　勇P：景気調整策の浸透と展望　みえてきた景気の山（昔気教室）；日本経済研

　　　　　究センター会i報　（77），21～24（1，4，　1968）

宮崎　勇：40年不況と今次景気調整の比較　従来と変わらぬ調整効果（景気教室）；

　　　　　日本経済研L究センター・会報　（82），16～22（15，6，乍968）

ミクロからみた不況パターン　主要産業の景気波動を予測する；週刊東洋経済

　　　　　（3590），26～69（10，2，1968）
美濃口時次郎：入ロと経済成長；社会学研究　（9），り～67（5，1968）

水谷司鶴夫：明年の景気動向と財政硬直化問題　予算規模は原則として抑圧型

　　　　　（景気教室）溺本経済研究センター会報く71），35～40

　　　　　（1，　1，　1968）

長尾義三：昭和金融恐慌の経過；同志社商学　20（1／2），269～284

　　　　　（7，　1968）

r25系列による景気動向指数」の改訂について：経済月報（経済企画庁）

　　　　　1968（7），　59～62．

大内山健二：海外経済情勢とわが国景気政策の今後　引き締めは継続されよう

　　　　　（景気教室）；日本経済研究センター会報　（85），9～12

　　　　　（1，8，1968）

酒井泰弘：経済成長と内生的労働供給：国民経済雑誌　117（5），48～60

　　　　　（5，　1968）

成長政策の今後（月例シンポジウム　政策の経済学）：下村　治；池内得二；

　　　　　藤野正三郎；黒川　雛（司会）；日本経済研究センター会報　（80），

　　　　　2～16（1　5，　5，　1　968）

　　　　　　　　　　　　　　　　－9◎一



世界の景気・日本の景気（座談会）（景気四季報）：出席者　吉野俊彦；宮崎　勇；

　　　　　竹内一郎；村本周三；エコノミスト　46（1），28～42

　　　　　（2，　1／9，　1，　1968）

柴田義人：経済変動の形態変化に関する理論的接近；経済論集（北海学園大）（19）ヶ

　　　　　81～98（2，　1968）

下村　治：経済の現状をどうみるか一不況は軽くて短い一（景気教室）8日本経

　　　　　済研究センター会報　　（81），58～41（1，6，1968）

新局面を迎えた日本の景気〔特集〕；週刊東洋経済　（3402），18～25

　　　　　　（20，　4，　1968）

宍戸駿太郎：マクロ的にみた5年後の日本経済一計量モデルによる予測を中心に一

　　　　　　（中期予測教室）；日本経済研究センタ・一会報　（85），25～84

　　　　　　（1，　8， 1968）
宍戸駿太郎3星野進保；河野彰夫；秦泉寺　昇；川名英子：短期経済予測パイロツト

　　　　　モデルによるシミユレーション分析；経済分析　付録（1），13～28

　　　　　　（6，　1　968）

宍戸駿太郎；斉藤充夫；河野彰夫；秦泉寺　昇；川名英子；平墳邦夫：短期経済予測

　　　　　パイロットモデルの再推定結果；経済分析　（25），155～i58

　　　　　　（6，1968）

宍戸寿雄：日本的高度成長に巣食う硬直性一成長理論の盲点をつく一；週刊東洋

　　　　　経済　（5408），U6～121（25，5，1968）
菅沼　澄：均斉成長理論と不均斉成長理論一その適用可能性について一一（1）；

　　　　　経済科学　15（1），91～115（1，1968）

昭和42～45年の経済動向　投資主導の景気上昇から引き締めへ；週刊東洋経済

　　　　　　（5411）臨時増刊経済統計年鑑　昭和45年版，37～40

　　　　　　（12，　6，　1968）

＊玉木興乗：現代経済の変動理論，東京　新評論　4，1968．vii⑨258P．

　　　　　　￥900

玉井龍象：循環的成長論の再考察；桃山学院大学経済学論集　9（2），63～96

　　　　　　（5，　1968）

玉井龍象：最近におけるケムブリツジ学派の動向一成長理論をめぐる「新古典派」

　　　　　　と「ケインズ派」一；桃山学院大学経済学論集　9（2）｝97～118

　　　　　　（3，　1968）

転換期を迎えた引き締め政策〔特集〕；週刊東洋経済　（5415），24～45

　　　　　　（22， 6， 1968）
　　　　　動揺する国際通貨体制と日本経済　P．54～ろ9　　　吉　野　俊　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　一91一



　　　　　引き締め政策な即刻手直しせよ　P　40～45　　　　高　橋　亀　吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聞、き手．〉藤井　 栄

時子山和彦：日本経済の有効成長径路一再考一一；経済研究（一橋大）　19

　　　　　（3），25◎～2ろ7（7， 1968）
渡辺　弘1カルドアの経済成長モデル（続）；経済学論叢　17（3），78～99

　　　　　（了，　196ξ8）

渡辺　弘二経済成長と所得分配一一ロビンソン派二部門成長モデルー一；経済学論叢

　　　　　17（4／5／6）ンろ5～う07（3， 1968）
渡部経彦：安定化政策と景気循環；季刊理論経済学　19（2），46一シ59

　　　　　（7，1968）

山ロ正之：経済発展論と停滞程論の諸問題；経済　（47），105．～125

　　　　　（5， 1968）
矢野恵二吟体化された技術進歩についての若干の覚書；経済論集（関西大学）

　　　　　：ア（6），45’－55（2；　1968）

米倉一良：技術進歩の経済学序説　（1）：経済理論　（105），55～68

　　　　　（5，　1968）

43年度主要各機関の貢気見通し総まくり（討論会）（景気教室）：，金森久雄；

　　　　　水谷司鶴夫；司会　中西永年；日本経済研究センター会報　（75），

　　　　　4］～5↑　｛i1〆2，　1　968）

吉野俊彦：ドル不安とわが国の景気政策一国際情勢のきびしさを再認識せよ一一一；

　　　　　エジノミスト　46（2で〉，了4～23（2f，5，了968）

輸出ドライブはかかるか　好転した海外環境　国内の生産能力も増大（景気教室）：

　　　　　水谷司鶴夫；江森盛久；黒川　パ（司会）：林　信太郎；日本経済研究セ

　　　　　ン・ター6きr幸艮　（82），　25～29（1曙♪　6，　1968）

s　国際経済

天野明弘：生産技術の国際移動と交易条件；経済研究（一僑大）　19（2），

　　　　　164～167（4，　］968）

アジア・太平洋諸国と日本〔特集〕；経済　（47），45～79（3，1968）

　　　　　タイのζ経済開発」と日本独占資本　P．δ5～56　　土　田　茂　雄

　　　　　インドネゾアをねらう米日独占資本　E‡57～68　　寺本光　朗

　　　　　太洋州諸国の経済と日本の進出　P∴69～79　　　　高　波　健　一
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嵐を呼ぶ米国の輸入課徴金一背景・影響・対策を考える～＜座談会》　：

　　　　　林　信太郎；小島正興；三木乙彦；エコノミスト　46（11），

　　　　　14～24　（19，　3，　1　968）

米国輸入課徴金と日本経済（特集）；週刊東洋経済　（5395），12～28

　　　　　（1　6，　5，　1　968）

　　　　　1　保護主義色強める米国の通商政策　P。12～18

　　　　　2　対米輸出への影響と産業界の表情　P．20～24

　　　　　3　不利益を相殺する対応策を　E　25～28　　　　林　信太郎

ドル防衛強化と日本経済〔特集）；週刊東洋経済　（3386），10～16

　　　　　（15，　1，　1968）

ドル不安・ベトナム和平後の世界経済　楽観許されぬ下期経済（名古屋経済討論会）：

　　　　　司会　紅林茂夫；矢野智雄；吉野俊彦；竹内一郎；日本経済研究センター

　　　　　会報　（82），8～15（15，6，1968）

どうなる　どうする　金・ドル問題とB本経済〔特集〕；週刊東洋経済　（5598），

　　　　　8～43（5◎，　5，　1968）

越後和典1資本自由化と産業政策一錯乱した政策論を批判する一一一；週刊東洋経済

　　　　　（54］5）， 6！5～7】（22，6， 1968）
江夏健・一：貿易政策研究の方法論の問題点一一「小島理論」を中心に一；商経学叢

　　　　　（35／36），　15◎～167（4，　1968）

藤井　茂：経済援助と貿易；国民経済雑誌　117（6），1」18（6，1968）

伏見繁一：輸出入業者の資本と金融；名古屋学院大学論集（14），96～117

　　　　　（6，1968’）

激動する国際情勢と今後の景気（45年度第1回景気討論会）：内田忠夫；下村　治；

　　　　　中村孝士（司会）；吉野俊彦；林　大造‡日本経済研究センター会報

　　　　　（85），　2～18（で，　7，　1968）

現行国際収支対策はどこまで有効か一金融学会報告「わか国の国際収支一その金

　　　　　融的対策」より一，週刊東洋経済（5407），38～42

　　　　　（18，　5，　1968）

飯田経夫：成長政策で競争力強化を一一根拠薄弱な「外貨積み増し」論一（「外貨

　　　　　積み増し」か経済成長か①）；エコノミスト　46（28），14～20

　　　　　（9，　7，　1968）

池本清：比較生麟説と特殊的要素一ハ・・織の展開一，国民経済雑誌

　　　　　11　7（4），　69～84　（4，　1　968）

入江猪太郎：資本自由化と貿易；国民経済雑誌　118（1），1～16

　　　　　（ア，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－95一



嘉治元郎：国際通貨危機と日本経済；中央公論　85（5）．94～了口］

　　　　　　（5，1968）

鎌倉　昇：ドルの将来と日本経済；週刊東洋経済　（5595），53～39

　　　　　　（16，　3，　1968）

柏崎利之輔：経済援助の基礎；早稲田政治経済学雑誌　（208／209），

　　　　　　51　5～556　（2，　1　968　）

1旧侃：べけ識争の経済的影響一構造的分析を中心として一・鯛平和

　　　　　経済　 （8三5），57～5］（4／5， 1968）
　ヶネディ・ラウンドの数量的分析；通商調査月報　（144），1～48

　　　　　　（2，　1968）

桐谷　維；小林絢子；丸　淳子：外国為替レート切下げの効果一弾力性アプローチ

　　　　　　と吸収アプローチの総合化における切下げ分析の理論一；計測センター

　　　　　Tecl111ical　PaPer（8），1～63（5－968）
喜多村　浩：南北簡題の底流と日本の立場：週刊東洋経済　（3396），46～54

　　　　　　（23，　3，　き968）

小林日出男：ベトナム停戦の日本経済への影響；世界経済評論　12（6），

　　　　　　25～50，　24　 （7，　1968）

＊小泉　明；相原　光　編：国際経済論講義，東京　青林書院新社　5，1968．

　　　　　　345只（青林講義シリーズ）￥900

　　　　　目次

　　　　　　第1章　国際経済論の対象一序説一　P．　3～24

　　　　　　第2章　国際貿易の純粋理論　E　25～118

　　　　　　第3章貿易政策P．119～174

　　　　　　第4章　国際貴本移動　亘　175～215

　　　　　　第5章　国際流動性　P．217～2ろ6

　　　　　　第6章　国際収支の調整　P　237～255
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　第7章世界経済における地域統合化と南北問題

　　　　　　　　　　p．　257～274

　　　　　補論　わが国の国際収支統計とその予測について

　　　　　　　　P275～ろ02
　　　　　　　　　●
　　　　　国際経済年表　P．516～529

＊小島　清編：太平洋経済圏，東京　日木経済新聞社　6，1968．

　　　　　　（日本経済研究センター双書・丁4）　判．0己O
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　　　　目次

　　　　　第1章　カナダと太平洋貿易政策　耳　エドワード・イングリツシユ

　　　　　　　　　pg～28　　　　　　芦矢栄之助訳　　　　　　　　　　●
　　　　　第2章　カナダの貿易，ケネディ・ラウンドおよび太平洋自由貿易地域

　　　　　　　　　ブルース・W・ウィルキンソン

　　　　　　　　　P29～44　　　　　　藤井　茂訳　　　　　　　　　　■
　　　　　第3章　ニユージーランドの貿易と援助政策一太平洋・アジア地域と

　　　　　　　　　の関連において一レスリー・Y　キヤツスル

　　　　　　　　　P45～59　　　　　 原　洋之助訳
　　　　　　　　　　◆
　　　　　第4章　日本・豪州・ニユージーランド経済統合への見解

　　　　　　　　　P」　61～75　　イアン・A、マクドーガル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　野　卓　爾　訳

　　　　　第5章　太平洋自由貿易地域一一日本の関心一一

　　　　　　　　　1】㌧　77～117　　　　　　　　　　　　 ！」、　島　　 清

　　　　　第6章　太平洋経済統合一オーストラリアの立場一E　119～136

　　　　　　　　　ピーター・D．ドライスデール　　金森久雄訳

　　　　　第7章　ケネディ6ラウンド後の新世界貿易政策：諸方式の展望

　　　　　　　一一特に太平洋・アジア地域の地位に関連して一一一

　　　　　　　　　P．　157～15f　　ハリー・qジョンソン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　沢　逸　平　訳

　　　　　第8章　太平洋地域における農業面でのギヤップ

　　　　　　　　　P．155～169　　　　　　逸見謙三
　　　　　第9章　太平洋地域における経済協力の金融的側面　蛾　171～187

　　　　　　　　　　リチヤード・クーパー　　　　嘉治佐代訳

　　　　　第10章　太平洋投資決済銀行構i想　P．189～200

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦　矢　栄之助

　　　　　第11章　アジアにおける米国の援助政策　E　2P1～215

　　　　　　　　　グスタフ・レニス　　　　　深海博明訳
　　　　　　第12章　アジアの経済開発における日本の役割り

　　　　　　　　　　P215～233　　大来佐武郎；大西　r召
　　　　　　　　　　■
国際収支の均衡回復はいつか（座談会）：出席者　　（司会）　中村孝士；矢野智雄8

　　　　　江森盛久；石丸義富；水谷司鶴夫；週刊東洋経済　　（。叉94），

　　　　　22～32（9，　5，　1968） ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　－95一



紅林茂夫：「外貨積み増し」は必要だ一〃その日暮らし”経済から脱却のために一

　　　　　（「外貨積み増し」か経済成長か②）’；エコノミスト　46（28），

　　　　　21～25（9， 7，　1968）

前川健一：資料からみたボンド切下げとドル防衛の諸問題；証券経済時報　特別号

　　　　　（11），　1～101（5，　1968）

間宮国夫：明治籾年における通商司政策；社会科学討究　13（2），

　　　　　149～168　（2，1968）
松村善太郎：ドル不安とわが国の金準備　国際協力か，金選好か；エコノミスト

　　　　　46（5）， 40～49（6．　2，　1968）

三辺信夫：『合意的匡際分業原理』の意義と限界；経済堂雑誌　59（1／2），

　　　　　149’ン162（2；1968）

三辺信夫：生産要素価格均隼化輝論の多数財多数要素モデルへの拡充；経済学年報

　　　　　（大阪市大）（∠7），63’・84（2，1968）

官尾尊弘1対外投資理論の再検討一一対外投資函数の採用一・；三田学会雑誌　61

　　　　　（4），　75～102（4，　1（68）

宮崎　勇；西嶋周二：ベトナム戦争と米国・日本経済二二停戦の経済的影響をさぐ

　　　　　る一；エコノミスト　46（16），86～97（20，4，1968）
中村秀一郎：日本経済の構造変化と特恵関税一二産業籔策kおけるナショナルインタ

　　　　　レストとは何か一（産芙講座）；日本経苗研究てノター会報　（77），

　　　　　50r》55（1，　4，　1968）

中西市郎：トリフィン教授の「アジア準備制度」構想と日本；経営研究　（93），

　　　　　1～2grl，　1968）

楠北問題の新展開』（国際経済学会関東支部第4回大会・報告）；世界経済評論

　　　　　12（7），4～42（8，1968）

　　　　　1　ハリー・G・ジ；ンソンの南北問題　P．5～14

　　　　　　　　　　　　　　　　報告　大　畑　彌　七　；討論　中　内　恒　夫

　　　　　2　低開発国め経済成長と経済体制一「開発戦略」の問題をめぐって一

　　　　　　　P　14～21　　報告　原　　　覚　天　；討論正　井　正　夫

　　　　　3　南北問題と日本の経済協力一戦後日本の資本輸出について一

　　　　　　　P．21～30　　報告　川　田　　　侃　　；討論　石　渡　誠　三

　　　　　4　南北問題と日本　P　30～42
　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　報告　小　島　　　清　；討論’岡　　　茂　男

並木信義：米国輸入課徴金の成り行きと日木貿易（産業講座）；日本経済研究センタ

　　　　　ー会報　（78），27～31（15，4，1968）
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並木信義：ことしの通商白書一そのねらいとポイントー一（時事解説）；日本経済

　　　　　研究センター会報　 （84），60～64（15，．7，　↑968）

西村孝夫：十九世紀後半におけるイギリスの対日通商政策；経済研究（大阪府立大）

　　　　　1・5（1）， 22～4き（2，　↑968）

大畑篤四郎：日本における外国人待遇の変遷（一）一通商航海条約を中心として一；

　　　　　アジァ研究　15（1），55～70（4，1968）

大慈彌嘉久：資本自由化．1年とこれからの問題　いっそう望まれる国際競争力

　　　　　（景気教室）；日本経済研究センター会報　（85），1ろ～18

　　　　　（1，8，　1968）

岡　茂男：日本経済の国際的地位と関税問題；世界経済評論　12（2），

　　　　　28～54（2，　19φ8）

大谷老太郎：分業利益の基礎理論（三・完）一ハロソドによる帰結，なお残る問題

　　　　　一；産業経済論叢　 2（4），　158～156（5，　1968）

大山道広：資本移動と対外政策；三田学会雑誌　61（4），1～39

　　　　　（4，，1968）

キンタナ・カルロス（Quintana・Carlos）：中南米からみた低開発国問題と

　　　　　日本への期待一UNCTADエユーデリー会議に出席して一一一（特別講

　　　　　義）；通訳　村松増美：呂本経済研究センター会報　（76），

　　　　　36～415（15，　5，　1　968）

斉藤謹造：低開発国における投資基準と技術選択；商大論集　奄9（4／5），

　　　　　71～86（1，　］968）

桜井一郎：為替レート切り下げ効果分析の研究；明大商学論叢　51（7／8），

　　　　　2丁～54（15，　］968）

柴田　裕：国際資本移動を含む国際均衡；富大経済論集　13（4），1～15

　　　　　（1，　1968）

資本にとって国籍とはなにか（座談会）：古川　哲；竹中一雄；柴垣和夫；経済評論

　　　　　17（1），92～112（1，1968）
清水貞俊：日本の近代化過程における貿易構造の変化；立命館経済学　16（5／6），

　　　　　45～71（2，　1968）

篠原三代平：世界経済は中期循環の底にある一四二年度「世界経済白書」に関連し

　　　　　て＿：週刊陳洋経済　（3387），28～52〈27，1，1968）

白川　清：資本主義発展と貿易政策一自由化段階の農産物貿易論のために　｛－6

　　　　　農業経済研究　4◎（1），1～7（6，1968）

白州義明：財界の南進政策とその思惑一ペトナム戦争後の米・中・ソと日本一；

　　　　　経済評論’17（5），148～157（5，1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－97一



鈴木寛一：南北問題の推移と日本く調査と解説〉；農林金融　21（6），

　　　　　　51～58（6，1968）

高橋房二：技術進歩，貿易差隅　交易条件，実質所得㌔三田学会雑誌　61（3），

　　　　　22～85〈3，で968）
高橋芳三：わが国の保税制度；商学集志　57（4），1～15（3，1968）

谷口重吉：経済開発の基本原理：商大論集　］9（4／5），12～55

　　　　　　（1，　1968）

時政　爵：最適経済成長について…フ才ン・ノイマン・モデルの展望一一；西南学

　　　　　院大学経済学論集　2（2），51～74（3，1968）：

徳永清行：戦後回復期わが国貿易の性格；同志社商学　2◎（1／2），

　　　　　　S22～535（7，　1968）

＊通商産業省：通商白書　1968　総論；各論，東京　通商産業調査会　　7，

　　　　　　1968●　2，　5，　370P●　8861正㌧　　　￥480；￥1・400

内田勝敏：戦後の日英貿易をめぐる諸問題一一臼英貿易会談の回顧をつうじて一一・‡

　　　　　経済学雑誌　58（6），29～59（6，1968）

ベトナム停戦と日本経済〔特集〕；週刊東洋経済　（3401），8～55

　　　　　　（1　3，　4，　1968）

　　　　　終わりの始めか一ベトナム和平への条件　（座談会）　亘　8～17

　　　　　　　　　　　出席者小山内　　宏；小幡　　操；梶谷善久

　　　　　　　　　　　　　　　斉藤志郎；仲　　　　晃；村上　　薫

　　　　　ショヅクは起るか　”ベトナム停戦”の経済効果　臓　18～27

　　　　　ペトナム戦争が終わったら　浮かぶ産業・沈む産業　蛾　28～35

べけム和平と昧経済〔糠〕泊本経済研究センター会報（⇔），2～53

　　　　　　（1，　5，　1968）

　　　　　まだ遠い停戦への道　停戦交渉はどう推移するか　（時事講演会⑦）

　　　　　　　P2～8　　　　　衛藤耀吉；小島章伸
　　　　　直接影響は1億ドルちょっと　国際収支への影響を探る（時事講演会②）

　　　　　　　p9～16　　　　林信太郎
　　　　　主要産業への影響をみると当面の影響はなし（時事講演会③）

　　　　　　　E17～23　　　　鳥井隆二；三木乙彦8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関村郁夫；（司会）吉田敏男

　　　　　　ドル不安・国際通貨体制はどうなるか　停戦ジドル危機を救うか

　　　　　　　　（時事講演会④）　E24～29　　　　　’建元正弘
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　　　　　日本経済への影響と今後の政策の進め方　戦争は引き合わない一‘今後の

　　　　　　　有効な経済政策は何か　　（時事講演会⑤）　P　3◎～56
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎　勇；渡部経彦

　　　　　ベトナム新情勢と景気のゆくえ　米国の世界戦略の変化に注目

　　　　　　　く景気教室）　亘　57～39　　　　　　　　　　永　井　　　健

　　　　　ベトナムをめぐる国際情勢　米国のアジア政策は転換した　（時事解説）

　　　　　　　亘40～44　　　　　　　　 斉藤志郎
　　　　　ドル防衛の急展開と世界景気の展望（世界経済討論会）P．45～53

　　　　　　　　　宍戸寿雄：富塚文太郎；（司会）水谷司鶴夫：石丸義富；金森久雄

渡部福太郎：関税政策と所得分配：学習院大学経済論集　5（⇔，11～75

　　　　　（6，　1968）

渡辺　睦：資本「自由化」と中小企業の「近代化」；経営論集戊5（5／4），

　　　　　93～117（3，　1968）
渡辺利夫：貿易政策とし泡）低開発国経済援助一わが国の対東南アジア援助に関する

　　　　　事例的研究・一；調査資料月報（日本エカフエ協会）　1（6），

　　　　　1～2：7（6，　1968）

吉野昌甫：変動為替相場制についての問題点（その∬）；一橋論叢　5，9（5）参

　　　　　20～57（5，　1968）

輸入課徴金のゆくえとその対策（座談会）：出席者　竹内一郎　（司会）；

　　　　　池田松次郎；山本良雄；松村盤雄；週刊東洋経済　（3596），

　　　　　26～5了（25，　3，　丁968）
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Parも　工工　　F◎re　ign　Language　Liもe　raもure

C Economic七heory

Taira，　Minoru（平　実）：　La　poh七ique　6conomique　e七ユa
　　P・liもique　5・ci＆le　dansユa　s・ci6も6　capi七alis七e－Une

　　crユもique　s田Xaもh6・rie　deユa　p・litique　s・ciaエe

　　proyenanも　deユa　pOli輻ique　pr◎duc七i∨e　au　Japor1－　3
　　大阪経大論集　（6ユ），　217－250（ユ戊工968）

D StaじiStiCS　　S之a七iS七i己al　materia：LS

A、↓1e頭ya膓田ake＄hi（雨宮　健）：　The　corre工aもiOn　of七he
　　指siduals　in　a孤｛．輻ivaでia三e　reg遅ssion　model；経済研究

　　←橋大学）19（2）2ユ25」32（4，ユ968）

Sawa，　Taka・ni七8u（佐和i隆光）：3e』t・1。n・f　variab↓es　in
　　regression　anaJysis；季刊埋論経済学　ig（ユ．），53－63

　　（3，ユ968）

E2 Arla：Ly白⊥s　of　the　Japane　se　economy

工ki，　MakO七〇（伊木　　誠）：　Japanese・党onomy　mainしain5　i七s

　　vitality　amid　ユooming　world　mone七ary　crisis　；
　　Indus七ria二　（12），　4～13　（Ju工y“　196ε）

Japanきs　econOmic　acもivitie　s　in　ユ966－lg67　；　工ndusCriaユ

　坐（11＞戊　30～56　（Apr．　lg68）
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　　　　　　　JReSourceS　of　pr◎due七i◇n

今めdaka戊KonOsuke（尾高燈之助）：　加d江eS　o£七he　excess
　　de皿and　for　labor，　1929－39　：A　pre　liminary　s七udy戊

繁璃蓮鑓罐鏡饗経済醗狛ジエクトいg68・

K Produc七i◎n　and．　prgduc七ive　ac七ivユ七y

　　　　　　　Kl　　　Production　and，produc七ivi七y

Katzner，　Donaユd　W．：　A　general　approach　七〇　th¢　七heO℃y　of
　　SUP担y：季刊埋論経済学’　lg（2），32～L5（7，　lg68）

　　　　　　K2　　　工nd・usもrial　s七ruc“しure　　工ndus七rial　sys〔しem

Sugioka3　Sekio（杉岡、磧夫）：　Japane　se　industrie　s鵬e七七he

　　age　of　merger　：一　（ユ2），　14～17　（Juユy
　　ユ968）

　　　　　　　K3　F　　　Manufac七uring　indu　s七rie　s

MiyakP，　Sadao（三宅貞夫）：　The　Japa鵬se　motor　indus七ry　3
　一　　ユ5（1）ジ　99一コ＿05，：（Jarい／］豊ar魯　196乏｝）

S媛㎞aya，　Shi遠（島矢志郎）：　Japaがs　grO町ng　comPU輻er．

　　indus七ry　fac　ing　PrObユems　言工一（ユ2），32ん35
　　（July　　lg68）

　　　　　　　L　　Enもerpr　ise　　Management

』｛asuda　Yoneji（増田米二）：　Sprgad　Of　cOmpu焼riza七iOn　of
　　managemenL加f・rma七i・n　sys七em；lndust℃ial　Jii主聖．（12）。
　　22～26　　　　　　　　（July　　　　　　　　　　　　　　　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－1剖一



Y。ne　zawa，　Takeyuki（米沢威行）：DaLa　c。㎜unica七ion
　　＄ys七em　compユe七ed　for　loca：L　banks　；　：［ndus七ria：L＿畑
　　（12＞，　27竺31　（♂uly　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ968＞

Dis七ribut　ion　and　c　onsump七ion

of　na『しionaユ　irlcome

」。hnson，　P・W・；Chiu，　J。hn　S・Y・：肱e　saving－inc。鵬
　　relation　in　underdeveloped　and　developed　countries；
　　Economic　Journaユ　（310），　3ユ2～333　（June　1968）

Kaneda，　Hiromi七su（金田弘光）：Urban／rural　contrast　of

　　consumption　paも七ems　and　cons㎜er　preferences証pos払
　　war　Japan；季刊理論経済学　　19（2），21つユ（7，　lg68）

坤Iizoguchi，　Toshiyuki（溝口　敏行）：　Pers◎nal　savings　and
　　cons㎜P七ions　in　pos輻war　Japan（ユ），東京　一橋大学経済
　研究所数量経済研究プロジエクト631968．　69P．（数量経済研
　究シリーズ　NQ．う8）

Shinohara，　MyOhei（篠原　三代平＞2　Savings　behavior　of
　　七he　farm　househoユd；季刊理論経済学　19（2），工～20
　　（7，　1968）

N Pubユic　fin鋤ce

Ishij　Hiromitsu（石　　弘光）：　The　income　elasもicity　of
　　もhe　七ax　yield　in　Japan　3　HiもotSubashi　Joumal　◎f
　Eco泊omics　g（ユ）戊　▲5●63　（June　1968）

P Honey　Finance工nsurance

Yo鵬zawa，　Takeyuki（米沢威行）‡DaLa　con㎜unica七ion

　　sγs七em　c・mpleted　f・r　1・cal　banks；工一
　　（ユ2），　27w31　　　　　　　　　　　　　　（J己y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lg　68）
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Q Value　price　Speci£ic　prices

t｛inoguchi，　Take　o｛美濃口　武雄）：　S輻mc七uraユfac七〇rs

　　causi㎎presen七冶dayまnfla七ion；Hi七〇t3ubashi　Joumal
　　of　I6conomic　s　9（1），　64舟75　（June　：L968）

R Ec　ono〕mic　fluc七ua七ions

Uzawa，　Hirofumi（宇沢　弘文）：The　Penrose　effec七and
　　op七鋤㎜gr。wth：季刊理論経済学　ユ9（1），1～払（3，1968）

S The　工nもernaもionaユ　econo鯉

Kawada，　Tadashi（川田　侃）：Economic　implica七iOns　of
　　nu　c：Le　ar　a苫rmame】nも　；　一［　15（2）ヵ　180～186
　　（Apr．／June　ユ968）

Kojj㎞a，　Kiyoshi（小島　清）：
　　pacif　ic　七rade　expansion　：

Hiも・七subashi　J・urnaエ・f　Ec・n・mics　g（め
lg　69）

Japaがs　in七eres輻inもhe
PムFTA　re－C・nsidered；
　　　　　　　　　　　　戊　1－31　（June

Wad　a，　Sadao（和田

　　vinもage　mode1　：

　　fecもure．　Series　D

貞夫）：　rhe　warranted　grow七h　in　a

Bul］．e七in of　Univers－一Sc　ienceS　of　Econom ㎜erce　andτ
Law　（12），　IL亀2　g　（Mar．　lg　68）

肩“1◎ト
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